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表情強度を用いたライフログ映像からの表情表出シーン検索

Emotional Scene Retrieval from a Lifelog Video 

じsingFacial Expression Strength 

森國淳司， 野宮浩揮， 宝珍輝尚

Atsushi Morikuni, Hiroki Nomiya, Teruhisa Hochin 

京都工芸繊維大学情報工学専攻，京都市左京区御所海道町

Kyoto Institute of Technology, Gosyokaido-cho, Sakyou-ku, Kyoto 

あらまし：ライフログ映像データベースから重要なシーンを検索・提示することを目的として、表情認識に基づくシー

ン検索法についての検討を行う。従来では人物の表情の種類を識別することで表情表出シーンの検索が可能であ

ったが、表情がどれだけ強く表出されているかは考慮されておらず、シーンの重要度の判断が困難であった。そこ

で、表情強度という表情表出の程度を表す尺度を導入し、より的確に重要なシーンを検索できる手法を提案する。

Summary: For the purpose of retrieving the emotional scenes from a lifelog video database, and showing them, we 

perform the examination about the scene retrieval method based on the recognition of facial expressions. 

Conventionally, the retrieval of the emotional scenes has been performed by distinguishing the kind of the emotion 

of the person. However, the judgment of the importance of the scene is difficult without the consideration of the 

strength of the emotion. Therefore, we propose expression strength and the technique that can search the 

important scenes more precisely. 

キーワード：ライフログ，映像検索，表情認識

Keywords: Lifelog, video retrieval, facial expression recognition 

1. はじめに

日常生活上の様々なデータを取得・蓄積して、後に

有効利用しようというライフログが提案されてきている

[l]。ライフログとは文字通りに解釈すると生活の記録

である。しかし、ライフログとーロに言っても、記録媒体、

情報の種類などは多岐にわたる。 例として、 ブログ、

CPS記録、個人の健康状態などが挙げられる。新保は

ライフログの定義を「特定自然人の、特定活動に関す

る、特定の記録媒体に、自動的に、デジタルデータと

して、包括的または連続的に記録（蓄積）し、それによ

って取得された、特定の個人に関する個人情報（個人

識別情報）および個人に関連する個人情報に該当し

ない情報（非個人識別情報）の総称」としている[2]。

本研究では、ホームビデオのような映像データは手

軽に作成することができ、またライフログとして有用な

様々な情報を内包することができる点に着目し、ライフ

ログ映像を対象としている。

従来はライフログ映像の取得、保存には裔価な記

録機器や大容量のストレージが必要であったためライ

フログの実用化が難しかったが、近年のマルチメディ

アデータ記録機器の高性能化やストレージの大容量

化、価格の低下に伴い、個人でも簡単に大量のマル

チメディアデータ（例えば子供の成長記録など）を作成

できるようになった。しかしながら、多量の映像が蓄積

されるので、映像の量が増える一方で、記録した映像

を利用したくても、必要な映像を即座に引き出すことが

出来ず、有効活用できていないというのが現状である。

このような背景から、ライフログ映像の中から有用な映

像を簡単に検索したいという要求が高まってきている。

映像に関する検索システムとして、YouTube[3]等の

動画共有サイトが挙げられる。多くの動画共有サイトで

は、各動画に対してタグを登録し、 検索に活用してい

る。これに対し、ライフログ映像は一般に個人が所有し

ているため所有者が映像一つ一つにタグを登録しな
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ければならず、タグの登録に非常に手間がかかるの

で、タグを用いた検索は、ライフログ映像検索には適し

ていないと考えられる。また、ホームビデオ等のライフ

ログ映像では、ハンディビデオカメラなどで単純に撮

影を行うだけでは、映像にタイトルをつけることや、フォ

ルダごとに整理する事は可能でも、一つの映像の中で

より重要なシーンを抽出することは難しい。 1日中ずっ

と撮影を行なって大量のデータを得たとしても、実際

にもう一度動画として視聴したいと感じるシーンはその

中のごく一部である[4]。このことから長時間の映像の

中からユーザが視聴したいと感じるシーンの検索方法

が必要である。

そこで本研究では、ライフログ映像から効率的に重

要なシーンを検索、提示することを目的とする。

本研究では、視聴者が視聴したいと感じるシーンの

検索方法として、映像中の人物の表情を利用する。ユ

ーザが検索したくなるようなシーンでは基本的に何ら

かの事象が発生し、シーン中の人物はその事象に対

して何らかの感情を抱き表情を表出している可能性が

高い。このことから、映像中の人物の表情に基づいて

シーン検索を行う。

著者らはこれまでに、映像中の人物の表情を用い

た、ライフログ映像からの印象的なシーンの検索に関

する研究を行ってきている[5]。この先行研究の中では、

動画内の人物の表情の検索はできるのだが、表情の

程度を推定することができない。例えば、「笑顔」という

表情は検索可能であるが、「笑顔」の中の「微笑み」か

ら「高笑い」までというような感情の程度が異なるものが

考慮されていない。また、実際に動画のシーン検索を

行うにあたって表情の程度を考慮することで、より感情

が大きく表出しているような事象を優先的に検索する

ことができると考えられる。

そこで本論文では、このような表情の程度を数値化

し、検索に活用することを目的として、顔の特徴点を用

いて表情強度という値を導入して、被験者の表情の映

像を取得し、表情強度の測定を行い、表情強度を用

いることで表情の程度を推定する。

本論文の構成は次の通りである。まず2章で関連研

究について述べ、 3章では本研究で扱う顔の特徴点

について説明する。その後 4章で表情強度について

述べ、 5章で表情強度を用いたライフログ映像検索実

験の内容と結果を示し、 6章でその考察を行う。最後

に7章でまとめを行う。

2. 関連研究
人間の感情を表すいくつかの表情について、その

認識、分類のみならず、無表情から最大まで表情の程

度をおおまかに推定することを目的として、木村ら[6]

は、顔の部位それぞれの特徴点を抽出し特徴量を作

り出すのではなく、顔全体を一つのパターンとして表

情認識を行う手法を提案している。処理に用いる顔画

像を切り出しサイズの正規化を行った後に、ポテンシ

ャルネット[7]と呼ばれる処理モデルを用いて解析を行

っている。しかし、 この手法では顔の画像を 1枚ずつ

人の手で適切に切り抜く必要があり、動画の解析で各

フレームに同様の処理を行うのは非現実的である。ま

た、俳優に作為的に演じてもらった表情と比べて、素

人の曖昧な表情は認識結果にノイズとしてより大きい

影響を与えることを言及している。そのため本研究で

扱うようなライフログ映像で撮影が想定される曖昧な表

情については不適であると考えられる。

3. 顔特徴点

本研究では、顔特徴点を用いて表情強度を推定す

る。顔特徴点は、顔特徴点抽出ソフトウェア Luxand

FaceSDK 4.0[8]を用いて抽出しており、以下の顔の特

徴点 59点を用いている。図 lにこれらの顔特徴点の

抽出例を示す。

・両目付近22点

・鼻 9点

・両眉 10点

• 口14点

・ほうれい線4点

図 l顔特徴点抽出例（四角い点が顔特徴点を表し

ている）

4. 表情強度

表情の程度を数値化することを目的として本研究で

は表情強度を定める。本節ではその概要を示す。

4.1表情強度の推定に用いる特徴量

前述の顔特徴点を組み合わせて、以下に示す 10種

類の特徴量を定め表情強度の推定に用いる。

・左眉と右眉の傾き!1
左眉（右眉）の傾きは、左眉（右眉）上の5つの顔特徴

点から最小2乗法（線形）により算出し、左右の眉がほ
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ぼ対象であると考え、八=(a1 -ar)/2とする。ただし

a1は左眉、arは右眉の傾きである。

・眉と目の間の距離ti
両眉の 10点と上瞼の 10点を両方共左から順に 1対

l対応で結んだ 10本の線分の長さの平均値である。

ただし、左目と右目の距離で割って正規化を行う。

・眉間の面積h
両眉と両目からそれぞれ最も顔の中央に近い点を結

んでできる四角形の面積である。ただし、左目と右目

の距離の2乗で割って正規化を行う。

• 目の面積/4
左目（右目）の8つの特徴点をつないでできる八角形

の面積b1,brの平均値(b1+ br)/2である。ただし左目

と右目の距離の 2乗で割って正規化を行う。bzは左目、

比は右目の特徴量である。

• 目の縦横比fs
左目（右目）の一番上にある点と一番下にある点を結

んだ線分を目の縦の長さIv、最も左と右にある2点を

結んだ線分を目の横の長さlhとし，tan―10vflh)を左右

の目で平均値をとって縦横比とする。

・ロの内側の面積f6
口の内側の 8つの特徴点を結んでできる八角形の面

積である。ただし左目と右目の距離の2乗で割って正

規化を行う。

•口 の外側の面積f7

口の外側の 8つの特徴点を結んでできる八角形の面

積である。ただし左目と右目の距離の2乗で割って正

規化を行う。

•口 の内側の縦横比fa

口の内側の点の中で一番上にある点と一番下にある

点を結んだ線分を口の縦の長さmv、最も左と右にある

2点を結んだ線分を口の横の長さm此し，tan―1(mvf

叫）を縦横比とする。

•口の外側の縦横比/9

口の外側の点の中で一番上にある点と一番下にある

点を結んだ線分を口の縦の長さmv、最も左と右にある

2点を結んだ線分を口の横の長さm此し，tan―1(mv/

mh)を縦横比とする。

・ロ角の上がっている度合/10

口の両端の点X1,X此口の最も上の点と下の点X3,X4か

ら次式によって求められる。

(y(x1) + y(x2)) -(y(x3) + y(x4)) 
ly(x3) + y(x4)I 

ここで、 y(x)は特徴点xのy座標を表す。 x位X2のy

座標の平均値がx此X4のy座標の平均値より大きけれ

ば正の値をとるため、この値が大きいほど口角が上が

っていると言える。分母は正規化のための項である。

以上、 10個の特徴量をライフログ映像中の各フレー

ム画像(loフレームおきに抽出したもの）に対して求め、

フレームごとに 10次元特徴ベクトル(f;i,…，foo)を構

成している。ここで、 iはフレーム番号を表す。

4.2表情強度の算出

4.1節では人間が表情を表出する際に大きく変化す

ると考えられる 10個の顔の特徴量を示した。しかし、ど

の特徴量を重視すればよいかは、表情の種類や個人

差などに依存すると考えられる。そこで、各特徴量に

対して主成分分析を行い、その固有値と主成分得点

にもとづいて表情強度を定める。i番目のフレームの表

情強度I;は、 4.1節で示した 10個の特徴量

(fi1, ... , [;10)に対して主成分分析を行い、得られた第

1~ 第 10主成分得点(p;i,…，P;10)を用いて次の式(1)

のように定める。なお、主成分得点は平均0、分散 lに

正規化する。

I;= LJ出入;sgn(sj)P;j (1) 

ここで、入）は第j主成分の固有値である。また、

S; = L誓」 I比 fr,jk —窃~lN/2J+1L比fr,1k (2) 

である。Nは映像に含まれるフレームの総数、 Tijは

P炉 PNjを降順に並べた時のPijの順位を示す。例え

ば、 PijがP1j可 Njの中で30番目に大きい値を持つ場

合、T;j= 30となる。また、

sgn(x) = {~:; : : ~ 
-1 otherwise 

(3) 

である。

一般に、顔面上の変化が大きい場合は、それぞれの

特徴量(!ii,…，fi10)の値は大きくなる傾向にある。した

がって、式(2)の第 1項(pijの値が大きいものから順に

lN/2Jフレームの特徴量の値の総和）が第2項（残りの

N-lN/2Jフレームの特徴量の値の総和）よりも大きい場

合は、Pijの値が大きいと表情強度が強いと考えられる。

したがって、そのような場合(sj> o)には、 Pijに正の係
数(sgn(sj)= 1)を乗じる。逆に、式(2)の第 1項が第2
項よりも小さい場合(sjくo)には、Pijに負の係数
(sgn(sj) = -1)を乗じる。また、式(2)の第 1項と第2
項が等しい場合(sj= o)には、 Pijから表情強度を求
めることが難しいと考えられるため、Pijに(sgn(sj)= 
o)を乗じて、 表情強度がPi1の値に影響されないように
している。

5. 実験

本節では4節で示した表情強度を用いて、表情の

程度を考慮した表情表出シーンの検出実験を行った

結果を示す。

-3-



5.1 実験方法

被験者は著者の一人を含む男子学生8名(21オ～

24オ）である。 8名（以降、被験者A,B, C, D, E, F, G, 

Hと表記する。）を4名X2グループに分け、すべての

被験者の前に頻が撮影できるようにWebカメラを設置

した。一回の撮影につき 10分を目安にゲームの区切

りの良いところまでトランプのハーツ、大富豪をそれぞ

れ2度ずつ行なってもらい、計4度の撮影を行い8X

4=32個の表情映像データを得た。その後、別途、その

トランプを行なっている様子をホームビデオ風に撮影

していた映像を被験者に視聴してもらい、検索したい

シーンをその映像中からアンケートで回答を行っても

らった。撮影機材は以下のとおりである。

・表情撮影カメラELECOMUCAM-DLU130HWH 

このカメラの主な仕様を以下に示す。

● サイズ：640 X480 

● フレームレート：30fps 

● ファイル形式：WMV 

なお用いた録画ソフトはWindowsMovie Makerであ

る。

・全体像撮影カメラ SonyHDR-CX560V 

このカメラの主な仕様を以下に示す。

● サイズ：1440Xl080 

● フレームレート：30fps 

● ファイル形式：MPEG4 AVC/H.264 

次に、得られた表情映像に対して、著者の一人が

目視による表情の種類と表情の程度の判定を行った。

目視による表情判断基準を表 1に示す。表 l中では、

「表情一覧」には表情の種類、「分類される表情」には

その表情に分類される代表的な表情、「特徴」にはそ

の表情の判断基準を記述した。 その後、4節で示した

表情強度の推定を行い、目視による判定と強度の照ら

し合わせを行った。

5.2 実験の結果

表 1目視時の表情判断基準表

表情一覧
分類される

特徴
表情

笑顔 l
微笑み、苦 口はあまり開けず唇の両

笑 端が上がる

笑顔2 笑う
目尻が下がり、口を少し開

けて笑い声をあげる。

基本 6感情（喜び、驚き、

無表情 悲しみ、怒り、恐れ、嫌

悪）以外の表情

表 2表情強度平均例（ハーツ 3E)

表出表情 表出シーン 表情強度平均

0.643 

笑顔1 0・54 ～ 1:04 -0.481 

-0.209 

笑顔2 2・00 ～ 2:07 0410 

笑顔 1 2:08 ～ 2:15 1.780 

-0.283 

笑顔 1 2:30 ～ 2'37 0.062 

-0.027 

驚き2 2:52 ～ 2:55 0.823 

-0.115 

笑顔1 3:06 ～ 3:08 0.012 

-1.330 

笑顔1 3:44 - 3.46 -1.381 

-0435 

笑顔 1 4:06 ～ 4:12 -0.333 

0.210 

笑顔2 4:26 ～ 4:29 2.060 

-0.570 

笑顔 1 4:38 ～ 4:45 0.795 

1.316 

笑顔1 4:50 ～ 4:52 -1.723 

笑顔2 4:58 ～ 5:06 1.786 

-0.070 

笑顔2 5:27 - 5:30 0.206 

0037 

笑顔 1 8:48 ～ 8:49 -0170 

0.198 

笑顔 1 9:30 ～ 9:35 0479 

0.156 

笑顔 1 10:01 ～ 10:07 0.323 

0.555 

笑顔 1 10:10~ 10:13 0.096 

0.117 

笑顔 1 10:40 N 10.42 0.391 

-0.001 

笑顔2 10:52 ～ 11:02 -0.033 

-0.173 

笑顔2 11:52 - 11:58 -0.207 

-0.414 

笑顔 1 12:12 - 12:20 -0.228 

笑顔2 12:20 N 12.25 -0.033 

-0.172 

笑顔 1 12'42 N 12:45 0.094 

笑顔2 12:52 N 12:58 -0.355 
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表2に実験で得られた結果の一部を示す。

表 2は3回目にハーツを行った回における被験者 E

の表出表情と表情強度平均を示したものである。ただ

し、表出表情は筆者の一人が表 lに示す基準を用い

て、目視で判断したものである。また、「表出シーン」は

時間（分：秒）を示し、表情強度平均はそのシーン内の

表情強度の平均を示す。

今回の実験ではトランプを行なってもらったため、表

出していた表情はほとんどが喜び（笑顔）の表情であ

った。そこで、目視で表情を確認した際の判断基準と

して表 lに記述する表情を用いた。

表 3に8人の被験者の映像の中で強度の傾向が変

わった2フレーム、 計 16フレームを示した。 32個の映

像中から被験者8人それぞれから特に顕著な傾向が

見られた動画を 1つずつ選択している。

左端の列「ハ lA」はハーツ 1回目被験者Aのフレ

ームを指す。「大4E」は大富豪4回目の被験者Eのフ

レームを指す。表中の薄く色を塗っている f6,f7,f9は、

主成分分析時に第一主成分の主成分負荷量の絶対

値が高かった上位3つの特徴量であり、濃い色を塗っ

ているfl(被験者Gのみ侶），f2,侶は第2主成分の主成

分負荷量の絶対値が高かった上位3つの特徴量であ

る。

表 3各動画において特徴量の傾向が大きく変化した 2フレームの各特徴量

F番号 :J},;, 忠鳶 '.~~ 戸吐 硲ご沿~ f4 f5 IB f7 t8 t9 flO 

ハ lAI 6060 塁欝砒:0,・翌3'(8翌,::; ·~'さぷ00... 191~9 .. 60. ンふ 0.061 0.310 0.184 0.021 0.336 0.031 0.045 
6070 0.047 0.319 0.192 0.034 0.346 0.074 -0.041 

ハ2sI 5470 摯 ,..応o:'32試s: ヽゞ ・シ'00占;:11”ぷ897.... 5. , .:.' ぐ 0.049 0.303 0.151 0.020 0.370 0.081 0.105 5480 0.045 0.284 0.191 0.045 0.508 0.170 0.000 

ハ lCI 4610 -0.106 .ぷ.Q0•沿,: .. 3342. ~67.さ立" ; ヽ ,, 00.:: .• ;..218<..2" . 85,^  ヤ~, .~ . 

0.048 0.336 0.245 0.104 

醤
0.308 0.214 

4620 -0.221 0.044 0.306 0.171 0.045 0.090 -0.056 

ノヽ 1D 14570 躙 饂しi'~',、00,:1.. .....1 .. '. 、98a忍06． .-• 0.038 0.299 0.203 0.087 0.491 0.269 0.303 14580 0.038 0.292 0.250 0.110 0.472 0.219 0.313 

大4E 11570 

翌瀾-~ ゆrヽ:.-;oや:33,100,J!;"61rll~""; ・ '. -油o0.!:-iCs6・・s4ぷ~;. • 
0.030 0.204 0.203 O.Q78 0.326 0.135 0.450 

11580 0.026 0.173 0.254 0.093 0.384 0.138 0.615 

ハ4F 110470 
;; 念"·o0-心:.• 33'.' 22~8的-1.,ぶ~ . ・o .. ・: 狐"-・.. 3心文・ 0.036 0.296 0.182 0.028 0.361 O.Q78 -0.200 

10480 0.198, • 0.035 0.269 0.166 0.016 0.377 0.020 -0.150 

ハ3G 114280 蛉:0;噂(4屈叩:bi蜘t如c 滋;,J)0:.、;.:J1,•88•23.' .:; ... 
0.044 0.312 0.152 0.019 0.433 0.077 0.211 

14290 0.039 0.273 0.156 0.012 0.432 0.026 0.111 

ハ3HI 2360 恐晉 ~茫00' .:.•.3355. ~25ヽft,， 鼻;.. , '. ・ 
』0`0→ぷ・'‘ .:22t01ぺ82' • -' 

0.050 0.303 0.254 0.064 0.464 0.159 0.040 

2370 ふ・ 0.047 0.333 0.262 0.094 0.576 0.254 0.133 
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表 4第 1主成分主成分負荷量

第1主成分 ノヽ lA ノヽ 28 ハlC ノヽ 1D 大4E ノヽ 4F ノヽ 3G ノヽ 3H

fl 0.080 -0.008 -0.355 0.047 0.051 0.357 0.036 -0.136 

f2 -0.012 -0.322 0.241 0.015 0.433 -0.395 0.115 -0.053 

£3 0.051 -0.293 0.439 -0.041 0.247 -0.368 0.015 -0.080 

f4 -0.231 -0.425 0.325 -0.166 -0.324 0.340 -0.377 0.447 

f5 0.103 -0.613 0.191 -0.342 -0.444 0.380 -0.488 0.006 

f6 -0.914 0.893 0.895 0.923 0.910 -0.819 0.867 0.951 

f7 -0.945 0.936 0.929 0.960 0.943 -0.828 0.934 0.969 

f8 -0.556 0.187 0.375 0.859 0.516 -0.295 0.124 0.509 

£9 -0.915 0.849 0.808 0.942 0.920 -0.757 0.874 0.927 

£10 -0.518 0.651 0.504 -0.032 0.586 -0.049 0.412 0.664 

固有値 3.217 3.598 3.229 3.548 3.727 2.697 2.970 3.632 

寄与率 32.168 35.976 32.290 35.475 37.271 26.970 29.696 36.317 

累積寄与率 32.168 35.976 32.290 35.475 37.271 26.970 29.696 36.317 

表 5第2主成分主成分負荷量

第2主成分 ノヽ lA ノヽ 28 ／ヽ IC ノヽ 10 大4E ／ヽ 4F ノヽ 3G ノヽ 3H

fl 0.340 0.496 -0.099 0.585 0.585 0.567 0.672 0.155 

£2 -0.841 -0.763 -0.884 -0.813 -0.690 -0.709 -0.680 -0.832 

f3 -0.880 -0.891 -0.759 -0.929 -0.896 -0.762 -0.928 -0.872 

£4 -0.603 0.126 0.027 -0.155 -0.454 0.464 -0.086 -0.598 

£5 -0.367 0.144 0.270 -0.212 -0.438 0.209 -0.084 -0.505 

£6 -0.118 -0.177 0.052 -0.046 -0.056 0.258 -0.217 -0.020 

f7 0.074 -0.143 0.061 -0.015 0.046 0.472 0.008 0.044 

f8 0.012 -0.155 0.597 -0.061 -0.030 0.063 -0.076 0.056 

f9 0.111 -0.199 0.314 -0.031 0.085 0.468 0.053 0.120 

no 0.045 0.198 -0.258 0.465 0.162 0.513 0.335 0.020 

固有値 2.129 1.813 1.969 2.158 2.059 2.438 1.958 2.109 

寄与率 21.295 18.130 19.693 21.585 20.587 24.381 19.576 21.094 

累積寄与率 53.463 54.106 51.983 57.060 57.858 51.352 49.272 57.411 
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表 6第3主成分主成分負荷量

第3主成分 ノヽ lA ノヽ28 ノヽ lC ノヽ 1D

fl 0. 712 -0.354 -0.030 -0.130 

f2 0.033 -0.117 0.046 0.079 

f3 -0.206 -0.068 0.183 0.139 

£4 0.505 -0.676 0.817 -0.856 

f5 0.308 -0.574 0.858 -0.768 

f6 -0.060 -0.216 -0.139 -0.056 

£7 0.002 -0.179 -0.159 -0.078 

f8 -0.416 -0.513 -0.100 -0.168 

f9 -0.048 -0.273 -0.157 -0.134 

no 0.558 -0.019 -0.187 -0.095 

固有値 1.390 1.345 1.554 1.429 

寄与率 13.904 13.453 15.540 14.291 

累積寄与率 67.367 67.559 67.523 71.351 

また、 主成分分析を行い得られた第 1~第3主成分

の主成分負荷量を表 4~表 6に記述する。一番上の

行におけるハ lAは、 1回目のハーツにおける被験者

Aの表情映像を、大4Eは4回目の大富豪における被

験Eの表情映像を意味する。

6. 考察

(a)表 1の全シーンについて

大4E ノヽ 4F ノヽ 3G ハ3H

-0.292 0.068 0.190 -0.441 

0.285 0.302 0.060 0.303 

0.286 0.352 -0.032 0.358 

-0.634 0.642 0. 712 -0.425 

-0.648 0.758 0.599 -0.747 

-0.278 0.153 0.204 0.061 

-0.152 0.002 0.061 0.048 

-0.546 0.497 0.619 -0.110 

-0.154 0.023 0.163 0.019 

0.252 -0.186 0.229 0.171 

1.555 1.511 1.414 1.201 

15.550 15.108 14.136 12.008 

73.408 66.459 63.407 69.419 

(b)表 4~6 について

第一主成分に関しては、どの被験者に関しても、

佗，f7,f9の主成分負荷量が高く、全被験者について第

ー主成分は口の概形の成分といえる。

第二主成分に関しては、被験者C以外はfl,f2,t3が

強く、 Cに関しても f2,t3の負荷量が高いため、全被験

者について眉間の概形の成分と考えられる。

笑顔2,笑顔 1,無表情のそれぞれをすべてのシーン

で表情強度の平均を取った結果を、表 7に示す。

第三主成分に関しては、 f4応が全被験者について

強く、目の概形の成分であると考えられる。

以上から、どの被験者についても主成分分析を行っ

た後の傾向が似通っていると言え、表情の変化には口、

目、 眉間の概形が大きな影響を及ぼしている。直感的

にも、人間が表情の変化を視覚的に感知する時はロ

や目を特に参考にすると考えられるので、概ね妥当な

結果と考えられる。

表 7被験者 E.......,Hの各表情の全シーンに

おける強度平均

映像 笑顔2 笑顔 l 無表情

ノヽ一—ツ 3E 0.583 0.045 -0.040 

ノヽ ーツ3F 0.008 -0.104 -0.021 

ハーツ 3G 1.230 0.317 0.544 

ノヽ ーツ3H 0.944 -0.298 0.227 

平均値を見ると確かに、大きく笑っている笑顔2は笑

顔 1や無表情に比べて高く、強く表情が表出している

シーンに関しては表情強度が高い値をとることが分か

る。しかし、笑顔 lと無表情に関しては、無表情のほう

が笑顔 1より高いことも多く、表情表出の度合いが小さ

い時の精度は改善の余地がある。

(c)被験者がアンケートで実際に検索したいと回答した

シーン

表 8に、大富豪4回目において、被験者が実験後に

アンケート回答した「検索したいシーン」の表情強度の

平均を示す。その他は被験者が選択しなかったシー

ンすべての強度平均を意味する。
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表 8 被験者がアンケートで検索したいと

回答したシーン

(a)大富豪4E

欲しいシーン 強度平均

1:13-1:22 4.905 

2:02-2:07 5.302 

3:08-3: 12 0.185 

6:22-6:27 0.095 

7:02-7: 12 -5.116 

8:46-8:56 0.471 

9:22-9:30 -2.330 

その他 -0.038 

(b)大富豪4F

欲しいシーン 強度平均

0:45-0:55 3.546 

1 :25-2: 10 5.269 

6:08-6: 15 -3.951 

7:50-8:00 -4.079 

8: 10-8: 15 -1.073 

その他 -0.363 

(c)大富豪4G

欲しいシーン 強度平均

0: 13-0:30 1.412 

0:58-1:10 -0.992 

1:10-1:30 -1.067 

2:01-2:13 1.481 

3:00-3:17 -1.839 

4:36-4:46 -1.361 

6:49-6:57 0.861 

その他 -0.039 

(d)大富豪4H

欲しいシーン 強度平均

2:55-3: 10 1.530 

9:08-9:28 0.405 

9:30-9:35 0.237 

その他 -0.062 

この結果から、被験者が検索したいと回答した全22

シーン中13シーンはその他のシーンよりも平均が高か

った。 このことから検索したいシーンの6割程度は、強

度平均によって検索できる可能性があると考えられる。

また検索できなかったシーンでは、考察(b)に示したよ

うに表情表出度合いが小さいシーンが多く、うまく強度

では判断ができなかった。この点については今後改善

していく予定である。

7. まとめ•今後の課題

本論文では、ライフログ映像から効率的に重要なシ

ーンを検索、提示することを目的に視聴者が視聴した

いと感じるシーンの検索に用いることが出来る表情強

度の提案を行った。その結果、表情表出シーンならび

に被験者が検索したいと感じるシーンをある程度検出

することが出来た。

今後の課題としては、 表情強度に改善の余地が見ら

れたので、表情強度の推定に使用する特徴量の改善

を考えている。また、今回はあくまで1人のユーザが自

分一人の表情を使うことしか想定していないが、ホーム

ビデオのような映像では他の人物が映っている場合も

十分考えられるため、そういった複数人の表情に対し

て表情強度を算出し、それら全員の強度を考慮した上

で検索精度を向上させたいと考えている。
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空間的印象評価法のための分析手法

ー感性ワードに着目して一

Analysis Method for the Impression Evaluation Method by Space 

-Focused on the Impression Words -

赤井俊介、 宝珍輝尚、 野宮浩揮
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京都工芸繊維大学，京都市左京区松ヶ崎御所海道町

Kyoto Institute of Technology, Goshokaido-cho, Matsugasaki, Sakyo-ku, Kyoto 

あらまし：現在、感性の評価手法として SD法がよく使われている。しかしながら、感性というあいまいな事柄を考える

と、 SD法では評価が困難なことがある。そこで、感性のあいまい性を考慮した評価手法として、 空間的印象評価法

の提案を行ってきた。具体的には、対象の印象を表す言葉である感性ワードが散りばめられた空間を用意し、そこ

から対象の印象に当てはまる部分を領域として囲んでもらうことで評価する手法である。この評価法を用いると、 SD

法では評価できない印象も評価可能であるが、評価結果を単純に比較することができず、分析が困難である。そこ

で、本論文では、評価に用いられた感性ワードに着目した分析手法を提案し、それを実現するためのシステムを実

装する。そして、以前に行なった空間的印象評価法を用いた画像の印象評価実験で得られた評価結果に対して分

析を行う。また、その分析結果から、分析手法の有用性を示す。

Summary: The Semantic Differential method is often used as an evaluation method of Kansei. However, it is hard 

to evaluate because Kansei is vague. Therefore, Impression Evaluation Method by Space (!EMS) is proposed as 

the impression evaluation method considering the vagueness of Kansei. !EMS uses the space containing 

impression words. The impression of an object is specified by circling impression words that match the impression. 

The degree of matching of the impression is expressed by the darkness of the color. !EMS can also evaluate 

impressions that the SD method cannot. However, analysis of evaluation results is difficult because they cannot 

simply be compared. In this paper, an analysis method focused on the impression words is proposed. The system 

for the proposed analysis method is implemented. The proposed method is applied to the analysis of the 

evaluation results of impression evaluation experiment conducted before to show the effectiveness of the proposed 

method. 

キーワード：分析手法，印象評価，感性，あいまい性

Keywords: analysis method, impression evaluation, Kansei, vagueness 

1. はじめに

近年、消費者の要求は機能や利便性といった物理

的なものだけでなく、見た目の美しさなど消費者がど

のように感じるかという感性による部分が重要になって

きている。しかし、感性というものは個人によって異なり、

あいまいで、定量化が困難であるという特徴があるた

め、的確に表現することは難しい。

そのような感性の評価手法として、現在 SD法[l]がよ

く使用されている。 SD法は印象を数値化することで統

計処理を可能にし、様々な分析を行うことを可能にし

ている。 しかし、統計処理を行うために決められた範囲

での評価が強制されており、実験者にとって都合の良

い項目しかないといった、恣意的要素が介在してしま

う恐れがある。そのため、被験者の感じる印象が表現
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できない可能性がある。つまり、感性というあいまいな

事柄の評価が困難な場合があると考えられる。従って、

評価者にとって、あいまいな評価ができるような、柔軟

な印象評価手法が必要である。感性の評価手法に関

する研究はいくつか行われているが、確立するには至

っていない[2-4]。

そこで、感性のあいまい性を考慮した印象評価手法

として、空間的印象評価法 !EMS(Impression 

Evaluation Method by Space)という手法を提案してき

た[5,6]。!EMSは、対象の印象を表す言葉（以下、感

性ワードという）が散りばめられた感性空間において、

対象の印象として当てはまる部分を領域として囲み、

領域内に色を塗ることで、当てはまる度合いを評価す

る手法である。この評価法を用いることで、 SD法では

評価できない印象も評価可能であることを示してきた

[5,6]。また、感性ワードが移動も追加もされていない感

性空間（ベースライン感性空間）に対しては、評価結

果の各地点の色の濃さの平均や変動係数を求め、ベ

ースライン感性空間上で示すことにより、評価対象の

平均的な印象や評価のばらつきを視覚的に提示でき

ることを示してきた[7,8]。しかし、感性ワードの移動や

追加が可能であるため、評価結果を単純に比較するこ

とができず、分析が困難であるという問題がある。

そこで、本論文では、評価に用いられた感性ワード

に着目した分析手法を提案し、それを実現するための

システムを実装する。そして、以前行われた、画像の

印象評価実験から得られた評価結果に対して分析を

行い、考察する。

以降、 2.で空間的印象評価法(!EMS)について説

明する。そして、 3.で感性ワードに着目した分析手法

を提案し、 4.で画像の印象評価実験から得られた評

価結果に対しての分析について述べる。そして、 5.で

考察を行い、最後に6.でまとめる。

2. 空間的印象評価法(IEMS)

2. 1感性空間について

!EMSでは感性空間という概念を用いる。ここでの感

性空間とは、 人が対象の印象を評価する際に思い浮

かべる空間のことであるとする。例えば、ある風景写真

の印象を問うと、「爽やか」や「美しい」といった言葉で

表現できる。また、SD法のように、提示された感性ワー

ドに合致している程度を示すこともできる。従って、心

の中（感t生空間）では、印象を表す項目（以下、印象

表現項目という）が存在し、対象物がどの印象表現項

目にどの程度合致しているかを判断していると考えら

れる。

印象表現項目として最もよく使用され、最も重要であ

るのは語であると考えられる。そこで、 !EMSでは印象

を表現する語（感性ワード）を用いる。また、感性空問

では、イメージの似ている感性ワードほど近くに配置さ

れているとする。さらに、感性空間は常に変化する可

能性があり、個人個人で異なるという性質があると考え

られる。

2. 2 !EMSの概要

!EMSでは、感性ワードが散りばめられた平面を感性

空間として用いる。 2.1で述べたように、感性空間内の

感性ワードは、似ているものほど近くに配置されている

とする。そして、感性空間から、対象の印象として当て

はまる部分を領域として囲み、その領域内に色を塗る

ことで当てはまる度合いを表現する。つまり、濃ぐ塗ら

れている部分ほど、より当てはまると感じていることにな

る。用いる色はグレー（白～黒）とし、濃さの表現には、

塗れば塗るほどその部分が濃くなるブラシを用いる。

なお、共通の感性空間としてベースライン感性空間

（図1)を最初に提供し、それをもとに必要に応じて修

正を加えていくこととする。ベースライン感性空間は、

以下の手順で実験的に作成した[5,6]。

① 感性評価によく使用されている感性ワードの選定

② 感性ワードの非類似度のアンケート調査

③ MDS(多次元尺度構成法）[9]を用いた平面への

プロット
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図1ベースライン感性空間

2. 3 !EMSでの評価におけるルール

!EMSでの評価におけるルールを以下に示す。

対象の印象として当てはまる部分を囲み、当ては

まる度合いが強いほど色を濃く塗る。

当てはまると感じる感性ワードは必ず囲むように

する。

1つの領域に任意の数の感性ワードを含めること

ができる。

囲む領域はいくつでも良い。

評価する観点が違う場合は、別の領域で囲む。

感性空間内に評価したい感性ワードが無い場合

は自由に追加することができる。

似ているものほど近くに配置されているという条件

のもとで、感性ワードの配置を自由に変更でき

る。

同じ感性ワードを違う観点で評価したい場合や、

領域が重なってしまう場合は、複数の感性空間で

表現できる。

2. 4 !EMSでの評価例

!EMSでの評価例を示す。ここでは簡単のため、図2

左に示す単純な感性空間の場合を考える。この感性

空間を用いて、ある対象の印象を評価した例を図2右

に示す。この評価例の場合、対象の印象として、 「広

い」、 「明るい」、「きれい」を感じており、「広い」と「明る

い」の間付近をより強く感じていることを表している。こ

のように !EMSでは、印象の度合いを色の濃さで表現

するので、あいまいな評価が可能である。また、評価し

たい感性ワードが無い場合には自由に追加することが

でき、言葉として思いつかない場合でも、似ている感

性ワードを用いて評価することが可能である。さらに、

反対の意味の感f生ワードを同時に評価することも可能

である。

り~ ir-®€3

('§, 

国
＠ 

図2感性空間の例（左）と評価例（右）

2. 5印象評価システム

!EMSでの評価を実現するために、印象評価システ

ムを実装した[5,6]。システムの開始画面を図3に示す。

画面中央が感性空間を表しており、この感性空間上で

評価を行ってもらう。また、このシステムでは、画面右

側に画像を表示させることができ、 画像の印象を評価

することができる。

.,., 
'-"-W 

m』 .... 

菖J

... 
一

..... ... 

~ 

-』
"'情

... 

... 
竃，＂•... .. 

LU  

""' .,,,., "" .... _ 
'""誓... ... 

図3 印象評価システム

3. 感性ワードに着目した分析手法

IEMSでの評価結果は、単純に比較することができず、

分析が困難である。そこで、感性ワードに着目した分

析手法を提案する。
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3. 1分析手法の概要

!EMSでは、対象の印象として当てはまると感じる感

性ワードを領域として囲む。そこで、領域として囲まれ

ている感性ワードを調査することで、対象の特徴を把

握することができると考えられる。具体的には、ベース

ライン感性空間上の感性ワードごとに、その感性ワード

を囲んだ人数を求める。また、その情報をベースライン

感性空間上に表示することで、感性ワード間の関係も

考慮した、視覚的な分析を可能にする。なお、 !EMSで

は被験者が自由に感性ワードを追加することができる

が、今回は考慮しない。

3. 2分析システム

評価結果から、手動で囲まれている感性ワードを調

べるのは、あまりにも効率が悪い。また、視覚的に分析

できると良いと考えられる。そこで、評価結果から自動

で、囲まれている感性ワードを調査し、ベースライン上

に表示させるシステムを実装した。その分析システム

のプロトタイプを図4に示す。画面左側がベースライン

感性空間である。

あらかじめ、評価結果を入力しておくことで、システ

ムが自動的に囲まれている感性ワードを調査し、対象

ごとに、それぞれの感性ワードを囲んだ人数をベース

ライン上に表示させることができる（図5)。紙面の都合

上、示すことができないが、感性ワードを囲んだ人数

の割合から、囲んだ人数を表すボタンに色を付けてい

る。全体の半数以上の人が囲んでいた場合にはピンク

色が、半数未満の人が囲んでいた場合には薄い黄色

が付けられる。なお、 1人も囲んでいない場合は白色

である。このように、色を付けることで、特徴を一目で理

解することができる。

また、ある感性ワードに注目したい場合、その感性

ワード下の囲んだ人数を表すボタンをクリックすると、

その感性ワードが囲まれている評価結果がドロップダ

ウンリストに表示され、それを選択すると実際の評価結

果が画面右側に表示されるようになっている（図6)。

.. . -・ヽ ----- ・ - -- -- . -- ― ← 『 . 

注

こ,,リI 血 四

う,,/:,うしU 塁

重 杢

,~ さ¥l
塁

祖

匹
弱L

不：：11',11 
量

= 且U

のんv'JI ±.a.U 

胆 広

ゆ ,r.~I

滋 a皿 till 

U四

阻 やわらか"

あっさ'JI
か,;いしl

かわい＂
守青らし¥1 匹

-四エ匹
おしゃれなi さわやかなl

図4 分析システムのプロトタイプ
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図6 分析システムの実行例（評価結果の表示）

4. 実際の評価結果に対する分析

以前行われた、IEMSを用いた画像の印象評価実験

[5,6]の評価結果に対して、実際に分析システムを用い

た分析を行う。まず、画像の印象評価実験について簡

単に説明し、次に分析結果を示す。

4. 1 !EMSを用いた画像の印象評価実験

!EMSの有効性を示すために、 画像に対する印象を

評価してもらう実験を行なった[5-6]。実験の概要は以

下の通りである。
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・被験者： 20 歳~24 歳のエ科系の大学生 12 名
密

（男性 10名、女性 2名）

・評価対象： 図7の計5枚の画像（画像の提示順序は ~ ~ 込 i密 密

ランダム）
竺
,ii 

~ 弓
4. 2分析結果

4. 1の実験から得られた、各画像の評価結果に対し

て、感性ワードごとに囲んだ被験者数をベースライン

感性空間上に表示させた。その結果を、図s~図12

に示す。
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図9画像2の分析結果
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図10画像3の分析結果

屯

ヂ
テ

~ 

弓呪

~ 

附咄

屯
~ 

守

吃附

呼吋
密

別

咄

弓
守

密

守デ附

巳聟芍
唖

皿

コ把渭
ヰ ザ

臼咤戸
屯

図11画像4の分析結果
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図8を見ると、画像1では、 「静かな」から「自然な」、

「きれい」にかけての感性ワードが多く評価されている。

特に「自然な」、「きれい」は、ほとんどの被験者が感じ

ていることが分かる。

図9を見ると、画像2では、画像1と同様に「静かな」

から「自然な」、「きれい」にかけての感性ワードが多く

評価されている。しかし、画像1とは違い、「きれい」より

も「かわいい」を評価している被験者の方が多く、「明る

い」は評価されていない。また、ベースライン右上の

「暗い」、 「悲しい」を評価している人が画像1より多い。

さらに、「小さい」、「弱い」などのベースライン右側の感

性ワードも画像1より多い。同じ「自然な」が感じられる

画像でも、違いがあることが分かる。

図10を見ると、画像3では、 「強い」、「大きい」、 「鋭

い」などベースライン左側の感性ワードを多くの被験者

が感じており、他の画像と大きく違うことが分かる。

図11を見ると、画像4では、 「きれい」、「不思議な」

を評価している被験者が多いものの、少数の被験者し

か評価していない感t生ワードが多く、ばらつきがあるこ

とが分かる。つまり、個人差の大きい画像であることが

分かる。

図12を見ると、画像5では、 「自然な」、「きれい」な

どを評価している被験者が多い。しかし、画像4ほどで

はないものの、少し評価がばらついている。

5. 考察

4. 2で述べたように、囲まれている感性ワードを考慮

することで、各画像の特徴を把握することができた。さ

らに、ベースライン感性空間上に視覚的に表示させる

ことで、感性ワード間の関係も考慮することができ、 特

徴が分かりやすくなると考えられる。ベースライン感性

空間上での感性ワードの配置は、 一般的な感性ワード

同士の関係を表している。距離が近い感性ワードほど、

似ている感性ワードなので、囲まれている感性ワード

はかたまることが多いと考えられる。画像1、画像2、画

像3では、 評価されている感性ワードがかたまっており、

その画像の特徴が現れている。逆に画像4では、 1~2

人の被験者のみが評価している感性ワードが散らばっ

ており、個人差の大きい画像であるという特徴が現れ

ている。

現時点では、各々の感性ワードに対して、考察を行

っているだけである。さらに、複数の感性ワードの関連

に対しても考察を行うことができるようになれば、より細

かな特徴も掴めると考えられる。そこで、ある感性ワー

ドが他のどんな感性ワードと同じ領域に囲まれていた

か、あるいは、複数の感性ワードを同じ領域で評価し

ていた被験者数なども調べることができるように、シス

テムを改良させていく予定である。

6. まとめ

本論文では、空間的印象評価法 !EMSでの評価結

果に対して、感性ワードに着目した分析手法を提案し

た。また、その分析を自動で行い、分析結果を視覚的

に表示させるシステムを実装した。さらに、そのシステ

ムを利用し、 !EMSで画像の印象を評価した結果に対

して分析を行うことで、各画像の特徴を掴むことができ

た。
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今後は、複数の感性ワードでも考察を行えるようにシ

ステムを改良していきたいと考えている。また、感性ワ

ードに着目した分析では、感じる度合いを表している

濃さについて考慮することができない。そのため、領域

内の濃さも考慮した分析手法も考えていく必要があ

る。
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The role of metadata in the Balanced Corpus of Contemporary Written 

Japanese in the analysis of register 

ホドシチェク・ボル＊， 山元啓史＊＊

Bor HODOSCEK*, Keiji Yamamoto** 

＊国立国語研究所，

＊＊東京工業大学／カリフォルニア大学サンディエゴ校

Summary: This study proposes to evaluate the discriminatory power of the metadata contained within the 

Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese (BCCWJ) for the modeling of linguistic variation (register). 

The available metadata is analyzed into several categories thought to influence register (NOC category hierarchy, 

gender, topic, media, etc.), which are then used to partition the documents within the corpus along different 

category groupings. The resulting similarity scores between the linguistic features of the category groupings 

reveal the relationships between--as well as the constraints and gaps within--the metadata, which is essential 

information for the reliable measurement of differences in register. 
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RGB-Dカメラを用いた

テクスチャの特徴点と 3次元点群との対応付けによる

リアルタイム3次元形状復元

KinectFusion Aided by Matching feature points 

In Color Images 

鈴木遼平，徐剛

Ryohei Suzuki and Gang Xu 

立命館大学大学院情報理工学研究科，草津市野路東 1-1-1

Ritsumeikan University, 1-1-1 Nojihigashi, Kusatu, Shiga 

あらまし： 本稿では， 3次元点群とテクスチャ情報を用いた 3次元形状モデルの生成と自己位置姿勢推定手法を

提案する．距離センサより得られる3次元点群を用いた手法では，壁や床のような平面の場所ではセンサの位置

姿勢を求めることが困難であるまた，同形状の物体や回転体といった形状が変わらない物体などに対しても位置

姿勢の推定が困難となる．そこで本提案手法では，テクスチャ情報の特徴点のフレーム間での対応付け，同フレー

ムにおける特徴点と3次元点群の対応付け，フレーム間の特徴点マッチングの結果を利用し， 3次元点群の位置

合わせを行う．これにより， 2次元特徴または 3次元特徴のどちらか一方がある場所でのセンサの位置姿勢を求め

ることができる．

Summary: As robots develop, importance of autonomous mobile robots in various fields increases. This paper 

proposes a new approach to real-time pose estimation and dense 30 reconstruction using both color images and 

30 point clouds obtained by Kinect. At places with no 30 features such as walls or floors, it is difficult to 

estimate sensor poses by using only 30 point clouds. However, even in places with no 30 features, there are still 

20 features in many cases which can be detected from color images. To aid point cloud fusion, we add feature 

point matching between two consecutive frames. 30 coordinates can be obtained from the depth image for these 

matched feature points. The 30 coordinates can then be used to align 30 point clouds. Thus, we can estimate 

sensor poses at places with either 30 features or 20 features. This new function is added to KinectFusion. 

キーワード：3次元形状復元，自己位置姿勢推定，特徴点，SLAM

Keywords: 3D reconstruction, self-localization, feature points, SLAM 

1. はじめに

1.1. 研究背景

近年の社会問題となっている少子高齢化により近

い将来、老人の介護や施設内での作業を行う人手の

減少が予想されるまた、福島原発の事故現場のよう

な人間の活動が制限された場所での作業の必要性が

高まってきている． これにより、 現在の周辺環境を把握

し，自律移動を行うロボットの期待が高まっている．こ

のような自律移動ロボットの実用化に向けた課題の 1

つに，身の回りの物体や置物などの環境と自分の位

置を認識するといったものがあるこれは周辺環境の

3次元モデルを作成し、さらに自分の位懺姿勢を推定

する SLAM(Simultaneous Localization and 

Mapping) [l]問題と置き換えることが出来る. SLAM 

の手法には入力情報にテクスチャ情報を用いるも

のと，距離情報を用いるものとが挙げられる．ここで

3次元モデルの作成のためには， 3次元計測が必要

である.3次元計測を行う方法として，カメラを用いる

方法やレーザーレンジセンサなどの距離センサを用い

る方法があるカメラによる測定はステレオ法[2]や SfM

(Structure from Motion) [3]が挙げられる これらは複

数枚の RGB画像からそのシーンの3次元形状復元
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を行う．この測定は比較的手軽に行えるが， 3次元形

状推定のため計測精度があまり高くない．さらに，スケ

ールが決まらないというスケールの不定性という問題も

挙げられる．一方，距離センサによる測定は高速かつ

正確であるが，カメラと比較すると高価である．しかし，

近年Kinect[4]の登場により比較的安価に距離センサ

の入手が可能となった.KinectはMicrosoft社製の

RGBカメラや距離センサ，マルチアレイマイクロフォン

などの様々なセンサを持ち，それぞれのセンサを同時

に使用することが可能なデバイスである．テクスチャ情

報（図 1)と距離清報（図 2)の両方の取得が可能であ

るカメラによる計測手法の自然特徴点のみの 3次元

形状復元のため，結果が疎になりやすく，密な3次元

形状モデルの生成は困難である．今回の 3次元計測

には距離センサを用いることとする．

距離センサを用いて物体の 3次元形状復元を行

う．このとき距離センサで取得できる距離清報は 1方

向からの情報， センサが向いている部分のみのため，

因3のように側面や反対側の形状は取得できない．こ

のため，物体の周囲を抜けがないように複数回計測

し，複数計測データの統合を行う必要がある（図 5).

計測データの統合を行う場合，図 4のように計測デー

タ間の対応を求め，位置合わせを行う．位置合わせと

は共通部分の対応により，計測データ間の回転と並進

の変換行列を求めることである．つまり位置合わせは

距離センサ間の相対的な幾何関係，自己位置姿勢が

求めることである．これらの位置合わせや統合手法は

いくつか存在する[2].しかし，計測データは3次元点

群のため， 3次元における幾何関係を求める必要があ

り，重複領域の計測誤差や形状をどのようにするかと

いう問題がある．また多くの計測データの位置合わせ

を行う場合には，累積誤差が発生する．累積誤差と

は， 2つの計測データ間では無視出来るような誤差で

も，全体となると累積し大きな誤差となる．そのため2

つのデータ間計測データ全体で累積誤差が最小にな

るように最適化する必要があるこのように多くの処理

を3次元形状復元では行うため，メモリ及び計算に膨

大なコストがかかる．そのためリアルタイムに位置合わ

せや自己位置姿勢推定を行う場合にはGPU

(Graphics Processing units)を用いた並列処理が必

要となるまた，平面や球体のように3次元形状特徴

が少ない環境では，位置姿勢推定が困難という問題

が存在する．
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図 1テクスチャ情報(RGB画像）

図2距離情報（深度画像）

図 3Kinectが取得する

1フレームの 3次元点群

図43次元点群同士の対応付け



図53次元点群の位置合わせ

1.2. KinectFusion 

距離センサを用いた手法にKinctFusion[5]があ

る.Kinectから取得出来る距離清報(3次元情報）を

用いてリアルタイムに自己位置姿勢推定と図 4のよう

な実環境の密な 3次元形状復元を行う．出力結果は

3次元点群だけでなく，メッシュ化したモデルも出力可

能となっている．通常， 3次元形状復元は計算コストが

高く，リアルタイムでの処理は困難となっている．しかし

ながら， Coarse-to-Fineや GPGPUを用いることでリ

アルタイム処理を実現している.Frame-to-Model(フレ

ームとモデル間の）位置合わせを用いることで，累積誤

差が少なく，安定して位置姿勢の推定が可能となって

いるまたTruncatedSigned Distance 

Function(TSDF)を用いることで，モデルの表面推定や

外れ値の除去を行っている（図 5).しかし，距離清報を

用いているため，壁や床のような平面や球体のように

回転しても形状の変わらないものなどを対象とした場

合，位置姿勢推定が困難になる問題がある．

図 6KinectFusionの実行結果

左：取得した 3次元点群

右：生成された 3次元モデル

図 7表面の推定

1.3. 問題定義

テクスチャ情報を用いた手法では， 同形状の物体

でも，色や模様といったテクスチャによる判別が可能で

あるしかし， 3次元モデルのスケールが定まらないス

ケールの不定性や照明変化に弱いという問題が挙げ

られる．一方，距離情報を用いた手法では，完全な3

次元形状清報の取得が可能であり， 照明変化にも強

いという利点がある．しかし，平面や球体などの 3次元

特徴が少ない場合，自己位置姿勢推定が困難である

ことや，同形状や回転体の場合に誤対応が起きるとい

う問題が存在する．本研究では，テクスチャ情報か3

次元形状のどちらかに特徴が存在する場所での自己

位置姿勢推定を行うことを目指す．

1.4. 研究目的

本研究では，テクスチャ情報と 3次元清報の両方

を用いて，自己位置姿勢推定及び3次元形状復元を

リアルタイムで行うことを目的とする，テクスチャ情報と

距離t青報の両方を用いることで， 一方の問題を他方の
情報で補う．今回， RGB-Dカメラからテクスチャ情報と

3次元情報の両方を同時に取得する.1つのヒ°クセル

がRGB-D,4つの情報を保持している（図 8).今回は

テクスチャ情報(RGB画像）より特徴点の抽出を行う．フ

レーム間で特徴点のマッチングを行う．その後，特徴

点マッチングによる対応を用いた3次元点群同士の位

置合わせを行うことで自己位置姿勢の推定を行う．ま

た，対応点が少ない場合は3次元点群のみを利用し，

ICPアルゴリズムを用いて，位置合わせを自己位置姿

勢推定を行う．得られた結果を用いて，世界座標系へ

と点群の統合やモデルの表面の推定を行う．今回， 3

次元点群同士の位置合わせや表面推定の処理は

KinectFusionを利用する．そのため，テクスチャ情報と

3次元点群を用いた位置合わせ処理をKinectFusion

に追加することで実現する．

本稿では， 2節で特徴点の処理について， 3節で3

次元点群の位置合わせ，4節で実験結果，5節で結

論及び考察を述べる．
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図8RGB-D画像

2. 特徴点

テクスチャ情報である画像を用いて，自己位置姿勢

を求める場合には画像同士の対応する特徴点の対応

を求める必要がある.1999年にLoweらによってSIFT

が提案された.SIFTは回転不変性，スケール不変性

を持ちなおかつ高精度にマッチング可能である．しか

し， SIFTは処理コストが高くリアルタイムなマッチング

困難であった．そこで積分画像を利用しBOXフィルタ

を用いて高速化したSURFが提案された近年，より

省メモリかつ高速なキーポイント抽出や特徴量の記述

が求められ，高速なキーポイントの抽出手法として

FASTが提案されたまた，高速なマッチングを行うた

めにバイナリコードを特徴量記述に利用したBRIEF[6]

も近年提案された．しかし，BRIEFには回転不変性が

ないという問題点がある．

本研究では，リアルタイムでの処理を目的としてい

るため，高速に抽出が可能であることと特徴量による

マッチングが可能であり，スケールや回転に対しロバ

ストな手法が望ましい． そこで，高速に特徴点抽出や

特徴量マッチングを行うことが可能な0RB(Oriented 

FAST and Rotated BRIEF)[7]を用いて特徴点の処理

を行う.ORBは以下のような特徴を持つ．

•特徴点抽出が高速

・スケールに対しロバスト

・回転不変性

•特徴量をバイナリコードにより記述

・ハミング距離による高速なマッチング

以下の項から ORBについて説明していく．

2.1. キーポイント検出手法

ORBのキーポイント検出手法には，高速に検出可

能なFASTを用いる.FASTについて簡潔に説明す

る.FASTは，パッチ中心の輝度値と周囲の画素の輝

度値を比較し，明るいまたは暗い画素が一定以上続く

場合はコーナーやエッジとして検出する．周囲 16ピク

セルの連続性を確認するために，上下左右4点の輝

度値を調査することで，コーナーかどうかの判定を行

う．更に高速な検出を行うために，学習した3分木に

よってコーナーの検出をする．木構造の検出器のた

め，高速に検出が可能となる．しかし，FASTはオリエ

ンテーションの算出が出来ないため，回転に弱いとい

う問題がある．回転に対してロバスト性を得るために

は，オリエンテーションを算出する必要がある．オリエ

ンテーションを基準にすることで，入力画像が回転をし

ていても， 同ーな特徴贔として検出することができる．

そこでORBでは，回転不変性を得るためにOriented

FASTを提案している．オリエンテーションの算出には

パッチの輝度の重心とキーポイントの中心のベクトルを

用いる方法である．モーメント算出を以下に示す．

叫 q=江，yXゲ I(x,y)(1) 

ここで，パッチ内の座標を(x,y),p,qは各軸方向

のモーメントを求めるための値であり， 0または

1を取る．式(1)を用いて式(2)によりパッチの重

心位置を算出する．

C=(~ ミ） (2) 

算出した重心位置とパッチ中心との方向ベクトルをオリ

エンテーション方向とする． パッチの中心を0,パッチ
， 

の重心をCとするとオリエンテーションはocとなる．そ
して，オリエンテーションが作る角度は以下の式(3)で

求められる．

8 = atan2(m。vm10), (8) 

一oc 

図9オリエンテーション方向

2.2. 特徴量記述

バイナリコードによってキーポイントの特徴量記述を
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行う手法として， BinaryRobust Independent 

Elementary Features (BRIEF)が提案されている．従来

のSIFTやSURFでは高次元の実数を用いていたし

かし，高次元の実数を使用した場合，メモリ容量の増

加やマッチングの計算コストの増大などの問題があ

る．そこで，バイナリコードによって特徴量記述を行うこ

とで，省メモリ化を図り，類似度計算にハミング距離を

用いることで高速化を実現した.BRIEFについて説明

する．ノイズに対するロバスト性を得るために，パッチ

にスムージングをかけておく．パッチ内において選択

された2点の輝度値の符号によりバイナリコードを作

成する．以下に式を示す．

-r(p; x,y) = { 1 : p(x) < p(y) (4) 
0 : p(x)~p(y) 

バイナリセットをて，スムージングをかけたパッチを p

とする選択された2点の座標をそれぞれx,yとし，

p(x)はあるx座標における輝度値を示す．特徴量は

以下の式を用いて， n列のバイナリコードとする．

n 

fn(p): =こ2万 (p;Xi,Yi) , (5) 
i=l 

バイナリコードの長さはn= 256している．なお，選択
するピ クセルは，キーポイント位置を中心としたガウス

分布により選択しているまた，ノイズに対するロバスト

性を得るために，パッチにスムージングをかけておく．

ORBでは，高精度にマッチングをするために学習

を用いてヒク゚セルを選択している選択するピクセル

位置は，ペアのビット分散が大きく，なおかつ N組み

のペアの相関が低いときに特徴量記述能力が高いバ

イナリとして特徴記述に使用するまた，バイナリコード

のパターン例を以下の図 10で示す．相関の少ないペ

アの例である.ORBでは，Greedyアルゴリズムを用い

て，学習し選択を行う．

図10学習したパターン例

2.3. 特徴点マッチング

前述の特徴量を持った特徴点同士のマッチングを

行う．各特徴点はバイナリコードで記述された特徴量

を保持している．ある時刻Mにおける特徴点のセットを

FMとする.F砂FM-1のフレーム間でのマッチングを行
う．このとき，バイナリコード同士を排他的論理和

(XOR)で演算することができ，ハミング距離での高速な

評価が可能となる．図 11に例を示す．本手法では，

特徴点マッチングの結果を位置合わせの処理で利用

する．

010010000 

匠 010010101
00000⑲日→ ハミング距離：2

図 11ハミング距離

3. 位置合わせと3次元統合

3次元モデルを生成するには，計測データの統合

が不可欠となる．各カメラ座標系の計測データを同一

座標系，つまり世界座標系へ変換することが必要とな

る各カメラ座標系から世界座標系への変換には，自

己位置を示す並進ベクトル t, 姿勢を表す回転行列

Rを用いる．

本手法では， 2種類の手法を用いて，自己位置姿

勢である回転行列と並進ベクトルの算出を行う．

3.1. 特徴点対応を利用した位置合わせ

ここでは前述で求めた特徴点対応を利用し， 3次元

点群同士の位置合わせについて述べる．壁や床のよ

うな 3次元特徴がない場所でも，その場所に絵や模

様のような 2次元特徴が存在している場合に対応でき

るようにするためであるまた，特徴点マッチングを行
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った結果，特徴点対応が 3点以上ある場合にこの処

理を行う．図 12で示すように 3つの対応を用いて，位

置合わせする.1つ目の対応は RGB-D対応である．

今回 Kinectを用いているため， RGBカメラと Depth力

メラの幾何対応が既知となっている．そのため，同時

刻のフレームMおいて， RGB-Dのデータが得られる．

これにより，特徴点とそれに対応する 3次元点の登録

することができる.2つ目の対応は，ある時刻Mと

M-1のフレーム間における特徴点の対応である.2

節での処理により，対応がわかる.FMのi番目の特徴

点位(i)が持つ 3次元点をXiMとする．ここで伐(i)に

対応するFM-1上の特徴点をFM-1 (i)とすると，

F M-1 (i)が保持している 3次元点XiM-1とX,Mも対応し

ていると考えられるこの 3次元点同士の対応が 3つ

目の対応である．これらを用いて，以下の評価式で変

換行列を求める．

E = f IIXiM-1 - (RXiM + t)ll2 (6) 
i=l 

評価式Eを最小化することで，回転行列と並進ベクト

ルを得る．また，位置合わせの際に， RANSACを用い

ることで，ロバストに特徴点の誤対応を除去している．

ニロI 3次元モデル I 
(21特岱点吋応
I IM枚目Ml枚目 ‘ 

幽I ill 
図 12特徴点対応が存在する場合

3.2. 3次元点群のみの位置合わせ

ここでは，特徴点対応が 3点未満の場合の位置合

わせについて述べる．図 13のように特徴点の対応が

ない場合，3次元点群同士のみの位置合わせにより．

回転行列と並進ベクトルを求める．特徴点の対応が 3

点未満しか存在しない場合，センサの位置姿勢を決

定するのに，特徴点の対応だけでは十分な拘束を得

られることが出来ない．そのため，位置姿勢の推定に

は，オリジナルの KinectFusionを使用する．しかし， 2

点の対応が存在している場合，特徴点の対応を利用

して，並進ベクトルが定まる．そのため，拘束条件を用

いて回転行列の算出ができる．

KinectFusion では，フレーム—モデル間で ICP アル

ゴリズムを用いて，位置合わせを行っている．フレーム

—モデル間での位置合わせのため，累積誤差を考え

ずに安定して 3次元モデルの生成が可能となってい

る．このとき，画像ピラミッドをモデル，フレームでそれ

ぞれ作成する．そして，画像ヒ°ラミッドを用いて，

Coarse-to-Fineの考え方でセンサの位置姿勢の推定

を行っている．また，画像ピラミッドの各レベルにて，距

離関数を使用している．距離関数にモデルの点や表

面からどれくらいの距離があるのかを登録しておくもの

である．表面を 0とするこれにより計算コストの削減

や，外れ値の除去を行っている．

□ I 3次元モデル I 
M-1枚目

幽 ＊ 
図13対応が 3点未満の場合

3.3. 3次元統合

この節では，前節で求めた変換行列を用いて，逐

次的にカメラ座標系の 3次元点群を世界座標系へと

追加し， 3次元形状復元を行う．ここでの処理はオリジ

ナルの KincetFusionの処理を利用する．これから

KinectFusion の処理の簡潔に説明する．

KinectFusionでは， 3次元形状復元を行う際に，

Truncated Signed Distance Function(TSDF), 切り捨て

符号付き距離関数F,を用いて，復元されるモデルの

表面推定を行う． 各時刻の距離関数からも最も 0に

近い面，ゼロ交差を表面として推定する．このゼロ交

差を求める際に，F>μを空間， F<―μを物体の内

部として表現している．一μ:c;;F :c;;μ の時に表面として

いるこれにより，最もそれらしい表面の推定が可能と

なっている．
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4. 実験

手法の有効性を示すために RGB-Dカメラを用いて

実環境の3次元形状復元実験について述べる．

4.1. 実験概要

本手法の有効性を検証するために， RGB-D カメラ

を用いて，実環境での 3次元形状復元と自己位置姿

勢推定を行う．実験には，平面での自己位置姿勢推

定の困難の解決を示すため，ホワイトボードを対象とし

た実験を行う．

ここではホワイトボードに任意の文字や模様を描

き， 2次元特徴であるテクスチャ情報を取得できるよう

な環境で行い， 3次元形状復元ができているか定性

的に評価する．

4.2. 実験環境

本研究での開発・実験環境を表 lに示す．実験で

使用する RGB-Dカメラは Microsoft社の Kinectを用

いる（図 14).先にも述べたが， Kinectには IRONING

プロジェクタ，IRカメラ， RGBカメラ搭載されており，

640 X480ピクセルでテクスチャ情報と距離情報を 30f

psで取得することが出来るまた， IRカメラと RGBカメ

ラ間でのキャリブレーションができているため，同じ位

置姿勢からテクスチャ情報，距離情報を取得すること

が可能である．

表 1開発・実験環境

CPU Intel Core 17 3.9GHz 

メモリ 16GB 

OS Windows7 (64bit) 

開発環境 Visual Studio 2010 

使用ライブラリ OpenCV/PCL 

図 14Kinect 

4.3. ホワイトボードを用いた実験

実験に用いる対象のホワイトボードを図 15に示

ず対象の周りを中心に撮影を行い， 3次元形状復元

実験を行う.RANSACを行い，誤対応を除去したフレ

ーム間の特徴点マッチングの結果を図 16に示す． 提
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案手法によるホワイトボードの復元結果を図 17に示

ず図 18には， KinectFusionによる復元結果を示

ず特徴点実験の結果を表 2,3にまとめる．実験結

果より，平面において従来手法よりも 3次元形状復元

されていることがわかる．

Gr 
F
 
E
L
 

D
K
 

C
J
 

B
I
 

A
H
 図 15テクスチャを持つホワイトボード

図 16特徴点マッチングの結果画像

表 2特徴点の実験結果

点数

特徴点(m=lOO) 467 

全対応点 458 

対応点(RANSAC後） 349 

誤対応(RANSAC後） 2 

平均抽出点数 567 / f 

表 3特徴点関連の処理速度

抽出・マッチング（平均）

抽出・マッチング（最大）

位置合わせ（平均）

位置合わせ（最大）

22.3(ms) 

26.2(ms) 

35. l(ms) 

38.4(ms) 

図 17平面の復元結果1(提案手法）



図 18 平面の復元結果2(KinectFusion) 

5. まとめ

本稿では，テクスチャ情報，距離情報の両方を用い

て 3次元特徴の少ない場所において，センサの位置

姿勢を推定し， 3次元形状復元を行う手法を提案し

たテクスチャ情報において，局所特徴量の ORBを

抽出された特徴点のマッチングに使用したまた，特

徴点と対応した Kinectから同時に得られた 3次元点

を位置合わせに用いたまた，位置合わせの際に

RANSACを使用することで，特徴点同士の誤対応も

除去することに成功した．これにより，オリジナルの

KinectFusionにおいて 3次元特徴の少ない，平面や

球体での位置姿勢推定で有効であると考えられる.2

次元特徴または 3次元特徴のどちらか一方が存在す

る場所での SLAMを実現したただ，今後の展望とし

ては，評価対象を増やし，定量的な評価や高速化を

行っていく．
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浮世絵を対象とした多言語・異種データベースの横断検索

Providing simultaneous access to diverse and multilingual 

Ukiyo-e databases 
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1-1-1 Noji-higashi, Kusatsu, Shiga 

あらまし：本論文では、浮世絵を対象として、多言語かつ異種のデータベースに対して同時に検索し、それらの検

索結果を統合して利用者に提示する手法を提案する。これにより、入カインタフェースの異なるデータベースに対し

ても、一つの問合せで検索可能である。本システムではさらに、英語を用いる利用者が英語の検索語を用いて日本

語のみで提供されているデータベースを検索可能にするため、英語と日本語間の言語横断検索の機能を提供して

いる。

Summary: In this paper we introduce a prototype federated search system for accessing Ukiyo-e prints in 

different languages simultaneously, which retrieves diverse multiple databases in parallel and integrates 

multilingual retrieved results on-the-fly. The proposed system allows searching and browsing multiple Ukiyo-e 

databases in parallel as well as displaying diverse multilingual results in a user-friendly way. This system also has 

a facility for cross-language search between English and Japanese, which enables English-speaking users to 

search databases available only in Japanese using English query. 

キーワード：画像データベース，浮世絵，メタサーチ，横断検索

Keywords: image database, Ukiyo-e, metasearch, federated search 

1. はじめに

近年、図書館、文書館、博物館など多くの文化施設

がインターネット上でデジタル化された所蔵品の公開

を始めており、その結果として、同種のデータを対象

にしているにもかかわらず、実際には異種のデータベ

ースが混在する状況となっている。本論文では、世界

中に散在する浮世絵画像のデータベースに対して統

合的なアクセスを提供する手法について述べる。浮世

絵は、江戸時代における芸術の一つとして世界的に

高い評価を受けている。最近の情報技術の進歩およ

びインターネットの普及に伴い、多くの浮世絵がデジタ

ル化され、検索可能なデータベースや、 美術館Web

サイトにおける展示、あるいはスキャンされた画像のコ

レクションなどの形で公開されている。しかしながら、浮

世絵画像の保存方法はコレクションによってまちまち

である。その結果、インターネット上の浮世絵画像への

アクセスは、一貫性のない様々なインタフェースによっ

て提供されているのが現状である。利用者にとっては、

様々なインタフェースを持つ多様なデータベースから

簡単に必要な情報を得ることは、非常に時間と手間が

かかる状況になっている。

本論文では、我々が開発している、複数の異なる浮

世絵画像データベースを同時に検索し、検索結果を

その場で統合する浮世絵の統合検索システムについ
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図 1:提案システムの構成

て述べる。提案するシステムは、最新の情報技術を活

用することで、複数の浮世絵データベースに対する検

索や閲覧を可能とし、さらに利用者にとって使いやす

い形での検索結果の表示を実現する。 これにより、利

用者の時間と手間を節約することができると考えられる。

本システムではさらに、英語を用いる利用者が英語の

検索語を用いて日本語のみで提供されているデータ

ベースを検索可能にするため、英語と日本語間の言

語横断検索の機能を提供している。

2. 浮世絵データベースに対する統合検索の

アプローチ

我々が提案する横断検索システムの構成を図 1に

示す。図 lに示すように、たとえば利用者がタイトルに

ある検索語が含まれる浮世絵を検索したい場合、本シ

ステムは複数の浮世絵データベースから、タイトルもし

くはタイトルに相当するメタデータ項目にその検索語

が含まれるものを検索する。同様に、作者・著者・主題

などの他の項目による検索が可能である。提案システ

ムの特徴は次の通りである。(1)単一のインタフェース

と一つの検索語で複数の浮世絵データベースヘの同

時アクセスを実現する。 (2)異なる言語で提供されてい

る多様な浮世絵データベースのメタデータ項目のマッ

ピングを行う。(3)日本語で提供されている浮世絵デ

ータベースに対して英語での検索および閲覧を実現

する。(4)複数のデータベースから得られた検索結果

をその場で集約・統合し、単一のインタフェースで利用

者に提示する。

横断検索技術は、データベースヘの問合せの結果

生成された動的なページにアクセスすることが可能で

ある [l]。さらに、Bergman[2]や Raghavanら[3]の

報告によると、主要なWebクローラはWebの表層にあ

るリソースに対してのみ収集し索引付けを行うが、 Web

の深層にあるリソース（例えばWeb上に公開されてい

るデータベースに格納されている情報）については収

集・索引付けを行わない。言い換えると、横断検索技

術は、 Webサイトや動的ページなどで提示されるWeb

の深層にあるリソース [2][3]など、複数のデータベー

スを一つの問合せで同時に検索するために利用する

ことが可能である [l][ 4]。

我々の手法は、横断検索、すなわち分散情報検索

の範疇に属する。複数のデータベースにアクセスする

ための他の手法として、 事前に様々なリソースからデ

ータを集める技術であるハーベスティングやクローリン

グがある。これらの手法はたいてい、頻繁な更新が要

求され、かつ大規模なストレージに格納されている索

引のマスターを使用する。頻繁に更新しなければ各デ

ータベースに格納されだ情報は最新ではなくなってし

まうため、新しく更新された情報は検索に利用できな

いということも起こりうる。

2.1. 統合検索の実現のための課題

本節では、浮世絵画像の横断検索システムを実現

するに当たって直面したいくつかの課題と、それらをい

かに解決したかについて述べる。 このようなシステムを

実現するには、 「複数データベースヘの同時アクセス」

および「検索結果の集約と統合」という二つの大きな課

題に対処する必要がある。以下でそれぞれの課題と

解決策について述べる。

2.1.1. 複数データベースヘの同時アクセス

提案システムのプロトタイプは、次に挙げる二種類

のデータベースに対するアクセスおよび検索に対応し

ている。 (1)カタログ化・メタデータ作成・データ交換の

方法が標準規格に準拠しているもの。 (2)独自のメタ

データスキーマを持ち、それぞれ異なるインタフェース

やプロトコルでアクセス可能なWebデータベース。本

システムでは、検索プロトコルの規格であるZ39.50、

Search/Retrieve Web service (SRW)、Search/

Retrieve via URL (SRU)、OpenSearchなどに準拠した

データベースに対する同時検索が可能である。本シス

テムは、無料で利用可能なオープンソースソフトウェア

である Pazpar2[5]、YAZ[6]、SimpleServer[7]などを

カスタマイズすることで開発している。 これらを用いるこ

とで、本システムにおいてWebの深層にあるリソースも

含んだ様々な種類のデータベースを同時に検索する

ことが可能となる。

2.1.2. 検索結果の集約と統合

ここでは、複数の浮世絵データベースを同時に検索

し、その検索結果を統合する際に問題となるいくつか

の点について述べる。多様なデータベースから得られ

た検索結果を集約して統合することは、一貫性のない

様々なインタフェースやプロトコルによってアクセスさ
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れる多言語のデータベースに対しては特に困難であ

る。各データベースからの検索結果は、データベース

によって単純なものから詳細なものまで様々なものが

存在し、さらに様々なメタデータ形式やHTMLなど

様々な種類のフォーマットによって返される。

そのため、本システムでは検索結果をその場で統

合するために、ダプリンコアメタデータ要素セット

(Dublin Core Metadata Element Set: DCMES)に基づ

く単純なメタデータスキーマを採用した。具体的には、

検索結果を単一のインタフェースによるリストの形で表

示するため、 <title>、<creator>、<subject〉、

<description〉などの基本的な要素を採用した。

もし、ダブリンコアの基本要素に準拠したリモートデ

ータベースが複数の出カフォーマットを提供するなら、

我々は、情報の損失のない可能な限り詳細な元の情

報源からの情報から返されるレコードを得ることを目指

す。そのあと、返された結果とくtitle>、<creator>、

<subject>などのダブリンコアの基本要素との対応付け

のために、XSLTと正規表現が使用される。

標準規格に準拠しないWebデータベースから返さ

れる検索結果は、ほとんどの場合HTMLである。これ

らのWebデータベースに対しては、検索結果の

HTMLから必要な情報を抽出する「スクリーンスクレイ

ピング」と呼ばれる技術を用いる。

提案手法のデータ抽出モジュールは、検索結果の

HTMLを読込み、必要なHTMLタグを抽出する

XPathと正規表現は、 HTML中の抽出対象個所の識

別と出現位置の特定のために利用される。たいてい、

HTML文書中には重要な属性がいくつか含まれてい

る。実際、くa〉タグの多くは、提案システムが提供できる

リソースヘのリンクとしての URLへと対応付ける「href」

属性を持っている。例えば、メトロポリタン美術館から

得られる検索結果のレコードが以下のようなものであっ

たとする。

<p><a href= " ... ">Azuma Bridge from Ko 

magatad6 Temple, from the series One 

Hundred Famous Views of Edo</a></p> 

<p>Utagawa Hiroshige (Japanese, 1797 

-1858) </p><p>Date: 1857<br/>Accessi 

on Number: JP1023</p> 

この例では、芸術家名とそれ以外のデータは、(p>

タグおよびいくつかの任意の(br>タグにより分割されて

おり、これを抽出パターンとして使うことができる。実際、

<title>, <author>, <date〉などのタグを含んでいる全て

のフィールドは、データベースごとに固有の記述パタ

ーンを適用することより、 XPathを用いて抽出すること

ができる。HTMLタグによるデータ分割が行われてい

ない文字列からくauthor〉の情報に相当するデータを

抽出するためには、 "(Madeby);", "(Print artist);", 

"(Claimed to be by);", "(Designed by)", "(Print made 

by)", "(Drawn by)", "(Author)", "(Published by)", 

"Designed by", "Formerly Attributed to", "In the 

Style of'', "Original print designed by"などのラベルと

しての表現を利用する。

さらに、日本語での標準規格非準拠のWebデータ

ベースの検索結果からタイトルや作者等の項目を同定

するため、メタデータの自動マッピング手法 [8][9]を用

いている。たとえば、項目名「画題等」「画題2」「役名」

「外題」「所作題」「細目題」 「主外題」「系統分類題」

「演目（統合）」 「画題統合」は、異なる意味を持つが、す

べてタイトルに関する項目であるため、いずれも<title>

にマッピングされる。

実際、この後の処理のために、提案手法は検索結

果のHTMLを記述されたメタデータのフィールドヘと

分割する。複数の異種の浮世絵データベースからデ

ータの集約を行い、これらのデータのメタデータヘの

マッピングを行ったあと、提案システムはバイリンガル

データの生成を行い、検索結果の統合をし、利用者の

見やすいように提示する。しかし、メタデータ属性

<author〉やくtitle>中にある全てのauthor名やtitle名

を収集したとしても、メタデータの値はこの処理の段階

では別々のデータベース間で異なる表現形式である

かもしれない。そこで、異なる表現を統一するため、重

複排除、生誕日と死亡日の統合、姓と名の間へのコン

マの付与などのような変換規則を適用することにより、

さらなるデータの標準化が行われる [10]。

2.1.3. 異言語のデータベースに対する検索

英語と日本語を横断した検索の手法は、以前に

我々が行った研究 [11]において実装を行った。このよ

うな特徴は非常に有用である。なぜなら、研究者が一

つの言語内だけで検索•閲覧しているだけでは情報が

不十分で、他の言語で記述されだ情報からさらなる追

加の情報にアクセスする必要が生じるかもしれないか

らである。日本の美術館や公的機関において公開さ

れているコレクションは、ほとんどが日本語でしか利用

できない。それゆえ、日本語に不慣れな人は必要とす

る情報を見つけられないかもしれない。それに加え、

浮世絵データベース中のテキストには、絵師の名前や

用いられる用語には江戸時代独特のものが含まれて

いるなど、 かなり特殊である。
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 圏．
 !IO 63. Choshi Bay in Shimosa Province; F曇mousPlaces in the Provinces (Woodblock print). 

Utagawa Hiroshige., 1854-1858. • 
r -------------------------------------------------------------------------------------------, 
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Title Choshi Bay in Shimosa Province; Famous Places ,n 

transcription: the Provinces (Woodblock print) 

＇ Other! : 
view! : 

~ 

Original records: [Link] 
" -・--・・-... ---------------------------------・------------------------------... --. -----. -----' 

図 2:横断検索システムのプロトタイプのスクリーンショット．浮世絵の作者名を「UtagawaHiroshige」として検索

語を入力して得られた検索結果（英語表示）．

対訳辞書による問合せの翻訳を行う手法は、日本

の芸術・文化分野の専門用語辞書を用いることにより

採用している。提案手法における今後の課題として、

例えば姓名のフルネームではなく名だけをキーワード

としたり、「絵師名＋専門用語」などのような、様々な

形式のキーワードに対応することである。 例えば、もし

利用者により「Kuniyoshi」という問合せが入力された場

合、「Kuniyoshi」という問合せは「国芳」と翻訳され、複

数の日本語の浮世絵データベースに対して検索が行

われる。同様に、「国芳」という利用者からの問合せは、

「Kuniyoshi」と翻訳される。提案手法における「国芳」と

「Kuniyoshi」のような二言語の問合せは同じデータベ

ースヘと送られ、各検索結果は一つの検索結果に統

合される。

2.1.4. 二言語データの作成

本節では、どのようにして遠隔の浮世絵データベー

スに対する検索結果から二言語データを作成するか

について議論を行う。浮世絵のテキスト情報は日本語

または英語、時にはその両方が入手可能である。なぜ

なら、浮世絵は世界中に広く人気があるからである。

提案システムは日本語テキストに対して以下の追加

のいくつかの課題を実行する。(1) 日本語テキストから

の「読み」または「音訳」の抽出、(2)可能であれば訳

語の発見、 (3)利用者が見やすい方法での「読み（仮

名またはローマ字）」、「訳語」、「漢字表記」の提示。

ある利用者は漢字表記による元のテキストを好むか

もしれないが、別の利用者は翻訳のほうを好むかもし

れない。またある利用者は漢字と仮名を用いた日本語

を理解するかもしれないが、別の利用者にとってはロ

ーマ字表記のほうが読むことができるかもしれない。

「読み」は、浮世絵に関係する専門用語の正確な発音

を知るためには必要であるかもしれない。

もし「読み」や「音訳」が元の情報源となるテキストか

ら見つからない場合、日本語の形態素解析器である

「MeCab」を利用して、元の日本語テキストから「読み」

を生成する。日本の芸術・文化分野の専門用語辞書

に掲載されている専門用語や芸術家の名前は、

MeCabの辞書へ追加登録を行っている。デフォルトの
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62. やまとよしのやまうたがわ ひるしげ..1859. • 
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圏
Title transcription・ やまとよしのやま

Authors: うたがわひるしげ；

Location・Library of Congress 

Original records. [Link] [Link] 

!other viewl 

Title 

63. Choshi Bay in Shimosa Province; Famous Places in the Provinces (Woodblock print)-う

たがわひろ しげ.,1854-1858. ≫ 

--------------------------------------------------------------------------―---------------, Chosh, Bay in Shimosa Province・Famous Places in 

MeCabの辞書では、日本の芸術・文化分野の専門用

語に対しての「読み」を十分に提供できないためであ

る。

ローマ字表記による「音訳」、英語による「title」、日

本語「title」の英訳は、英語ページにおける日本のコン

テンツを提示する際に使われる。 一方、仮名表記の

「音訳」、日本語による「title」、 英語「title」の日本語訳

は、日本語ページで提示する際に使われる。こうして

利用者は、基本的な情報やオリジナルの浮世絵を見

つけるためのリンクを保持した二言語での浮世絵のリ

ストを提供される。

2.2. 横断検索システムのプロトタイプ

図2と図 3は、我々が構築した横断検索システムの

プロトタイプのスクリーンショットである。現在のシステム

では、 1915年以前の日本の浮世絵を検索することが

できる。本システムでは、アメリカ議会図書館(Library

of Congress: 約2740件）、日本の国立国会図書館

transcnpt1on: the Provinces (Woodblock pnnt) 

Authors: うたがわひるしげ；

Location: v,ctona and Albert Museum 

Original records: (Link] 

oth可：
vrew ' ， 

64. Fireworks at Ryogoku Bridge, from the series One Hundred Famous Views of Edo. うた

がわ ひるしげ.,1858. • 
r-------------------------------------------------------------------------------------------, 

図 3:横断検索システムのプロトタイプのスクリーンショット． 浮世絵の作者名を「UtagawaHiroshige」として検索

語を入力して得られた検索結果（日本語表示）．

（約 10,000件）、大英博物館（約9,000件）、ボストン美

術館（約 30,000件）、ヴィクトリア＆アルバート博物館

（浮世絵および浮世絵に関連する絵画や書籍 25,000

件以上）、 立命館大学アート・リサーチセンター所蔵浮

世絵検索閲覧システム（約12,500件）、メトロポリタン美

術館（約4,200件）、アシュモレアン博物館（約640

件）、シカゴ美術館（約 2,100件）、江戸東京博物館

（約 6,100件）の浮世絵を検索対象としている。

浮世絵のテキスト情報やメタデータに関して、立命

館大学アート・リサーチセンターは日本語のみで提供し

ている。 一方、江戸東京博物館や国立国会図書館は

主として日本語で提供しているが、少ないながらも一

部は英語でも提供している。欧米のデータベースでは、

大半が英語のテキストで提供されており、日本語のテ

キストはごく一部でのみ提供されている。

提案した横断検索システムは、検索語に英語を用

いても検索することができる。この特徴により、英語に

よる単一のインタフェースと単一の検索語を使って日
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本語のデータベースを検索•閲覧できるため、日本語

の理解できない利用者にとって有用である[12]。

システムのプロトタイプのスクリーンショット図 2と図 3

は、浮世絵の作者名を「UtagawaHiroshige」として検

索語を入力し、その結果として得られた検索結果を示

している。その結果、利用者は基本情報を含んだスニ

ペットのリストにアクセスすることができる。また検索結

果には、日本語または英語への切り替えリンクや、見

つかった場合は浮世絵画像のオリジナルヘのリンクも

提供されている。基本情のローマ字表記、英語での作

品名、日本語作品名の英訳が、英語版のページに表

示される。かな文字表記、日本語での作品名、日本語

作品名の英訳は日本語版のページに表示される。

「Otherview」ボタンは、利用者が表示される言語を

手早く切り替えるためのものであり、このボタンを押す

ことで英語表示と日本語表示の間で切り替えられる。

3. おわりに

本論文では複数のデータベースを対象に、しかも複

数の言語を対象に浮世絵データベースに対して同時

並行で検索し、その検索結果の統合を即座にフロント

エンドで行うという、プロトタイプシステムについて紹介

した。このようなシステムは、言語横断検索という側面

が日本語を理解できない利用者にとって有用であるこ

とはもちろんのこと、それだけではなく、単一のインタフ

ェースで浮世絵データベースを検索•閲覧できること

は利用者にとって時間節約の助けとなる。提案した手

法は、浮世絵データベースのように様々な言語で記述

されていたり、様々な書式・インタフェースから構成さ

れているデータベースに対して、特に重要である。

我々は本システムをさらに改良し、単一の検索語・

単一のインタフェースを介してより多くのデータベース

に対して多言語横断検索が行えるようにすることを検

討している。
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《特設セッション》

立命館大学文学研究科・文化情報学専修連携企画

活用・継承する「データベース」と「データベース」による新知見

立命館大学アート・リサーチセンターは、 2011年度まで、文部科学省グローバルCOE「日本文化デジ

タル・ヒューマニティーズ拠点」として、日本で初めてのデジタル・ヒューマニティーズを標榜した教育・研

究活動を続け、大きな成果を上げてきました。2012年度以降も大学の支援を受けながら立命館大学日

本文化デジタル・ヒューマニティーズ拠点として活動を続ける一方、この教育プログラムの資産を文学研

究科の教育に引継ぎ、 2014年度から文化情報学専修を立ち上げることになりました。ここでは、情報科

学、とりわけデータベースの構築や運用を重視した、国際的な共同研究を活性化させるプロジェクト型

教育が実施される予定です。

それにあたり、本セッションでは、人文科学と情報学の融合研究において、大きな成果を次々と発表

しておられる高野明彦氏を講師に迎え、データベースが人文科学者らの新しい発想を生む活動を支援

する方法についてお話していただきます。

また、続いて、立命館大学デジタル・ヒューマニティーズ拠点で蓄積された文化資源情報を活用し、

研究活動を続けている若手研究者4名からの研究事例を発表してもらいます。データベースが人文学

の研究にとって如何に有効であり、新しい知見や新しい活動を生んでいくのか、実践的な事例により説

得力のある説明となるとことでしょう。

以上を受け、このセッションでは、実行委員会から高橋晴子（大阪樟蔭女子大学）、赤間亮（立命館

大学）が加わり、新たな段階を迎えた人文科学におけるデータベースの位置づけについて議論します。

今回は、有用なデータベースを如何に運営・継承していくのかという重要な論点についても、話題に取

り上げます。

【招待講演】

データベースを発想力に変える方法

高野明彦氏
Takano Akihiko 

国立情報学研究所

National Institute of Informatics 
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19世紀歌舞伎のビッグデータ分析の可能性

ーヒット現象の数理モデルを用いて一

Possibility of analysis of "Big Data" of Kabuki play in 19th century using 

the mathematical model of hit phenomena 
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あらまし：歌舞伎は 17世紀から 19世紀の江戸時代における大衆娯楽だった．江戸時代の歌舞伎は，現代における

伝統芸能のような立ち位置とは異なっていた昨今における数学的モデルの方法で利用されているインターネットを

通じた SNSのトピックは江戸時代には存在しない江戸時代の人気役者の測定のために，私たちは江戸時代での唯

ーのメディアである紙媒体（浮世絵，詩，俳句，本）を使用した．このアプローチでは，傑作の評判に関して，過去の人気

俳優の研究を現在の視点からも，することが今後期待できる．

Summary: Kabuki was a popular entertainment in the Edo period in the 19th century from the 17th century. 

Kabuki in the Edo period was different from standing position as a traditional performing arts in modern. Methods 

of mathematical models in Nowadays has been selected topics in SNS through the Internet, they do not exist in 

the Edo period. In order to perform the calculation and measurement of popular artists of the Edo period, we were 

subject to publication of the paper medium is the only media at the time (Ukiyoe, poem, haiku,book) to 

there.With this approach, the study of past popular actor, with respect to the reputation of masterpiece can be 

also from the perspective of current. 

キーワード：ヒット現象，確率過程，歌舞伎，川柳，浮世絵
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1 . 序

”ヒッ ト現象の数理モデル”では今までSNSにおけ

るロコミの数の時系列の変化を用いて，今まで曖

昧となっていたエンターテイメン トやイベントの

評判が提示されてきた．今日では，このような推定

はプログ，facebookやTwitLer,BBS(掲示板） ，およ

び世界中の他の同様のサービスのようなソーシャ

ルネッ トワークサービス (SNS)に投稿されたコメ

ントの数を使用することによって行うことができ，

ロコミの間の相互作用はデジタルデータからみる

ことができる私たちは，SNS社会でのネットワー

ク上の動きが現実の社会の動きに非常に類似して

いると仮定する ことができた．従って，我々は現実

社会の観測データとして人間同士のコミュニケー

ションのデジタルデータを使用する ことができる．

この観測可能な膨大なデータ（いわゆる”ビッグ

データ”）を使用して，我々は社会科学への統計物

理学の手法を適用することができる本論では，こ

の手法は現代だけでなく過去にも適応可能である

と考え， 江戸時代人気のあるエンターテイメント

であった歌舞伎をテーマにした江戸時代の歌舞

伎は，現代のよ うな伝統芸能としての立ち位置と

は異なっていた．今日におけるヒッ ト現象の数理
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量からの適応から歌舞伎役者の話題が発生してい

る浮世絵• 川柳・俳諧• 小説の種数の推移から江

戸の人々の「心」にどうアプローチさせ，そのコン

テンツにおけるヒットにつなげていったかを考察

するために理論を導入した [1-3]

モデルのメソッドはインターネット上のSNSのト

ピックを選択しているが，それは，江戸時代には存

在しない計算および測定を分析するために，江戸

時代の人気アーティストに関する当時の唯一のメ

ディアである，紙媒体の出版物（浮世絵，詩，俳句，

引き札，書籍）を対象とした図1,2のように大きな

①国内・国外にある出版物（俳諧• 川柳・小説）

の調査

②現存する浮世絵のデーターベースからの調査

③美術館・博物館にある浮世絵の調査

を元に本研究を行った

出版物の題名探しと全体数の確認には文献を参考

に調査を行った.[8-11]

話題の取得方法3. のヒ゜

ークの類似性にも注目した過去の事物の人気の

考察をこのアプローチで，現在と同じ数理モデル

で解析することを期待している.[ 1-3, 7] 

事件が起きた際のドキュメント数（話題数）
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浮世絵の登場する役者が誰であり，どの作品で出

演したものか，また浮世絵には存在するが実際に出

演はしていない役者 ・舞台においても話題の 1つ

としてカウントにいれた.[10-15]

図22011年の東日本大地

康時の地震に関するブ

ログの総話題数
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ヒット現象とは，音楽や映画などのコンテンツが

受け手の支持を得ることによって，発売あるいは

公演と同時に販売数や観客動員数が爆発的に増え，

ピークを過ぎると急速に減衰していく現象のこと

である．つまり，ヒットするということは，そのコ

ンテンツが人と人の見る ・聞く・ 話すといった触

れ合いによって世間に広まっていくことである．

様々なコンテンツをヒットさせるには人々の「心」

をいかに動かすことができるかということがポイ

ントとなる．ヒット現象がおこる過程での人々の

「心」の動きをとらえ，人々の「心」にどのように

アプローチしていくかを考えることが，ヒット現

象を解析する上で重要なことである.[3]本論では

従来のロコミ情報におけるコミュニケーションの

A浮世絵の選定の仕方

浮世絵を見ながら第一文献との比較，発行物の時期

の選定，役割番付と絵本番付，も う一度文献との比

較を行った．データベースの浮世絵の場合は出演作

品や役者名・キャラクター名が明記されている場

合があるが，誤りもあるため文献とのダブルチェッ

クを行ったまた，同じ時代に出たほぼ同じ絵であ

っても版木や塗り方が異なる場合がある．その場合

はそれぞれを 1としてカウントを行ったただし，

時期推定ができない浮世絵や役者の推定ができな

い浮世絵に関しては今回は話題数のカウントから

省いた役者の確認としては顔の推定に非常に有用

であったのが三代目歌川豊国晩年の大作で元禄か

ら幕末まで 302人の役者の似顔を集成した『古今

四

゜lO!l/116201幽lO!lll/U~IV約 ~IV机rn111li11~111り6

2. ヒット現象とは

「浮世絵大

「浮世絵レ

と

と

「浮世絵師列伝」

「原色浮世絵大百科事典」

俳優似顔大全』と

と事典」
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ファレンス事典」である．さらに似顔判定のサンプ

ルを増補描かれた役者はだれか，役者絵における

似顔判定に有用であった．役名の確認，登場作品の

確認と出演作品，版元の確認までクロスチェックを

1了った.[13-15]

また以下の例を考慮した．

例 1: 模様が完全に異なる場合（色の違いは 1枚

1枚刷り師の彩色の際の押しの強さが異なるため

考慮しないことと今回はした）

例2:同じ構図を使ったけれど背景が違う

（図のように朝の背景である場合と夕方の背景で

ある場合とはっきりと明確な違いが有る場合があ

る）

例3: 版元が違う，版元の認め印がない，幕府の認定

印がない場合

（無許可で出版された浮世絵が一部存在している

ため）

例4:文字情報が異なる

（デザイン自体は変わらないが記載されている文

字が違う場合）

例5: 肉筆の浮世絵に関しては 1枚 1枚が別物で

あるとカウン トを行った．

番付の選択は以下の文献から行った．各公演ごとに

いつ，誰が，どこの会場で歌舞伎の公演が行われる

かが明記された番付や贔展を対象に配布された番

付，現代でいう映画のパンフ レッ トのような役割を

果たした演目の内容が明記されてある番付などが

あったこれらが無ければ浮世絵の内容や性質を考

えることができないため必要とした.(26-33]

看板の絵，お風呂や町中広告，月一のペースでの新

作が生まれ，大当たりするとロングランでの公演

を行っていた．江戸歌舞伎の人気役者を計算をす

るにあたって，広告宣伝費に相当する入力は舞台

公演回数を元にした当時出版された番付を元デ

ータとして計測を行った [4]番付の選定は，日本

国内にある大学，図書館，美術館，博物館のデータ

ベース全点より重複省き，選定調査を目視で行っ

て数値を割り出したそして今回の数理モデルの

手法ではインターネットを通じたSNSにおける話

題を選定したが，江戸時代にはもちろんそれらは

存在しない．そこで，唯一のメディアである，紙媒

体の発行物である浮世絵• 川柳・瓦版 ・書籍を対

象とした調査対象としたデータベースは国内外

にある美術館・博物館・個人所有・図書館・大学

が所有する1849年から1855年の出版物としたこ

の時期を選んだ理由としては，人気役者の連続 ・死

（中村歌右衛門，八代目市川団十郎，坂東しうか）

によるアーティストの話題性が他のドキュメント

数と比較し，大きかったこと，死絵の流行（役者の

死に伴う浮世絵，話題の反映） があったこと，鯰絵

の流行 (18 5 0年-1855年にかけて地震が

度重なった時期でもあり，地震にまつわる話題，浮

世絵が多く出版された点）であった.[6]また川

柳・俳諧は幕末にかけて幕府批判 （国の批判）に

関する話題を弾圧されていたため，他の時期に比

ベ生活や文化にまつわるテーマの川柳が多くあり

ケーススタディをするにベストであったまた当

時最も多く出版をしていた歌川豊国III,歌川国芳

の存在である．出版数が最も過密，公演ごとに出版

する文献，俳諧などが非常にタイトなスケジュール

で出版をしていたそして．現代の日本で起きてい

る度重なる大物歌舞伎役者の死と東日本大震災な

ど比較しやすい時期であったことである.[7-11] 

4. 本手法の計算

本研究で数理的研究に用いた手法は，いわゆる回

帰分析の類いとは全く違い，石井らによって提案さ

れた[1]ヒット現象の数理モデルと呼ばれる，統計

物理学を基盤とした手法である．このヒット現象の

数理モデルは今までに映画の観客動員数[1]を初め，

地域イベント，音楽配信，AKB選抜総選挙，江戸歌

舞伎の解析の初期段階の結果など多くのエンタテ
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インメントの人気の数量的評価に応用されている

[1,2,3, 7]. 

このヒット現象の数理モデルでは，社会における

人々 1人 1人が特定のエンタテインメントに抱く

関心，興味，鑑賞意欲のようなものを数値化できる

ものとして定義し，その数値自体というよりその数

値の時系列的な変動からそのエンタテイ ンメン ト

の人気・評判を定量的に評価するものである．図 1

を見てもらいたい．休日に公園かどこかでゆった り

と新聞を読んでいた人が，近くで何かエンタテイ メ

ント的なイベントが始まったことに気付いて，ふと

そちらを見たという状況のイラストである．この時，

そのイベントに興味を持った心理とそれまでの新

聞を読んでいた状況の心理の差を本研究で用いる，

特定のエンタテインメントに対する興味• 関心と

定義する．このように定義すれば，人それぞれの性

格や嗜好，背景やそれまでの人生の歩みのような要

素は差を取る際に消去され，今着目しているエンタ

テイン メ ント自体への興味• 関心だけが取り出せ

ると考える．

= Vt) 

図 3 特定のエンタテインメントに対する興味•関

心Ht)の定義

次に，このよう な興味・意欲j!(t)がどのように高ま

っていくかを，ヒット現象の数理モデルでは， 3つ

のプロセスで考える．

(1)広告 ・宣伝による影響

(2)友人からの影響 （直接コミュニケーション）

(3)街の噂（間接コミュニケーション）

詳細はこのヒット現象の数理モデルを提案した論

文[1]を参照していただきたい．

まず，広告 ・宣伝によって直接的に人々の興味・

関心が呼び起こされる過程はイ メージとして図2

のようにテレビあるいはイ ンターネット広告など

外からの外力による影響として考え，次の項で数理

モデル化する．

I c:A位l

ここで，A(t)は広告・ 宣伝の時系列的な変化であり，

実際には広告出稿量[1]や，TV露出の秒数[3,42, 

43], を用いるが，本研究のような江戸歌舞伎やコン

サート等の場合は公演数自体[2,7,43-45]等を用い

る．

μ. 
b 図4 広告・宣伝による影響

次に直接コミュニケーショ ンは，図3にイメージを

示したよ うに他の友人からの影響であり，その友人

自身の興味 • 関心に比例して影響を受けると考え

る．さらに友人は 1人ではないので友人全部の総和

で影響を受ける と考えると，次のよう に数理モデル

化できる．

1こ丸ft((I
t 

賛 図5 直接コミュニケーション

さらに，街の噂（間接コミュニケーション）

は図4のような状況を想定して，特に知り合いでな

い2人が街角で話している話を第三者である iさ

んが小耳に挟んで興味を持つという考え方で数理

モデル化する従って，この部分は以下のよう な数

式で表されるだろう．

ここ凡ふ(r)Ut_i
'',: 

悶
j ~ ・;'.、図6 間接コミュニケーション

以上を取り纏め，さらに映画や公演などが

公開後に日が経つに連れて興味•関心が減衰して

いく項を付け加えると，以下のよう な数式が社会の

中の 1人の人 iさんについて立てられる．
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20 これが，本論文で用いるヒット現象の数理モデルの

基本となる方程式であり，社会における 1人の人の，

特定のエンタテインメントに対する興味•関心の

時間的な変動を記述するこれを社会全体の人々で 8代目市川団十郎の計算結果

- event 

, ,calculate 

------・WOM 

坂東しうかの計算結果

- EVENT 

CALCURATE 

-------DOCUMENT 
20 

私たちは現在のヒット現象も過去のヒッ ト現象

も全く同じ数理モデルでアーティストの評判を解

析することができた今回の手法では，まだまだサ

ンプル数が完全とはいいがたいという問題がある

が，本研究の試みを読んでくださった方や有志の

方からの協力を願い，新たな歴史的見解の発見へ

繋がり，世界中でも本手法の応用例が現れること

で新たな発見や創造のヒントが現れることを願っ

ている．

7代目市川海老蔵の計算結果

図 8

（平均操作の具体的式展開は論文[1]を平均すると

参照），以下のような式になる．

ぶfrl
ーと

dt 
Ll .'(t) cA(t) I Dj(r) I fJ『2代l

図9

6
0
5
0
4
0
3
0
 

ここで l(t)は社会の人々が特定のエンタテインメ

ントについて抱く平均的な興味• 関心を表し，cは

広告・宣伝の強さ，Dは直接コ ミュニケーションの

強さ，Pは間接コミュニケーションの強さ，a は興

味•関心の度合いの減数の速さの係数となってい

る．

計算結果6. 

結論

図 10

7. 

10 

当時役者評判記と いった，役者の善し悪しを

専門家が評価した本が歌舞伎が行われていた

上方（大坂・京都），江戸において出版されて

いたしかし，上演される作品の性質の違い，

役者の評判の地域差があったため，上方歌舞

伎と江戸歌舞伎のランキングは異なっていた．

そこで，上方•江戸歌舞伎のそれぞれのランキ

ングのどちらにも掲載された6人を選出を行

い， その中のドキュメント数（話題数）の比較

を行った [7]
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Web公開中の伝統芸能興行データベースを使用した

演目別上演回数の比較手法について

A Comparison of the Number of Times of the Performance 

Using the Traditional-Performing-Arts Database 

Exhibited on the Web 

坂部裕美子

Yumiko Sakabe 

立命館大学文学研究科博士後期課程，京都市北区等持院北町56-1

Ritsumeikan University, 56-1 Tojiin-kitamachi, Kita-ku, Kyoto-city, Kyoto 

あらまし：現在Web公開されている最も充実した歌舞伎公演データベースを使用して「歌舞伎の演目別上演回

数」を集計する際には、まず歌舞伎公演以外の公演の除外、演目の名寄せ等の処理が必要である。それらの処理

を済ませて集計を行うと、「仮名手本忠臣蔵」が回数1位となる。だが、 1幕1レコードという現行収録形式のままで度

数集計を行った場合と、各幕に重みづけを行った上で集計した場合では、上位演目は若干異なってくる。Web公

開されている別のデータベースを使用して、文楽についても同様に演目別上演回数を集計し結果を比較すると、

歌舞伎の場合以上に上位演目が変わる。歌舞伎も文楽も、重みづけをした上で行った集計結果の方が実感に近

いという印象はあるが、どちらの方法も誤りとは言えず、「回数上位演目」の定義としてどちらを取るのが望ましいかと

いう判断は今後の研究課題である。

Summary: When totaling "the number of times classified by program of Kabuki of performance" using the most 

substantial Kabuki performance database exhibited on the web, the exclusion of performances other than a Kabuki 

performance and the identification-of-multiple-accounts-under-the-same-name-as-a-single-entity processing of 

a program are required first. After the processing, it is found that "Kanadehon-Chushingura" ranks 1st in the 

total. But other higher rank programs are different by the ground total of the present form(one curtain is treated 

as one record), and weight attachment total(weight is attached to each curtain). When totaling the number of 

times classified by program of performance about Bunraku by the two same methods as Kabuki using the 

performance database exhibited on the web, and comparing the results, higher rank programs changes more than 

Kabuki. It seems that the result of weight attachment total is closer to feelings more than that of ground total in 

both cace of Kabuki and Bunraku. Neither of the methods is errors, and the judgment which is desirable as a 

definition of the " higher rank program" is a future research task. 

キーワード：歌舞伎，文楽，データベース，度数集計，重みづけ

Keywords: kabuki, bunraku, database, frequency total, weighting 

1. 日本俳優協会版DBを使用した歌舞伎興

行集計

(1)データについて

筆者は主に、伝統芸能の興行データベースを集計

した結果を使用して、興行の特徴や長期的推移を把

握する、という研究を行っている。特に歌舞伎興行に

ついては、現在日本俳優協会がWeb上で無料公開

している「歌舞伎公演データベース一戦後から現代ま

で一1」の制作に協力した経緯もあり、研究の中心的

存在の一つとなっている。

1 http://www.kabuki.ne.jp/kouendb/ 
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このデータベースの網羅期間は、戦後すぐの 1945

年から「現時点で興行開催が決定している公演」まで

(2013年11月時点で、 2014年1月興行のデータが掲

載されている）と幅広く、収録対象とする公演もかなり

広範囲に及んでいる。データベースの「歌舞伎公演

の範囲」には、以下のように説明が記載されている。

1. このデータベースでは、厳密な意味の“歌舞

伎公演”のみならず、歌舞伎俳優が出演した商業

演劇やミュージカル、現代演劇などの公演記録も

掲載している。ただし「東宝歌舞伎」「東映歌舞

伎」については、歌舞伎俳優が出演した公演の

みを掲載した。なお、新派公演は今回は除外し

た。

2. 短期間の「研究公演」「試演会」「勉強会」「研

修発表会」などは残念ながら調査が及ばなかった

（「苔会」など、一部入れたものもある）。

(2)「歌舞伎公演」以外の公演の除外

もともとこのデータベースを作成した組織が「日本

俳優協会」という主として歌舞伎俳優で構成された業

界団体であり、例えばある歌舞伎俳優の生涯舞台活

動を調べたい、というような場合には、この、内容の非

常に充実したデータベースは相応に利用価値が高い

と考えられる。

だが、このデータベースの収録内容を精査してみる

と、「歌舞伎興行の集計」を行う、という目的でここに収

録された全データを使用することが適当といえるのか、

疑問に感じるようになった。「歌舞伎公演」と見なすの

には違和感が大きい公演データが相当数に上るので

ある。

「歌舞伎公演」の定義については大いに議論の余

地があるのだが、ここでは取り急ぎ「違和感の大きい

公演」を定義し、これらを除外することにした。

除外公演の判別ルールは以下のとおりとした。

1. まず、配役データの最初と2番目に記載されてい

る俳優を別途リスト化し、いずれかが「歌舞伎俳優」

（＝俳優協会所属で、新派でない人）でないものを抜

き出す。配役不明の場合はここでの処理対象としない

（積極的に除外しない）。

ここでは、前進座の俳優と、萬屋錦之介、大川橋蔵、

市）If雷蔵は「歌舞伎俳優でない人」とする（橋蔵・雷

蔵は純然たる歌舞伎公演に歌舞伎俳優として出演し

た記録もあるが、配役の最初に挙げられるような俳優

になるのは歌舞伎界を去った後のことであるため）。

2. 1該当データのうち、以下に該当するものは「歌

舞伎」扱いに戻す。

・総出演者、もしくは主な役の半分を超える人数が歌

舞伎俳優である演目

•上記の判断が難しい「歌舞伎（舞踊）演目」で、複数

の出演者のうち主たる踊り手である1人だけが歌舞伎

俳優でないもの（橋蔵の「鏡獅子」など。ただし、非歌

舞伎俳優が女優と組んで踊る道行ものなどは戻さな

しヽ）

・歌舞伎の見方に関する解説で、出演者が歌舞伎俳

優でないもの

3. 2. の処理後に残ったデータに「歌舞伎ではない」

というフラグを付ける。

当初、公演データは 12300件余りあっfさが、このル

ールで処理を行った結果、 (3)段階で930件余りのデ

ータが除外対象になった。ちなみに、ここで除外対象

となった公演を再チェックしたところ、スーパー歌舞伎

は「リュウオー」だけが除外される(2番目の記載者が

京劇俳優）、近年の公演では「赤い城黒い砂」は歌

舞伎扱いで残る（配役データの最初の2人だけが歌

舞伎俳優）などが確認されるなど、除外ルールの機能

不順もあった。だが、格上の役者の配役は「兵卒」「捕

手」なども含めた配役一覧の最後に記載されることも

あり、何番目までをチェックすれば条件に合う俳優を

「合理的に」検出できるかは事前には推測できないた

め、当面はこの処理済みデータを使用して集計を行う

ことにした。

(3)上演演目の名寄せ

上演演目別の上演回数を集計するには、「演目

名」変数を度数集計すればよいのだが、このデータは

このままでは使えない。それは以下の理由による。

1. 演目の表記違い

データ集計を行うと、新字・旧字の違いで表記の異

なる演目は別データとして計上されるので、これらを

合算しなければならない（俳優協会 DBは「筋書の表

記に準拠」が基本なので、元データ中には、例えば

「瑕名手本忠臣蔵」というデータも存在する）。さらに、

「加賀見山旧錦絵」（かがみやまこきょうのにしきえ）と

いう演目は、「鏡山旧錦絵」と表して上演することもあ

る。このような演目の名寄せ作業も必要である。

2. 別表記同演目の名寄せ

次に、歌舞伎独自の問題として、全く別の演目名が

2 先述のとおり現在Web公開されているデータベース
には最新年次まで収録されているが、 筆者が本報告で集
計に使用したデータは2010年の興行までを対象として
しヽる。
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付いていても、内容は同一の演目である、という場合

がある（「弁天小僧（弁天娘女男白浪）」「十六夜清心」

など）。さらに、いわゆる「助六」は、誰が主役の花川

戸助六を演じるかで演目名が全く変わる、という約束

がある。これらも合算しなければならない。

3. 「口上」の合算

演目名「口上」として記録されているもののデータ数

は61回だが、実はこのほかに「襲名披露口上」「追善

口上」「初舞台披露口上」という演目名でも数多の計

上がある。今回のようなテーマの集計においては、こ

れらをすべて別データとして計上するよりも、すべて

合算するのが望ましい。

これらの問題には、各演目に集計用のユニークコー

ドを別途設定し、「演目名」変数の内容をコード番号

に変換してから集計する、という処理で対処した。

(4)集計結果

ここまでの処理を経て集計された、歌舞伎興行におけ

る上演回数上位演目は表1のとおりである。なお、本

論中では、「その舞台の実際の上演回数（＝役者が

役を演じた回数）」ではなく、 「ある劇場のある月の公

演演目として掲げられた頻度」を集計対象としている

ことに留意されたい。

表1演目別度数集計・歌舞伎（単純集計）

1仮名手本忠巨厩
2艤経千本桜
3冒原伝授手習鑑
4口J:

5勧進帳
6京底子娘這成等er二人逗成等」含む）
7詈具鑓雇i子
8藤娘
9天衣紛上野初花er直侍Jも言む）
10青砥稿花紅彩圃

11恋飛脚大和往来
12一谷は軍12
13妹背山婦女庭訓
14元禄忠臣蔵

15双蝶々曲輪日記
16鬼一決眼三略警（『一條大濫履J會む）

t 7運罰子
18伽羅先代萩
19詈夏秋冬

20欄瞑平三誉石切

7
4
8
3
5
6
0
0
8
7
6
2
2
3
1
4
1
3
1
3
1
2
1
1
0
8
0
1
9
7
9
3
9
0
8
5
8
5
8
3
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3
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
 

夕-L

―
 

”

的

訊

引

虹

匹

郎

邸

邸

邸

紅

糾

脱

76
乃

70
紐

糾

糾

63

堡
5

2

1
1

1

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

比

2. 集計方法の改良

(1)データ構造に関する問題点

俳優協会版DBは、 原則として1幕1レコードの形式に

なっており、例えばある月に忠臣蔵の通し上演が行わ

れると、「忠臣蔵」の上演データが s~ 11 レコード増え

る、という構造になっている。歌舞伎座には「一幕見」

という制度もあるほど「幕」という構成単位は認知が高

く、 このデータ構造自体に問題はない。しかし、歌舞

伎興行は「1ヶ月 =1興行」と認識されるのが通例であ

るが、このデータ収録形式では、これまでに何興行開

催されてきたのか、全く推測できない。

また、収録形式に関しては、別の問題も存在する。

「ヤマトタケル」など近年の新作歌舞伎のデータは、

「幕」単位の区分ではなく、公演全体が1レコードとし

て収録されている（現在Web公開中のデータで「昼夜

同一公演jと記載のある公演にこの形式が多い）。こ

の場合の1レコードと、「お祭り」などの舞踊の1レコー

ドを同値に扱うのは、鑑賞者としての直感に合致しな

い集計、という印象がある。

(2)簡易な「重み」づけ集計

この問題に正面から対応する方策としては、幕ごと

の上演時間を入手し、その長さに合わせた重みをそ

れぞれの公演データに設定してから集計する、という

手法が考えられる。だが、その作業ボリュームは膨大

なものになる。

そこでより簡易な方法として、ある劇場の1ヶ月の上

演分合計が「l」となるような、上演幕数に応じた重み

を考える。（とりあえず、重みは全幕等分とする。）つま

り、忠臣蔵が通し公演で8幕上演された場合、各幕を

「0.125」分として扱うのである。また、先述の「公演全

体が 1レコード」となる公演は「1/1」で 1扱いとなる。

「同一劇場・同一年月の公演データの数を数えて、1

をその数で割った値を各幕データに付与する」という

マクロプログラムを作成して「重み」を算出した後、 「重

み付き上演回数」を再集計した。

(3)集計結果

その結果を表2に示す。

表2 演目別度数集計 ・歌舞伎 （重み付き集計）

漬目名 デ＿夕数 構成It(%)
1仮名手本忠巨蔵 94.82 3.94 
2編経千本桜 7U2 3.29 
3勧進幡 37.71 1.57 
4京鹿子娘逼成寺（「二人通政寺J含む 33.60 1.40 
5曽原伝授手習鐙 30.91 1.29 
6春興鏡賣子 2.&.62 1.23 
7口上 28.47 1. ↑ 8 
8青砥稿花紅彩圃 27.80 1.16 
9恋飛脚大和往采 26.83 1.12 
10 天衣紛上野初花（「直侍」も含む） 24.66 1.03 
11 ヤマトタケル 23.11 0.96 
12 藤娘 2.1.38 0.89 
13 与話情浮名横櫛 20.15 0.84 
14 運獅子 18.12 0.75 
15 夏祭湿花鑑 17.09 0 71 
16 身管座褐 16.72 0.70 
17 元禄忠巨蔵 16.37 a.es 
18 助六由縁江戸桜 16.28 0.68 
n I傾お祭城り反魂香 15.88 0.66 
20 15.82 0.66 
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表 lと一部の演目の順位が入れ替わっていること、

それでも回数第1位は仮名手本忠臣蔵であること、そ

して、その「忠臣蔵」の構成比が若干下がっていること

などが注目される。

そして、この集計においてもう 1つ有益なのが、この

集計で算出された「データ数」の合計が、「興行数」と

一致することである。

ただし、この時点での総興行数（総興行月数）には、

先述の「歌舞伎公演ではない公演」の開催分も含ま

れている。より正確に「歌舞伎の興行月数」を算出す

るために、「同劇場・同月の公演についてそれぞれ

『総演目数』と『歌舞伎ではない演目数』の合計

を算出し、『歌舞伎ではない演目』が全体の6割以

上を占める公演は除外する」という処理を追加す

ると、本データ中には2360興行分のデータが収

録されていたことが分かる。

3. 国立劇場版DBを使用した文楽興行の集

計

(1)データについて

現在Web上で無料公開されている伝統芸能興行

データベースには、俳優協会版DB以外に、国立劇

場による「文化デジタルライブラリー」内の興行データ3

もある。特に文楽は、国立劇場・国立文楽劇場の公演

がほぼ国内の全公演であるため、このDB収録データ

を使用して、歌舞伎と同様の「単純集計」と「重み付き

集計」を行ってみる。

(2)単純集計

「文化デジタルライブラリー」データには、朝日座興

行と、国立劇場・国立文楽劇場における全公演が収

録されているが、集計対象はそのうち定期公演、若手

会、鑑賞教室のみとした。

単純集計結果を表3に、 1興行につき合計1となるよう

に各演目に重みづけをした集計結果を表4に示す。

いずれも回数数上位20位までを示している。

単純集計では「解説」とつく演目（文楽鑑賞教室に

おける定例演目）が上位に入っているが、重みづけ集

計をすると、実際に通し上演等で鑑賞する機会が多

いという実感のある演目が上位に来る。

また、全体の印象として、歌舞伎の場合より上位演

目の入れ替わりが激しい。

4. 「回数上位演目」の定義についての考察

3 http://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/plays/ ちなみに俳
優協会版DBには国立劇場公演・歌舞伎鑑賞教室は収録
されているが、若手の勉強会は収録されていない。

表3 演目別度数集計・文楽（単純集計）

9ィ..... 震 バーセント
↑纂量文羞について ,II !.8.1 
2鵡駄繕ついて・”鑢い方 37 U1 

2ロー羞量た合

” 
Ul 

●ヽ霞偏戻f冒鑑
” 
1.20 

ヽ・庄這 33 L2CI 
6 璽墨•襲ヽ櫨冒口.t. 遍曽ロJ: 3:2 113 
7 .lnC,4! 直 1.00 
en..,,-

” 
1.111 

e仮名手＊重臣羹
” 
I.BO 

1aut虜は雷讚 1l 1.!i3 
1D 1/f賣三量璽

” 
1.113 

12艦拿太酌警 22 U1 
12量響虫霞・ 21 Ul 
12一暑肇軍肥 乞 1.41 
15 ........ 

＂ 
1.40 

15翼

” 
1.40 

16~ 躙雫 21 1.40 
t5. 置纏却置 ti 1.≪I 
16璽曇合墓辻 11 1.33 
＂鮭』●鑑輝 111 1.33 

＂匹畿 甚 1.33 
1S璽景裏雹艦 霞 1.33 

表4 演目別度数集計・文楽（重み付き集計）

クイ.... .. パーセント
↑量名手 11.51 1釘＇

i鎗胄“ 髄n 111 

l遍拿 馳輪 1、
4疇正冒量 15.l'.I l!i!i 
5鱗誓量鬱文 11..fii f.51 
9亭目廿胃孝 11.ID 2認

ltalMI IQ. w. 2言
I IIJI逗暉 9.17 Z.11 
I曽糧讀〇拿 t!i t II 

,。一 8.4 I. 釦
↑ t ...  a.a I.IN 
＂生可駐菖詈 a位 I.II 
13欝量 ・太去算i一ついて・人量の置い方 1.11 I.JI 

＂心中天甑鳥 7.Z! 1.61 
↑5輝幻紐 1 •• l.≪J 

ff llliUliH. 引 llD 1,4! 
11饂事広斑配 5.11 I, 箕

11 (11111111濤 5.11 1.3! 

11鶯・文景O幻り ill 1.:12 

21 if竃心 s.た I. 言

ここまで、公演回数データの集計時の「重み」の使

用について考察するべく、歌舞伎と文楽の実際の興

行データを使用して、演目別上演回数集計を行って

みた。どちらも集計方法として選択できるのだが、文

楽では両方の結果にかなり大きな差が出たこともあり、

この問題は看過できないと感じている。

伝統芸能興行についてのデータ解析研究が進ん

でいないこともあり、例えば初心者に説明する場合に

どちらの結果を「上演回数上位」とする方が望ましい

のか、現時点では筆者は結論を出せずにいる。今後

の研究の進展により、何らかの判断の指針が発見さ

れることを望んでいる。
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板木データベースの可能性一データベース連携のことなど

Potentials of Printing Block Database 

through Linking with Relevant Databases 

金子貴昭

Takaaki Kaneko 

立命館大学衣笠総合研究機構，京都市北区等持院北町 56-1

Ritsumeikan University, 56-1 Toji-in Kitamachi, Kita-ku, Kyoto 

あらまし：本研究は、江戸時代の出版研究に関わり、従来顧みられることのなかった板木を研究資源として活用し、

出版研究や板本書誌学を捉え直すことを目的としている。そのため、 現在までに11,000枚におよぶ板木のデジタ

ル撮影とデータベース構築を進めている。本稿では、板木のデジタル撮影手法、データベース構築、その利用に

ついて述べた上で、板木データベースと板木に関連するデータベースとの連携およびその可能性について探る。

Summary: This research aims to reconsider the study on commercial publishing in the Edo period (1603-1867) 

and Japanese bibliographical studies by utilizing printing blocks, as these studies have so far centred around 

research on printed publications. For that purpose, our project has constructed a digital archive of approximately 

11,000 blocks. This paper presents a method of digitizing and archiving them in Printing Block Database. The 

paper also explores potentials of the database through linking with relevant databases. 

キーワード：板木，江戸時代の出版，デジタル化，データベース

Keywords: Printing Block, Publishing in Edo Period, Digitization, Database 

1. はじめに

江戸時代には商業出版が成立し、 大量の板本（出

版物）が刊行された。出版産業は拡大の一途を辿り、

その結果、 1点の板本を繰り返し印刷する必要が生じ

たことから、活字ではなく、板木を用いた整版印刷が

主流となっていった。現代に伝わる板本のほとんどは、

江戸時代以降の整版印刷によるもの、つまり板木で摺

られたものといっても過言ではない。文学・宗教・学問

など、江戸時代のさまざまな文化的事象は、板本を扱

わずして述べることはできない。したがって出版研究

はもとより、江戸時代の各分野研究においては、多か

れ少なかれ板本を研究資源として扱わなければならな

い状況にある。

そのような状況であるから、板本を研究資料として客

観的に扱うための方法論「板本書誌学」は広く深く蓄

積され、板本は諸研究の基礎資料として利用されてき

た。しかし、板本に比べて板木は、置き去りにされてき

た感が否めない。板木は印刷の道具であるから、板木

なくして板本は存在し得ない。江戸時代の出版権（板

株）は板木と連動するものであり、板木なくして版権を

云々することもできない。つまり板木は、江戸時代の出

版の根幹にあったにもかかわらず、ほとんど顧みられ

ることはなかったのである。

筆者は、この板木を研究の主眼に置き、板本中心

に行われてきた板本書誌学や出版研究を捉え直そう

としている。それに関わり、本報告では、板木のデジタ

ル撮影、データベース構築やそれらがもたらす可能性

について論じる。

2. 板木のデジタル撮影

板木をめぐる上述の状況は、 板木が持つ特性に由

来するものである。第一に、軽量の板本に比べて、板

木は重た＜嵩高い。表面には墨や埃が堆積しており、

手や服が汚れてしまう。付いた汚れは、簡単には落ち

ない。第二に、色板を除き、板木はほぼ黒一色である

ため、複製資料の作成が困難であり、資料流通の障

害となる。第三に、板木には文字や絵が左右反転の

状態で彫られており、板本との比較照合が難しい。
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図1板木デジタル撮影手法

筆者は、これらを克服するために、板木のデジタル撮

影という手法をとった。またそれに際して、奈良大学博

物館・奈良大学図書館が所蔵する板木約 5,800枚を

デジタル化・調査の対象とした（着手当初は約 5,000

枚）。このコレクションは、板木研究の第一人者・永井

一彰氏（奈良大学文学部教授）が集積されたもので、

江戸期の板元（出版元）が創業以来、運用・保管してき

た一級資料である（注 1)。当該デジタル化プロジェクト

は、立命館大学アート・リサーチセンター（以下、立命

館 ARC)と奈良大学との共同研究としてスタートした。

撮影方法は、デジタルー眼レフカメラを用いた一般

的な俯i敢撮影のセットであるが、ライティングには工夫

を要した。フルカラー撮影とはいえ、被写体の板木は

黒色である。板木の彫刻面を的確に記録でき、一様で

はない板木の凹凸を捉えるライティングが必要であっ

た。そのため、カメラ側からフラッシュ投光して得た標

準画像に加え、複雑な彫刻面を記録するための斜光

画像を別途撮影した。試行錯誤を重ねた結果、最終

的には標準画像と4方向からの斜光撮影、合わせて、

5パターンのライティング手法を採用した（図 1)。

多くの場合、 1枚の板木には4丁または2丁分が彫

られている。十分な画像解像度を保つために、 1カット

に 1丁ずつを収めることとして撮影を開始した。つまり、

4丁が含まれる板木を撮影する場合、 4カットX5パタ

ーン=20コマとなり、分割撮影した場合には、板木表

裏の全体像を記録したため、 1枚の板木を22コマで記

録したことになる。板木の形式にはバラエティーがあり、

単純計算はできないが、 この方法で板木5,800枚のデ

ジタル撮影を進め、約90,000コマのデジタル画像を集

積した。

3. データベース構築と利用

デジタル化の次には、板木画像を自在に閲覧し、 調

査結果を蓄積していくためのプラットフォームが必要と

なった。これについては、板木1枚に付きlレコード、 1

丁に付き lレコードとなる2つのデータベースを構築し

た上で両者を組み合わせ、 webデータベース「板木閲

覧システム」（以下、板木データベース）（注 2)を構築し

図2板木データベース画像閲覧画面

た。板木データベースは2010年2月より、立命館ARC

のサーバで運用されている。

メタデータの詳細については割愛するが、板本書誌

学に対応しつつ、板木独自の属性（板木の形式等）が

記録できる構成としている。

板木データベース上では、あたかも板本を閲覧する

かのごとく板木を閲覧できるよう、ページめくり機能を

備え、板木 1枚ずつの閲覧、または、板本のタイトルご

とに丁順にそくした複数板木の閲覧を選択可能な仕

様とした（図 2)。また、板木と板本とを比較照合したり、

彫られている情報を読み取ったりする上では、板木画

像を鏡像で閲覧するほうが便利であり、彫りの状態を

観察する場合には正像による閲覧が適切であり、それ

らの閲覧方法を切り替え可能な設計としている。

さらに、 5パターンライティングによる撮影を行ったた

め、それぞれのパターン画像を切り替えて板木を観察

できる機能を持たせ、必要に応じて板木の全体像を呼

び出す機能も付加した。メタデータの編集権限があれ

ば、オンラインで随時更新可能であり、リアルタイムに

最新の調査状況が反映されるようにした。

板木のデジタル化・データベース構築には労力を

要したが、結果、先にあげた難点を克服し、 板木を研

究資料として細部まで観察するための強力なツールが

出来した。筆者はこのツールを駆使し、関連資料ととも

に考察を進めている。それらの結果については、本稿

では詳述を避けるが、板木の基本構造を明らかにし、

板木という視点から見た板本の新観察手法を見出し、

「印刷の道具」という理解を陵駕する板木の機能を明ら

かにしつつ、出版研究を実践している。

第2章に述べた板木の性質により、板木は原物によ

る整理が難しいが、板木データベースは板木原物の

管理・調査ツールとしても有効であり、2013年6月に新

聞各紙の紙面を賑わした上田秋成著作『冠辞続紹』の

板木（注 3)、同じく秋成著作で「煎茶の世界」展（九小卜1

国立博物館）（注 4)に出展されている『清風瑣言』の板

木などは、共同研究の枠組みにおいて、板木データ

ベースを用いた調査が進展する過程で見出された板

木である。
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板木デジタル画像およびデータベースは、公開を

前提としている。板木は板本とは異なり、原則 l組しか

存在しないため、どの板本のどの部分の板木が現存

するのかを情報共有することは重要である。

なお、詳述を避けた箇所を含め、第 2~3 章の内容

は拙著『近世出版の板木研究』（注 5)に詳述している。

合わせて参照されたい。

4 関連データベースとの連携

前章に述べたように、板木データベースは日々調査

結果が反映され、成長している。しかし、板木データベ

ースと、すでにデジタル化されている他のコンテンツや

構築済のデータベースが連携することにより、板木デ

ータベースや、データベースの利用環境は自ずと発

展を遂げることになるだろう。

(1)板本

板木によって印刷されたものが板本であるから、当

然ながら板木と板本は、コンテンツとして密接な関係を

持つ。現存する板木は入木などの修訂技術による改

訂版、または板木が再彫製された再版以降のものであ

る場合が少なくない。板木と板本の諸本を比較照合し、

版面の良し悪し、改訂の有無、初版と覆刻の関係など、

版のバージョンを見極める場合、板木データベースと

デジタル化された板本があれば、それらの照合は容易

となる。

その実現のため、現在、板木データベースは、立命

館 ARCの「ARC書籍閲覧システム」（以下、古典籍デ

ータベース）（注6)とリンクしている。このデータベースで

は、筆者が収集し立命館 ARCに登録した板本、立命

館 ARCが画像の寄託公開を行っている奈良大学図

書館および永井一彰氏所蔵板本など、板木に対応す

る板本を閲覧することができる。板木データベースで

板木を閲覧し、その板木で摺られた板本を古典籍デ

ータベースでシームレスに検索•閲覧する機能は実装

済であり（図 3、図4)、画像単位の比較対照は実現でき

ていないが、現状で板木データベースと古典籍データ

ベースを相互に参照する環境は整っている。

(2)絵画・浮世絵

板木と、板木で摺られた絵画や浮世絵（冊子体裁を

とらない一枚物形態の資料を含む）は、 (1)の板本と同

様、強い関係性を持つ。

筆者が現在までにデジタル化を行った絵画・浮世絵

の板木は、近代以降の作品もしくは複製が大部分を

占めており、連携によって近世出版研究に関わるメリッ

トは即座には得にくいが、板本と同様、連携は比較的

容易である。今後、立命館 ARCで稼働している「ARC

浮世絵閲覧システム」（注 7)が連携の対象となる。

よ皿
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図4板木データベースと古典籍データベース

(3)出版記録

可

京・大坂・江戸にはそれぞれ本屋（板元）仲間が組織

されて出版を取り仕切っており、日常の業務日誌や先

例の記録として必要な情報が書き留められた。

また、それとは別に、個々の板元が残した記録も現

存している。板元の本分は、むろん本を刊行すること

だったに違いないが、それを遂行するためにも、その

活動のためには、板木の管理業務が必須であった。

その結果として、出版記録上に板木の状態が記された

り、板木の管理に特化した蔵板記録や、板元間で行わ

れた板木（版権）売買の記録が生まれることになる。

これらの記録の中には、現存の板木に関わる記事

が多く含まれている。それらを板木と突き合わせること

により、板木がどのように運用されてきたのか、どのよう

な経緯で伝存しているのか、といった板木の履歴を克

明に追うことが可能となる。それはまた、板木が江戸期

の出版において、どのような役割を果たしていたのか

を明らかにすることにもつながるだろう。

上述の観点から、筆者は出版記録の画像・テキスト

データ集積を鋭意進めており、板木データベースとの

連携に向けて「出版記録データベース」の構築に取り

組んでいるところである。

(4)板元

板木データベースに所収される板木の最終的な旧

蔵板元は数軒でしかないが、現存する板木の伝存経

緯に関わった板元、それらの相板元（共同出版者）を

含めれば、現存板木の理解のために必要な板元は相
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当な軒数にのぼる。また板木に限らず、板本・出版記

録に目を移せば、出版を営みとした板元に関わる情報

が必須となることは言うまでもない。

従来、板元に関わる研究ツールとして『近世書林板

元総覧』（注8)があるが、板元に関わる総合的データベ

ースの存在は聞かない。また同書は、研究の入り口で

参照すべき資料であり、むしろ板木・板本などの諸資

料を扱う上で、同書のブラッシュアップを行っていくの

が利用者の責務であろう。

現状では、立命館ARC内で企図されている板元デ

ータベース（注9)との連携を摸索している。

(5)研究文献

本稿冒頭に述べたように、板本研究は広く深い蓄積

があり、先行研究は豊富に存在している。先行研究参

照の必要性は本研究に限ったことではなく、データベ

ース上で閲覧した板木や板本に関連する研究文献の

情報を引きだすことができれば、有益であることは言う

までもない。

現状、板木データベースは、立命館 ARCが運用す

る「ARC日本文化研究文献検索システム」（注 10)と連

携しており、閲覧した板木あるいは対応する板本に関

わる文献情報を引き出せるようになっている。 ARCの

文献データベースは、研究メンバーが持ちよった文献

情報を集積したものであり、網羅性は低いものの、関

連性の高い文献情報ばかりが集積されている点にお

いて、ノイズが極めて少なく、連携しやすい。 しかし、

研究文献のオープンアクセス化が進む今日、 CiNii

和ticles(注 11)のAPIを利用した文献情報表示から文

献そのものを閲覧させる方向性も検討している。

5. おわりに
板木データベース単体については、 奈良大学所蔵

板木を対象に構築が始まったが、 2011年度以降、調

査対象を株式会社法蔵館、美術書出版株式会社芸

卿堂、立命館 ARC、京都大学附属図書館、仏光寺な

どに拡大し、各機関の所蔵板木が板木データベース

に収録され、収録板木枚数は 11,000枚に増加してい

る（注 12)。いずれの機関も、遺産・資料としての管理運

用に戸惑われている現状があり、板木データベースは

これらの所蔵機関をつなぎ情報交換を行うネットワーク

にもなり得る。事実、 板木データベースの公開活動に

より、 調査依頼・板木の寄贈・所蔵情報をいただくケー

スがでてきており、資料をめぐる人的ネットワークの形

成にも寄与している。板木データベースは、板木研究

ツールから、板木研究のハブヘと成長しつつある。

データベース間の連携についてはまだ課題も多く、

本格的な運用にはほど遠い。しかし、データベース構

築以前のデータを含めて、個々のデータベースが成

長するにつれ、関連するデータベースは共鳴しあう。

例えば板木データベースが成長すれば、古典籍デー

タベースに資するところあり、その逆もまた然り、関連

するデータベースが、リンクによってつながる連携の枠

組みに加わることにより、自ずと研究の基盤が広がっ

ていく。筆者が構築に携わってきた板木データベース

についていえば、前章(1)~(5)のデータベースと連携

することにより、近世出版総合データベースヘと昇華

する可能性が見えてきているのである。

付記本研究はJSPS科研費 25770097による成果を

含む。また本稿は、第 2回知識・芸術・文化情報学

研究会(2013年 2月 9日、於：立命館大学大阪キャ

ンパス）における口頭発表の内容を一部に含む。

注

（注 1) コレクション構成には変遷があるが、奈良大学

博物館編『板木さまざま芭蕉・蕪村・秋成・一茶も勢

ぞろい』(2013年 6月、奈良大学博物館）所収、 永井

一彰「はじめに」に示される内訳が最新である。

（注2) 立命館ARC「板木閲覧システム」

(http://www.arc.ritsumei.ac.jp/ db9/hangi/) 

※2013年 11月8日閲覧。

（注3) 2013年6月 19日付各紙報道。

（注4) 九州国立博物館トヒ ッ゚ク展示「茶の湯を楽しむ

w 特別編煎茶の世界」 (2013 年 10 月 1 日 ~12 月

1日、於：九州国立博物館）

（注5) 金子貴昭『近世出版の板木研究』(2013年 2

月、法蔵館）

（注6) 立命館ARC「ARC書籍閲覧システム」

(http://www.arc.ritsumei.ac.jp/dbl/books/search.php) 

※2013年 11月8日閲覧。

（注7) 立命館ARC「ARC浮世絵閲覧システム」

(http:/ /www.arc.ritsumei.ac.jp/ db/ arcnishikie/) 

※2013年 11月8日閲覧。

（注8)井上隆明『改訂増補近世書林板元総覧』（日本

書誌学大系 76、1998年 2月、青裳堂書店）

（注9) 松葉涼子氏（日本学術振興会特別研究員、南

山大学）作成のデータなどが基となる見込みである。

（注 10) 立命館ARC「ARC日本文化研究文献目録」

(http://www.arc.ritsumei.ac.jp/ dblO/bunken/ search 

.htm)※2013年 11月8日閲覧。

（注 11) 国立情報学研究所「CiNiiArticles」

(http://ci.nii.ac.jp/)※2013年 11月8日閲覧。

（注 12)いずれも進捗中のプロジェクトであり、現在は画

像・メタデータとも非公開である。
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画像データベースから生まれる新たな創作活動について

Image Database as a Source of Creative Activities 

前崎信也

Shinya Maezaki 

立命館大学立命館グローバル・イノベーション研究機構，京都市北区等持院北町 56-1

Ritsumeikan University, Ritsumeikan Global Innovation Research Organization 

56-1 Tojiin kitamachi, Kita-ku, Kyoto 

あらまし： 立命館大学アート・リサーチセンターでは、在外コレクション所蔵の日本の工芸品のデジタルアーカイ

ブ・プロジェクトを2009年より行っている。本発表の前半ではプロジェクトの調査先機関、及び調査した作品点数や

その内容の概要を紹介する。後半ではイメージデータベースの公開以降、新たに広がった人的ネットワークや研

究•創作活動事例について述べる。それにより、デジタルアーカイプという行為が、いかに社会や芸術家に影響を

与え、新たな文化の発信力につながっていくのかという可能性について検討する。

Summary: The Art Research Center, Ritsumeikan University, has been developing a digital archive of Japanese 

decorative arts since 2009. To begin with, this paper will introduce the latest report of the project including the list 

of affiliate institutions and the number of digitized works. The main purpose of the project is to create image 

databases for scholarly researches, but the project has also widened the international human network and resulted 

to form a number of cultural activities. The second half of the paper will introduce some of the examples and discuss 

the role of digital archive projects as a source of new creative activities. 

キーワード：画像データベース、陶磁器、竹工芸、漆器、コラボレーション

Keywords: Image database, Ceramic, Bamboo art, Lacquer, collaboration 

1. はじめに

インターネット上で公開される画像データベースは

年々増加し、学術研究に利用できるレベルの情報を

そなえたものも多くみられるようになっている。立命館

大学アート・リサーチセンターでは、海外の美術館・博

物館に所蔵される日本の陶磁器及び竹工芸のデジタ

ルアーカイブ・プロジェクトを進めており、その成果とし

て一部データを公開している。本プロジェクトの直接的

な成果としては、これまで海外の所蔵機関の収蔵庫に

秘蔵されてきた多くの工芸品の実態が徐々に明らか

になり、その学術利用が始まっていることである。しか

し、データベース構築のために資料を調査し、その成

果を公開するということは、 学術の場以外にも影響を

与える可能性を持つものである。

本発表では、まずこれまでの日本工芸データベース

構築で得ることのできた成果を紹介し、その後、データ

ベースの構築や公開によって学術の場以外に広がっ

た文化的活動について紹介する。そうすることにより、
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（画像1)日本陶磁器データベース

URL: http://www.arc.ritsumei.ac.jp/jcdb/ 

データベースが、人々や社会に与える文化的影響に

ついて検討する。

2. 陶磁器データベース•竹工芸データベース

立命館大学アート・リサーチセンターのホームページ

では、日本陶磁器データベース及び日本竹工芸デー

タベースの公開を行っている（画像1、2)。これらのデ

ータベースは、2009年より同センターで構築を進めて

いる日本工芸データベースの内、一部の個人所蔵の

作品を収録している。日本工芸データベース（非公開）

は、欧米の博物館・美術館に所蔵されている日本のエ

芸品の画像データベース化プロジェクトの成果であり、

現在までに工芸品 2,849件、 34,613画像の調査撮影

を終えた。成果の詳細は以下である。

イギリス

オックスフォード大学アシュモリアン美術館

陶磁器：280件 1,940画像

スコットランド国立博物館

陶磁器：460件 3,472画像

セインズベリー日本藝術研究所

陶磁器・木工芸他：76件 533画像

疇...._ 
......... 
一,.,, ..... 鴫‘’”

（画像2)日本竹工芸データベース

URL: http://www.arc.ritsumei.ac.jp/bbdb/ 

二
ベルリン国立アジア美術館

陶磁器：134件 1.209画像

ハンブルグ工芸博物館

陶磁器・竹工芸：901件 8573画像

リンデン民俗学博物館

陶磁器：213件、 1,969画像

グラッシィ民俗学博物館

陶磁器：253件、 1,546画像

ドレスデン美術館磁器コレクション

陶磁器：372件、3,604画像

ザクセン州立工芸博物館

陶磁器：57件、 489画像

アメリカ

ハワイ大学アウトリーチ・カレッジ

陶磁器：19件、 142画像

ミシガン大学美術館

陶磁器：28件、 286画像

個人コレクション

イギリス、ドイツ、アメリカ、日本等

陶磁器•竹工芸 ：1,309件、10,850画像
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3. 画像データベースの美術展覧会での活用

立命館大学アート・リサーチセンターでは構築した画

像データベースを使い展覧会の補足的な情報として

活用する試みを行っている。2009年 12月から2010年

4月にかけて英国バース市の Museumof East Asian 

Art (東亜美術館）で、企画展 SeifuYohei and His 

Contemporaries: Meiji Ceramics in the Scholarly Taste 

が開催された。（画像3)

（画像3)展示会場風景

本展覧会に出品された作品はすべて英国のディヴ

ィッド・キング・コレクション所蔵のものであった。当時、

同コレクションについてのデジタル化を進めていたこと

から、美術館に日本陶磁器データベースを利用した

展覧会ウェブサイトの構築を提案し、承諾を得て提供

することとなった。（画像4)。 展覧会会場では見ること

のできない作品の裏側や底部、作者の銘の画像が閲

覧できる同サイトは、 会の来場者からの高い評価を得

た。 同サイトは閉会後も過去の展覧会情報として、美

術館のホームページからの閲覧が可能である。（画

像5)

10廻拿厄曇炉 曽炉●

（画像4)展覧会ウェブサイト作品詳細画面

Selfu Yohe! and his Contemporaries: Meiji Ceramics In the 
Scholarly Taste 

19th December 2009 -25th April 2010 

油珈HUffld..... 心 m●... ,~- ·,-,-.,...,c叩罰四層疇知..- .. 輯

C誡.................. 霞..● "●● ........... 良虎..........., 賢nO.->OOOToos..........,
"'""°'""'況皐鴫"'"""""'"'--心C●"""'m-ors. 油.,.. 園 (18'1-,.,, - -・ ""'"''"""' .. 細......,,. .. dad,, ..... .. 論,_,知知""

屠
（画像5) Museum of East Asian Art過去の展覧会紹

介ページ

URL: http://www.meaa.org.uk/past-events 

同様の試みとして、2014年夏には英国セント・アイ

ヴスの LeachPottery (バーナード・リーチ工房）におい

て企画展 MatsubayashiTsurunosuke in St Ives 

1923-24(仮題）を計画し、 その場で展覧会用のウェブ

サイトの提供を予定している。本展覧会は大正時代に

バーナード・リーチ工房で活動した京焼の陶工である

松林爵之助の遺した記録や作品を展示するという企
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（画像6) 松林酋之助関連資料データベース

URL:http:/ /www.dh-jac.net/ db9/matsubayashi/i 

ndex.html 

，，， 

画である。発表者は 2012年に松林露之助の遺した資

料を「松林露之助関連資料データベース」として検索・

閲覧可能なデータベース化を実施した。本展覧会で

は、このデータベースを利用して、松林霰之助関連資

料からバーナード・リーチ関連の全文献を表示するこ

とのできる展覧会用ウェブサイトを公開予定である

（画像6)。

4. データベースから生まれる人的ネットワーク

発表者はこれまで日本工芸データベースの構築の

為に欧米の博物館・美術館を中心に所蔵品の撮影を

続けてきた。その活動の結果として海外に広範な人的

ネットワークを築くことができたのは言うまでもない。し

かし、データベースをインターネット上で公開したこと

や、展覧会の場で活用したことは、新たな人的ネットワ

ークの創造にもつながっている。

日本陶磁器データベースで公開をしているのは、 主

に先述のディヴィッド・ハイアット・キング・コレクション所

蔵作品が中心である。データベースの公開をきっかけ

にキング・コレクションの世界的な認知度が高まり、キ

ング氏の元には世界中の日本陶磁器コレクターや研

究者からコンタクトがあるという。データベースを構築・

管理している立命館大学アート・リサーチセンターにも、

（画像7)カリフォルニア大学デーヴィス校での講

義風景

北米の日本陶磁器コレクターからのコンタクトがあり、

世界的な情報交換の場が広がり続けている。 2013年

10月には、サクラメント在住の日本陶磁器コレクターの

オーガナイズにより、カリフォルニア大学デーヴィス校

から招待され、近代日本陶磁器のアメリカ向け輸出と

サンフランンシスコ港の果たした役割についての講義

を行った（画像7)。

5. データベースから生まれる創作活動：

事例1姫路市大塩町清風研究会

姫路市大塩町は明治期を代表する京焼の陶エとし

て名高い三代清風奥平(1851-1914)が幼少期を過ご

した場所である。彼は京都の清風家に入った後、その

才能を開花させ、陶エとして初の帝室技芸員に推挙さ

れた。しかしながら、その活躍の場が主に京都であっ

たため、大塩町がかつて日本の陶芸を代表した人物

を輩出した町であるということについて、久しく忘れ去

られていた。

発表者は陶磁器データベースの調査の一環で大塩

町を訪れた際、町の公民館に三代清風典平作の『水

彩磁鳳凰文大花瓶』が保管されていることを発見した

（画像8)。町の公民館の押し入れにお宝が眠ってい

たという話は話題となり、発見の数か月後に同公民館

でi青風典平とその花瓶に関する講演を行った。この経

緯は『神戸新聞』で紹介され、発見された大花瓶は、
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（画像8)三代清風典平作 『水彩磁鳳凰文大花瓶』

URL: http://www.arc.ritsumei.ac.jp/jcdb/ 

愛知県陶磁資料館（現：愛知県陶磁美術館）で 2010

年 10月から11月に開催された企画展「帝室技芸員の

技と美明治の人間国宝一清風奥平•宮川香山から

板谷波山まで一」に出品されるに至った。

その後、大塩町では三代清風奥平について学ぼう

と町内の有志が集まり「清風研究会」を発足。 以来、 定

期的に研究会を開催している。研究会でば清風奥平

に関する文献の輪読会や、陶磁器関連の展覧会への

訪問、三代清風典平が活動した京都市の五条坂への

バス旅行（画像9)など、地域の年長者を中心に大きな

活動となった。発表者は清風輿平に関する講演会を

毎年1回、これまでに計3回行った。講演会では毎回

地域に眠っていた新たな清風輿平作品が持ち込まれ、

大塩町には三代清風奥平作品の一大コレクションがあ

ると呼べるほどとなった。本研究会のこれからの目標は

地域にある清風奥平作品を集めた三代清風典平の展

覧会を開催することである。

（画像9)清風研究会京都バス旅行、2011年4月

6. データベースから生まれる創作活動：

事例2 竹x漆プライスコレクションの若沖

竹工芸データベースの構築ではハンブルグ工芸博

物館所蔵の約 170点、 国内の個人コレクション約 100

点のデジタル化を行った。この他には、2011年、 大阪

の竹工芸を代表する一家、田邊竹雲斎家所蔵の文献

資料等のデジタル化を行った。そして、一連の竹工芸

関連のデジタルアーカイブ活動を通じて、 田邊小竹氏

と漆芸作家の若宮隆志氏と知り合い、竹と漆のコラボ

（画像10)若宮隆志、田邊小竹作『提若』、 2013年
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レーション作品への協力を行うこととなった。

本企画は竹工芸と漆器作家のコラボレーション企画

となり、そのモチーフに米国の日本美術コレクターであ

るジョー・プライス氏所蔵の伊藤若沖の絵画の使用許

可を得て、「竹X漆プライスコレクションの若沖」と題

した展覧会の開催が 2013年に実現した。作品は竹と

漆を融合させた作品が中心。竹の上に高蒔絵をほどこ

す技法の再現や、網代網で若沖の絵画を表現した作

品など、伝統的技法を用いながら新しい工芸の創出

することを目標にした。

大阪高島屋・日本橋高島屋で展覧会を開催した。

日本橋高島屋の会場では発表者をコーディネーター

としてギャラリートークを開催したが、同様のトークショ

ーでは異例の数の来場者が訪れた（画像11、12)。こ

の成功により、「竹X漆プロジェクト」は今後 2年に1度

の間島屋での企画となる事が決まり、毎回異なるテー

マで 10年間継続する予定である。

~ 
囀

（図11、12)日本橋高島屋でのギャラリートーク風景、

2013年6月

7. おわりに

近年の人文学研究においては、研究成果のデータ

ベース化と公開が成果報告の前提のひとつとしてみな

されるようになってきている。今後はそうして無制限に

増え続ける学術データベース類を、 いかにして有効に

活用するかが問題となってくるだろう。しかし、データ

ベースの活用をその構築者が前提として提供するの

は正しい事であろうか。これらのデータベースが様々

な目的を持って作られることとなったことと同じように、

その利用方法も利用者によって千差万別であるはず

である。むしろ本来の目的とは異なる方法で利用され

るようになったデータベースがあるとするならば、それ

はその構築者の想定を越えたこととなり、文化的には

意味のある広がりをもった重要な事例であると捉えるこ

とができるはずである。

本発表の後半で事例を挙げて説明したように、デジ

タルアーカイプを行う行為とは、人と人、人と物、物と

物のつながりに、これまではなかった変化を与える可

能性を有している。この関係性に対して与えられた刺

激は、新しい創作活動へ発展する可能性を秘めたも

のである。デジタルをキーワードとしながらも、極めて

オーガニックに予測不可能な方向へと向かう発展。も

しもデジタルアーカイブやイメージデータベースに、 学

術的ではなく一般社会に対しての価値あるとするなら

ば、新しい文化活動を生む源としての役割をその内の

ひとつとして捉えるべきなのではないだろうか。
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On the establishment of a Historical GIS database for 

the Fu_亙wara-Kyosite, capital of ancient Japan 

宮崎良美

Yoshimi Miyazaki 

奈良女子大学古代学学術研究センター，奈良市北魚屋東町

Nara Womens's University, Kita uoya nishi-mati, Nara, Nara 

あらまし：奈良女子大学古代学学術研究センターでは、藤原京域の遺構についてHistoricalGJSデータベースを構

築している。このデータベースは、調査機関の保管する遺構実測原図ではなく、調査機関から刊行された発掘調

査報告書を活用している。現在、約 1700の調査区と 5600件の遺構のデータが入力済である。本報告では、報告

書とその収載の遺構図から作成されたこれらのデータについて藤原京研究へのGIS活用の点から位置情報の精度

等について検討した結果と、課題について報告する。

Summary: In Center for Research of Ancient Culture, Nara Women's University, I and colleagues are establishing 

a Historical GIS database for the Fu_亙wara-Kyoand other sites around there. This database has the contents of 

the excavation reports published by several research institutions, and has not original measured drawings. It has 

1,700 excavated sites and 5,600 evidences'data at present. I present on the problems of establishing the 

database. In addition, the geographical information of site data in the database is accurate enough to make studies 

for the reconstruction of Fu_亙wara-Kyousing the GIS database. 

キーワード：藤原京，HistoricalGJS, データベース

Keywords: the Fujiwara Capital, Historical GIS, database 

1. はじめに

「藤原京遺構データベース」は、奈良女子大学古代

学学術研究センターで構築中の「奈良盆地歴史地理

データベース」のひとつである叫

藤原京は、約 1300年前に現在の奈良県橿原市東

部・桜井市西部・明日香村北部にあった都である。持

統天皇八年(694)十二月の遷都から和銅三年(710)

三月の平城京遷都までの短い期間の都であったが、

藤原京の時代は大宝律令の制定などを中心として古

代日本の国家が整えられていく重要な時期にあたる。

古代宮都発達史においても、条坊、つまり中国の都

に倣ったとされる碁盤目状の道路と街区をもった計画

的都城であり、さらにそれまで代替わりのたびに場所

を変え作り替えられていた天皇の住まいであり執務な

どを行った宮を、初めで恒久的に一所に存続すること

を意図して造営されたのも藤原宮であった叫そのた

め、藤原宮と藤原京についてその内部構造や、造営

の時期、条坊施工の時期や地域的展開、人々の生

活の実態などを明らかにすることは、古代日本形成過

程を知る上で重要な鍵となる。

藤原宮・京について戦前より 80年近く続いてきた発

掘調査成果や近代以降の研究史の蓄積は非常に厚

い。これを研究に存分に活用するために Historical

GISデータベースの構築は不可欠である。そこで、奈

良女子大学古代学学術研究センターでは藤原京遺

構データベースの構築を継続して進めている。この経

過と課題について中間的なものではあるが報告する。

2. 藤原京遺構データベースの概要

1)藤原京の範囲
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はじめに、遺構データベースヘの入力対象範囲に

関連して、藤原京域における発掘調査の歴史と復原

案の変遷州こついてみておきたい。

藤原宮の本格的な発掘調査は、 1934~1943 年日

本古文化研究所の発掘調査により始まる。戦後、

1966~1968 年の藤原宮跡調査実行委員会による発

掘調査において大極殿や大垣など藤原宮の中心部

の建物が確認された。この成果をもとに、岸俊男は、

古代官道である横大路、中ツ道、下ツ道を京極とする

南北 6里・東西4里(1里はほぼ530m)の地域に、南

北 12条東西 8坊の復原案を示した 4)。その後、この

復原案にもとづく条坊道路の想定位置で道路側溝が

次々発見されていった。

しかし、 1979年岸説藤原京の外側で京内条坊道路

の延長線上に道路側溝が発見される例が相次ぎ、奈

良県立橿原考古学研究所の秋山日出雄によって京

域を拡大した大藤原京説 5)が提唱され、各種の復原

案も現われた。そして、 1996年、橿原市土橋遺跡と桜

井市上之庄遺跡で相次いで京極道路が発見され、

東・西京極が確定した。

これらの成果を受けて、中村太一氏 6)と小澤毅氏 7)

により 1条・1坊を1里(530m)とする南北 10条、東西

10坊の正方形で、宮がその中央にあるとする藤原京

復原案が提示された。 2004年に橿原市新口町で北

京極道路が想定位置から発見され、中村氏・小澤氏

の復原案が、最も有力な説となっている（図 1)。

2)構築の目的と背景

藤原京および飛鳥地域については、奈良文化財研

究所、奈良県立橿原考古学研究所をはじめ複数の

調査・研究機関によって発掘調査が行われている。

1969年に奈良文化財研究所が継続的な藤原宮跡の

発掘調査を開始してからでも半世紀近くが経ち、各

調査・研究機関から刊行された報告書は膨大な数に

のぼる。しかし、これらの調査成果を利用する場合、1

冊ずつ精査することになり、非常な手間がかかる。そ

こで、これらの検出遺構や遺物などの情報がデジタル

化、データベース化されることで研究の効率化がはか

られることが期待される。発掘調査のデジタルアーカ

イブや、遺跡•以降の地理情報の管理などの効率化

も進むであろう。 GISのスケールフリーで紙地図の判

型の制約が内シームレスであるという特長をいかすこ

とで、遺跡や遺構を詳細に検討することも、藤原京域

あるいは奈良盆地全体の中で俯諏するように分析す

図 1藤原京域

『奈良文化財研究所紀要2013』p119図をもとに作成

ることも自在となる。

宮都地域については、平城京・平城宮8)や、平安京

叫こついてのものがある。藤原京・飛鳥地域に関して

一般利用が可能なデジタルの遺跡情報には、奈良文

化財研究所の遺跡データベースや、奈良県立橿原

考古学研究所の「奈良県遺跡情報地図」などがある

IO)。このなかで、本センターでは GISを活用した藤原

京遺構データベースの構築に着手し、一般利用も可

能なかたちでの公開を目指している。

本センターは発掘調査を担う調査・研究機関ではな

いため、一般に利用可能な刊行物をデータベースの

基礎資料とすることにし、複数の調査機関による刊行

物を対象とする。また、地理情報としての遺構データ

の基礎資料となる遺構図は、精度等の点で調査機関

が保管する遺構実測原図を直接スキャンしてデジタ

ル化することが望ましいが、大判の図面を大量にスキ

ャンすることは時間や経費、調査図面の保存の面で

容易ではない。そのため、可能な限り刊行物所収の

遺構図を利用することにした。このような形での遺構

データベースは発掘調査機関に属さない研究者でも

制作可能なものであることから、その工程においてど

のような問題があるのか検討し報告することも、本デ

ータベース構築の目的とした。

また、前節でみたとおり藤原京域の復原については

変遷があるが、最も広域をカバーしていることもあり中

村氏・小澤氏説藤原京域と、飛鳥地域を含めた地域

をデータベースの対象地域とする。大藤原京説以前
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のものでも、この地域で行われた発掘調査成果はさ

かのぼって入力することを方針としている。

3)遺構データ入力作業

遺構データの入力作業は次の通りである。

①発掘調査報告書中の遺構図等をスキャンしてデジ

タル画像とする。

②図中に記載された位置情報（平面直角座標系によ

る国土座標）をもとに、 GISのジオリファレンス機能によ

り幾何補正を行い、 GISソフトウェアに取り込む。

③②の画像データ上で、調査区や遣構の形状をトレ

ースする。

④トレースした調査区や遺構のデータの属性情報を

入力する。 GISソフトウェア上で遺跡名称や遺構番号

などの概要、典拠となる報告書名や遺構図データの

ファイル名等を入力するが、 GISソフトウェアは長文の

テキストデータを扱うのには適していないため、検出

遺物や特記事項などの詳細な情報は、入力や集計

等に便利な表計算ソフト(MicrosoftExcel)を使い、入

カ・保存している。

なお、藤原京や飛鳥地域という広範囲をカバーする

ため、トレースの対象は建物遺構、塀や柵の遺構、溝

遺構に絞り、建物、塀や柵は遺構図中に復原された

柱筋を、溝は上端線のみとしている。

以上により、藤原京遺構データベースは、 GISソフト

ウェアに取り込まれた遺構図の画像データ、調査区・

トレンチの区画形状をトレースした調査区データ、遺

構をトレースした遺構データと、これに関連づけられる

表形式の詳細情報データより成っている。

現在のデータ数は、調査区データは約 1700箇所、

遺構データは建物、塀や柵、溝を合わせて約5600件

である。入力済データについてみると、最も古いもの

は奈良国立文化財研究所による『飛鳥・藤原宮発掘

調査概報 4』(1974年）所収の調査区であり、最新は

2010年前後刊行の報告書所収の調査区である。だ

が、橿原市、桜井市、明日香村の教育委員会等によ

る発掘調査成果は、報告書のバックナンバーの入手

の都合や国土座標の確認等の事情もあって 1990年

代以降が中心であり、 1980年代以前は奈良国立文

化財研究所と奈良県立橿原考古学研究所・奈良県

教育委員会による報告書が中心となっている。

3. 遺構図の取り込みに関わる問題

ここでは、報告書掲載の遺構図をGJSソフトウェアに

取り込む際に確認された問題点などについて整理し

ておきたい。

長期間にわたる発掘調査報告書をみていくと、同一

の調査区や遺構が、発掘調査が行われた際の遺構

図のほかにも、後に複数の調査区にまたがる遺構の

配置を示すために集成図にまとめられたり、隣接する

調査区の遺構図に参考として示されたりすることがし

ばしばある。これらの集成図、遺構図等を GISソフトウ

ェアヘ取り込むと、同一の調査区であるにもかかわら

ず、互いに位置が食い違ったり、わずかながら回転し

たりしている。遺構図全体がずれているので、速報や

概報の刊行後に調査が継続されるなかで柱穴や溝

遺構の形状が変わったためにずれて見えるものとは

考えにくい。また、掲載図の注記にある縮尺に対して、

実際の図の縮尺が2%程度小さい場合もある。

このずれや縮尺の縮み等は、 報告書の誌面上で概

ね1~2mm 程度に収まっていて、縮尺は 1/100~

1/700 であるから、実際の距離に換算すれば 0.1~

lm程度のずれがあることになる。このようなずれは同

ーの調査区・遺構が複数の報告書の掲載図に示され

るほぼ全てに見られることから、これが報告書収載図

に一般的に含まれる「誤差」とみなしてよいだろう。

逆に言えば、これを超える大きさのずれやゆがみは、

国土座標の誤りなど何らかの問題があるとみて、ずれ

の原因を調べ修正するのがよいだろう。このような例と

しては、複数の調査区にまたがる溝遺構が溝幅以上

にずれて接続できないなどがあり、上層・下層の遺構

図が重ならないなどによって気づく場合もある。

なお、藤原京遺構データベースの場合、複数年次

の報告書に同一の調査区・遺構が掲載される場合、

国上座標の記載がないものをのぞき、なるべく初出の

遺構図を使用し、ずれが顕著な場合は調査機関に確

認していただくようにしている。

しかし、ここ最近の間に発掘調査が行われた調査区

の遺構図どうしについては、若干のずれ・ゆがみはみ

られなくなってきているように思われる。まだ遺構図の

件数が少ないので言い切ることはできないものの、申

し添えておきたい。

4藤原京遺構データベースによる国土座標の

計測値の検討

1)調査機関による測量値との対照

本データベースは、調査機関が保管する遺構実測

原図に比べる縮尺が小さいこと、また、先にみたように、

-57-



遺構図データについて若干の「誤差」があること、さら

に、国土座標などに地表面に換算して数m程度の何

らかのエラーがあっても、隣接する調査区がない場合

など気づく手がかりがない可能性もあることなどから、

このまま GISを活用した条坊の復原的研究などの空

間分析に利用することについて不安がある。

そこで、発掘調査を行う調査・研究機関が公表した

遺構の座標値と、同じ遺構について、藤原京遺構デ

ータベース上で国土座標を計測して、比較しについ

て検証しておきたい。

藤原京域については、奈良国立文化財研究所（当

時）が、奈良県立橿原考古学研究所、橿原市教育委

員会、桜井市教育委員会と協力し、『藤原京条坊資

料(1998)』を刊行している 叫その後、一部のデータ

訂正を行った「【資料編】藤原京主要条坊遺構の概

要」 12)も出されている。これは、調査機関が検出された

藤原京の条坊道路の道路心や道路側溝心の国土座

標を集成したものである。藤原京遺構データベースの

計測値をこれらの座標と比較し、大きな甑甑がなけれ

ば、今後データベースを利用した計測した値もそれな

りに信頼してよいと考えられよう。

また、小澤毅氏が『藤原京条坊資料(1998)』の条坊

の座標に一部追加修正を加えながら、桜井市の吉備

池廃寺周辺の条坊復原について、回帰分析に基づく

検討を行っている叫入倉徳裕氏も、藤原京の中心

部を通る条坊道路について方位のふれや規格等に

ついて、『藤原京条坊資料(1998)』等をもとにした詳

細なデータ解析を行っている 14)。両氏の論文中の資

料にあった条坊の国士座標から「【資料編】藤原京主

要条坊遺構の概要」の座標に追加•修正を行い、比

較用のデータとした。

そして、藤原京遺構データベース上で、「【資料編】

藤原京主要条坊遺構の概要」等に挙げられた条坊の

検出地点に対応する箇所のうち、まず条坊大路 15)に

ついて、報告書の入手や遺構図の取り込みができて

いないものを除き、条坊を検出した 62箇所の調査区

について、道路の中心線、側溝の中心線や中心線の

交点等を描画し、両者の距離について比較した。こ

の際に、先述のデータベースの「誤差」をふまえ、両

者の距離が lmに収まるかどうかを目安にしたところ、

57箇所（約 92%)の調査区で、 lm未満であった。

lm以上のずれがあった 5箇所について、ずれの原

因はまだ明らかにできておらず、今後の課題である。

ただ、うち l箇所は、後年の報告書において調査区

内の大垣の遣構について測量成果の誤りが指摘され

ていた。これが当該の遺構にのみあてはまるのか、調

査区全体に及び、この道路遺構についても位置が変

わってくるものなのかどうかについては確認できてい

ない。この例では、測量成果の指摘は発掘調査報告

から約 15年に指摘があり、周辺の調査に関連する報

告書を長期にわたって精査することも必要であること

を実感させる。余談となるがアルバイトなど複数人で

入力する際にこのような情報の抽出や、過去の調査

成果にさかのぼって修正の要不要の検討などがある

ことも入力作業に応じて留意すべきであろう。

ひとまず、藤原京遺構データベースの調査区・遺構

の国土座標について、何らかの問題が 1割程度見込

まれるものの、 9割程度の遺構については若干の「誤

差」に注意すればよいらしいことが確認できた。

2)条坊道路関数化への応用

さらに実際の条坊復原的で用いられる回帰式の算

出を通して、将来的に藤原京の遺構群に関する GIS

を用いた研究に「【資料編】藤原京主要条坊遺構の

概要」の情報を更新するような資料集成の刊行をまつ

ことなく、本データベースを利用することも見込まれる

こともあり、 検討を加えておきたい。

先に挙げた小澤氏、入倉氏 16)は、条坊方位のふれ

や条坊道路の規格や割り付け等に関連して、回帰分

析を行って条坊道路を関数化し、つまり国土座標で

表される一次関数に表し、これをもとに詳細な分析を

加えているが、この論文中に条坊の回帰式も示され

ている。両氏が関数として示した条坊道路について、

前節と同様に、本データベース上で改めて検出され

た道路側溝心の座標を計測して回帰式を求め、結果

を両氏によるものと比較しながら、利用の可能性や問

題点について整理、検討することにしたい。

なお、対象となった条坊遺構検出地のなかには世

界測地系による国土座標が示された遺構図も含まれ

るが、比較の都合上、 ArcGISl0.1を用いて日本測地

系に変換し、計測を行った。前節で国土座標の数値

に若干不安があると確認された箇所については、あら

かじめ「【資料編】藤原京主要条坊遺構の概要」等に

よる座標に置き換え、それら以外の事由に起因する

問題について確認できるようにした。また、両氏は道

路心についても回帰式を示しているが、ここでは、デ

ータベース上で描画・計測できる側溝心の計測に絞

り、道路心の座標や溝の両肩が検出されていない場
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から大きく外れることはなかった。

二条大路：データベース上では、 「【資料編】藤原京

主要条坊遺構の概要」以後の調査成果も加えたこ

とで、南北側溝とも西十坊から西二坊までと、両氏

よりも長い区間で計測点を得ることができた。入倉

氏による道路心の回帰式は X=tan(0°17'OS")

-165953.46、小澤氏による南側溝心の回帰式は

X=tan(0°17'OS")-165961.5であり、北側溝は

ほぼ同じ値となったが、南側溝心は約 6'程方眼

方位に対する傾き小さく表われた。

三条大路：西二坊、東二坊と、北側溝のみ東十坊で

側溝心が計測できた。ほぼ小澤氏の検討対象区

間と同じであるが、本データベースでは東四坊付

近の遺構データを欠く。しかし、小澤氏による北側

溝心の傾き X=tan(0°32'39")-166131.8、南側

溝心のX=tan(0°35'56")-166124.1と比べると、

北側溝はほぼ同じ、南側溝は約3'傾きが小さいと

いう結果になった。

四条大路：東ー坊から西十坊にかけて計測点が取得

できた。入倉氏論文付表にある東4坊の地点はデ

ータを欠くが、 2001年の四条シナノ遺跡の調査成

果により西十坊の座標を加えている。入倉氏による
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合の溝心の推定などは行っていない。

回帰分析には、MicrosoftExcelの分析ツールであ

る「回帰分析」を使用した。得られた回帰式は表 lに

示した。なお、平面直角座標系においては、 Xは東西

方向の、 Y は南北方向の座標を示す。また、藤原京

域周辺では、国土座標の方眼方位の南北軸を基準と

して、角度が loふれると、 1km先では南北軸から約

17.5m、5km先では約 87.3mずれることになる。以上

をふまえて、回帰式の結果についてみていくが、比較

のために引用する数値は、小澤氏と入倉氏の注 13)

と14)に挙げた論文中の表および付表による。

①東西道路

一条大路：データベース上で国土座標を計測するこ

とができたのは北側溝について両端を西二坊から

東四坊、南側溝は西三坊から東四坊にかけてとす

る区間である。計測点数は表 lに示している。入倉

氏の付表には東七坊の国土座標が挙げられてい

るが、その出典となる遺構図は得られておらず、分

析対象となった区間が氏のものより短い。しかし、

入倉氏による回帰式は X=tan(0° 13'35")

-165714.44であり、表 1の北側溝心の傾き El4'

7.31" Nや南側溝心の El2'53.61"Nはこの傾き



回帰式は、 X=tan(0°34'04")-166394.21で、

データベースの計測結果によるものは、南北側溝

とも 2~3' 傾きが大きい。

五条大路：西二坊から西三坊の約 1坊分の区間で、

南側溝では近接する2点しか得られなかったので、

北側溝のみ 5箇所を計測した。入倉氏の検討した

のとほぼ同じ区間である。 1度を超える大きな傾きと

なったが、氏の回帰式 X=tan(1°20'00") 

-166418.39に比べると、約 13'傾きが小さく表わ

れている。一般に両端の距離が短い場合に、回帰

線の傾きが大きく振れることがあるが、短い区間で

異なる計測点によるためとみておきたい。

六条大路：西四坊～東二坊の区間で計測できた 17)。

入倉氏論文付表の東三坊については遺構図デー

タを欠き、検討区間は若干短くなった。入倉氏の回

帰式はX=tan(1°24'22")-166661.63で、南側

溝では約 16'の傾きの差がみられた。六条大路に

ついては道路幅員に関して問題があることが指摘

されており 18)、このことが南側溝の傾きの差となって

いるものとみられるが改めて検討したい。北側溝は

氏の回帰式に近い数値が得られた。

②南北道路

西三坊大路：東西側溝とも一条から九条の比較的長

い距離で計測ができた。東側溝は、入倉氏の

Y=-tan(0°29'06")-19619.37とは約3.5'の傾

きの差がある。

西二坊大路：東側溝のみ四から九条で計測された。

結果は氏のY=-tan(0°19'48")-18912.05と約

5'の差となった。西二坊大路については入倉氏も

座標が少ないことを指摘しており、この差について

は検討を待ちたい。

西ー坊大路：西側溝は一条から七条まで、東側溝は

一条でのみ計測できた。耳成山の北では遺構デー

タが取得できず、全て耳成山の南である。西側溝

は入倉氏のY=-tan(0°16'38")-18496.06に近

く、東側溝は計測区間が短いため傾きの差が大き

く出たものと考える。

朱雀大路 ： 西側溝は 3~8 条で、東側溝は 3~5 条の

区間で計測できた。 北面中門・南面中門などは除

いて計測している。東西側溝のふれが異なるが、

入倉氏の指摘するように朱雀門南側で道路心から

西側溝、東側溝までの幅が異なることによるもので

あろう。氏による回帰式は Y=-tan(0°37'39")

-19248.72である。

東ー坊大路：二、 四条で計測ができた。距離は短い

が、小澤氏の検討区間にほぼ重なり、回帰式も氏

のY=-tan(0°54'20")-19793.0と近い結果とな

った。

東二坊大路：東側溝は四、八条、西側溝は四、七条

で計測したが、東側溝は残差が大きく、相関係数も

低い。東二坊大路は、前節で検出されたずれが 1

mをこえる調査区の 1つを通る。座標については置

き換えをしているが、そのほかの遺構の位置関係

など報告書等も確認し検証が必要であろう。

以上のように、藤原京遺構データベース図上で計

測された道路側溝の座標についての回帰式と小澤

氏・入倉氏による回帰式と比較したところ、両氏とほぼ

同じ区間で座標が得られた条坊道路では、計測点数

にかかわらず、かなり近い結果が得られたものと考え

られる。また、東二坊大路のように、座標に何らかの

問題がある可能性がある箇所について、相関係数や

残差等の手がかりが得られるらしいこともわかった。

このほかいくつか検討すべき点もあるが、六条大路

や五条大路のように条坊の直線性や道路幅員に関

わる研究上の課題との関連で検討が必要なものもあ

り、改めて検証を行うことにしたい。

5. 藤原京遺構データベースを用いた検討例

ー主題図の作成

ここでは、簡略ながら藤原京の条坊道路検出地に

ついて、遺構データベースを使ってマクロスケールで

遺構を概観することが容易になる例を紹介した。デー

タベースの使用例を紹介したい。

現在、入力された調査区・トレンチデータは、藤原

京内で約 1000箇所である。このうち、条坊道路推定

線にかかる調査区・トレンチは小規模なものも含めて

約630箇所を超えるが、藤原宮造営以前の先行条坊

とそれ以前に施工されていた先々行条坊を含めて、

約 240箇所で条坊遺構が検出されている。

これを GISソフトウェアによって分布図に示すと図 2

のようになる。これをみると、条坊遺構は藤原宮跡とそ

の付近での検出例が圧倒的に多い。発掘調査が早く

から継続して行われてきたことが、検出例の数に反映

されていることがわかる。藤原京域では、下ツ道つまり

西四坊大路から飛鳥）11、十条大路付近にかけて比

較的空間的にまとまって条坊が検出されている。 この

西四坊大路に沿っては北四条から十二条大路まで

道路遺構が検出されている。特に東四坊大路である
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図2藤原京条坊遺構の検出地

中ツ道の南延長線にあたる東南部で、条坊遺構がほ

とんど検出されていないことと対照的である。また、畝

傍山の北側では道路工事に伴って線状に遺構が検

出されている。一方、京の北部や東部では発掘調査

数自体が少ないこともあり、検出例は多くない。

一方で、条坊遺構が検出されなかった、あるいは条

坊遺構に関する言及がない調査区をみると、条坊遺

構検出地のすぐそばなどにもあり、検出地と消失地に

空間的な隔たりがあまりない様子がうかがわれる。一

般的に発掘調査で検出される条坊道路は削平された

状態で検出されるとのことであり、 削平の度合いが異

なるだけで、後世に一様に削平を受けた可能性がう

かがわれる。これについては、遺構の埋没深度や削

平の状態などを検討することで明らかにできよう。

香久山の南方から南の明日香村にかけての地域は、

藤原宮跡と同じくらいの発掘調査が実施されているが、

条坊遺構についての言及は多くない。これは香久山

の南麓に大官大寺跡があり、その周辺も紀寺をはじ

めとする寺院跡があり、さらに南は飛鳥時代に時計台

がおかれた水落遺跡、京域の南端付近は宮殿遺跡

である石神遺跡にあたるためと考えられている。また、

条坊遺構が失われた箇所をみると、条坊遺構検出地

よりも河川に近い箇所にある場合も比較的多いようで

あるとわかる。

6. おわりに

最後にそのほかの課題について述べておきたい。

•国土座標の記載について

藤原京・飛鳥地域において、発掘調査報告書掲載

の遺構図等に平面直角座標系による国土座標が記

載されるようになるのは、 1970年代からである。その

後、段階的に、他の調査機関の報告書に国土座標

が記載されるようになってきた。しかし、国土座標記載

以前の発掘調査には、藤原宮中枢部や、飛鳥地域

の中心部などの重要な遺構を対象とするものが多く、

遺構データベースの有用性を高める上で必要なデー

タであり、遺構データベース構築上の重要な課題で

あり、有効な解決策を見つけられないでいる。

ただ、近年、古い調査区の隣接地で発掘調査が行

われる際に、過去の調査区も一部含めて調査し、そ

の位置情報の記録が進められている 19)。これによる

遺構図を含む調査報告を手にする機会が増えており、

速効的ではないが確実な解決策として、これらの蓄

積が待たれる。

•発掘調査報告書等で用いられる用語の分類・整理

長期かつ複数の調査機関による発掘調査報告書を

みていくと、 調査の経緯、遺構や遺物の検出状況な

どにも応じて、調査区ごとに報告で述べられる内容や

重点がおかれる事柄、 表現等に違いが多くある。入

力される属性情報は報告書の記載に忠実であること

が基本であるが、実際にこのようなデータ群について

テキスト検索を行う場合に、思い当たる用語で検索を

繰り返す必要があり、非常に不便である。例えば、 7

世紀半ばの遺構について検索するならば、 「7世紀中

期」「7世紀中葉」「飛鳥時代」「藤原宮期以前」「藤原

京期」などの用語で探すことになり、不便である。

本データベースの場合、藤原京地域では藤原宮や

条坊に伴うかどうかが時期区分の柱であることから、

「藤原宮・京期前」「藤原宮・京期の直前」 「藤原宮・京

期」「藤原宮・京期の後」「藤原宮・京期のかなり後（中

世・近世）」の5段階にゆるやかに区分し、これを各デ

ータに加えているが、同様に、遺構の時期以外につ

いても遺構について使用される用語を集計し、類似

の用語を包括する分類をつくり、これを検索の一助と

することが望まれる。

また、研究の進展に応じて条坊道路の認定や遺構

の用途をめぐる解釈なども変わる。報告書だけではな

く、 最新の研究成果からも、随時、情報が追加されて

いくのが望ましい。

・遺構検出面の標高

GISデータベース活用の上で、遺構検出面の標高

や、地表面からの埋没深度、土層、遺構の削平の状
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況など、過去の地形・環境の復原のための資料もある

のが望ましい。この遺構検出面の削平の状況につい

ては、廃都後の藤原京の変容・耕地化の展開を明ら

かにする手がかりとなる可能性もある。しかし、一般的

に、報告書には調査区壁面の士層断面図は示される

が、収載の遺構図に面的に検出面の標高や、溝・柱

穴などの削平の状況を知るための深さ等が記入され

ることはあまりない。このような清報を詳細に知ろうとす

れば、遺構実測原図にあたることになる。報告書を活

用するデータベース構築としては、このような情報の

収集も課題のひとつである。

以上、藤原京遺構データベースの現状と課題につ

いて報告した。本報告の際には具体的な数値を示し

ながら、掘り下げて報告する予定であるが、特に、入

力作業で問題に行き当たることが多かった遣構図の

精度について検討を行い、留意すべき点はあるもの

の、藤原京域のようなマクロスケールで予察的分析を

行うには問題のないことを確認できたと考える。

このことは、藤原京域の調査・研究機関の発掘調査

と作成される報告書の内容や遺構図の精度の高さを

改めて確認したことにもなる。これらの成果を存分に

活用することで、さらに藤原京に関する研究が進展し

ていくであろう。

付記

本稿の作成にあたっては、奈良女子大学 21世紀

COEプログラム「古代日本形成の特質解明の研究教

育拠点」および平成 23~25 年度科学研究費補助金

（基盤研究(B)「古代都城・都市をめぐる環境論」 （研

究代表者：舘野和己、課題番号：23320137)の成果を

使用した。
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奈良盆地前方後円墳データベースの構築と課題

-WebGISデータベースのひとつの試み一

On The Construction of The Database of keyhole-shaped mound, 

Zenpoukouenhun, and its Problems 

: An Atempt as A WebGIS-Database 

出田和久＊•石崎研二＊•宮崎良美＊＊

Kazuhisa Ideta*, Kenji Ishizaki*, Yoshimi Miyazaki** 

＊奈良女子大学文学部，奈良市北魚屋西町

Nara Women's University, Kitauoya-Nishi-Machi, Nara 

＊＊奈良女子大学古代学学術研究センター，奈良市北魚屋東町

Nara Women's University, Kitauoya-Higashi-Machi, Nara 

あらまし： WebGISデータベースの現況を簡単に紹介し、従来の遺跡・文化財データベースがWebGISデータベー

スとしての特色を必ずしも十分には発揮していないことを指摘した。ついで、奈良盆地の前方後円墳データベース

のWebGIS化について、 GJSの特色である空間分析が容易である点を活かすために、検索結果を地図の表示する

ことを重視し、また利用者が簡単に分布図を作成できるように操作性を高める工夫を行ったことを紹介した。利用者

がその関心に従って様々な分布図が容易に作成できることにより、前方後円墳への理解を深めると同時に高次の

関心へと誘う効果が期待できる。今後は、内容のさらなる充実と対象範囲を拡大して全国規模の検討が行えるよう

にすることが課題である。

Summary: The purpose of this paper is to present the devices which we made for raising usability so that a user 

can create a distribution map easily on the WebGIS-database of keyhole-shaped, mound, Zenpoukouenhun, and 

problems which will be caused when a user uses it and a user going to use it more highly. In addition, I pointed 

out that many database of remains and cultural property did not necessarily show the characteristic as the 

WebGJS database fully. When users can create easily the distribution map about various Zenpoukouenhuns 

according to their concerns, we think that the effect invited to high order concern is expectable at the same time 

they deepen an understanding to the Zenpoukouenhun. 

キーワード：WebGIS, データベース，分布図，歴史地理学，前方後円墳

Keywords: WebGIS, database, distribution map, historical geography , the Zenpoukouenhun 

1. はじめに

従来、歴史情報のデータベースの多くは単に文字

ベースのテキストデータから構成されていた。しかし、

歴史情報とひとくちに言っても文字史料だけではない。

特に近年歴史研究においては文字史料だけではなく、

絵巻物や古絵図、さらには考古資料など多様な資料

が用いられるようになってきた ！）。 このような動きを反映

して歴史情報のデータベースにも因像をデータとして

有するものが登場してきた。東京大学史料編纂所の

「史料編纂所所蔵肖像画模本データベース」や「古写

真データベース」、「史料編纂所所蔵荘園絵図模本デ

ータベース」や「東洋文庫所蔵」図像史料マルチメディ

アデータベースなどはその代表例と言える。

このように歴史情報は多様化しているものの、歴史

学ではその情報の起源地や所在地についての関心は

希薄なようで、これらのデータベースにおいても必ずし

もそれら因像やテキストに関連した地理情報が結合さ

れているわけではなかった見
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これに対して近年、特に 1995年の阪神・淡路大震

災以降GISの有効性が注目されたこともあり、 GISを活

用した情報提供が多くみられるようになってきた。その

ような中で最近は WebGISを活用したデータベースが

多くの自治体で遺跡の分布や情報の検索機能を実装

して公開されるようになっている凡

以上のような動きを受けて、奈良女子大学古代学学

術研究センターでは 21世紀 COEプログラム「古代日

本形成の特質解明の研究教育拠点」 (2004年度～

2008年度）において構築した GISを活用した「奈良盆

地歴史地理データベース」の改良と充実に取り組んで

いる。なかでも「前方後円墳データベース」は単に古

墳の位置を示し、その属性に関する詳細情報を示す

にとどまらず、ユーザーが2項目の属性とさらにそのサ

プ項目を選択し、それらの組み合わせを容易に変更し

て検索でき、その分布状況を知ることができるとともに

詳細情報を必要に応じてクリックして表示できるユニー

クなWebGISデータベースとなっている。本報告では、

このデータベース構築の考え方とプロセスを紹介する

とともに、今後の課題について述べることとしたい。

1. 1. WebGISデータベースとしての奈良盆地歴

史地理データベース

1)WebGIS データベースの現状—埋蔵文化財・遺跡

データベースを中心に—

WebGISとは、インターネットやイントラネット

上で、 Webブラウザを通じて GISを利用可能にする

仕組みのことで、最近地方自治体において住民に

各種ハザードマップ等に関する防災情報や福祉・

医療情報など様々な情報を公開・提供するのに活

用されている。 WebGISデータベースとは、この

WebGISを利用したデータベースのことであり、デ

ータベースから必要なデータを検索し地図上に表

示できる。この利点を活かして位置情報が欠かせ

ない遺跡や文化財に関する情報の公開にWebGISが

利用されているといえよう。

遺跡データベースは、奈良文化財研究所が全国

を網羅して構築し 1996年から公開しており、緯

度・経度により位置情報も示しているが地図によ

る表示機能は備わっていない。当時は日本におけ

るGIS普及の初期にあたり 4)、GISの利用は余り意

識されていなかったものと思われる。その後公開

された 「地方官街関係遺跡データベース」では位

置を示した地図がポップアップで表示されるよう

になり、位置情報を分かり易く示しており WebGIS

の代表例とも言えるものとなった。

また、国立情報学研究所による文化遺産データ

ベースは全国を網羅しているものの、位置につい

ては所在地の簡単な住所を記載するにとどまって

いる。文化庁の国指定文化財データベースでは位

置については地図表示のリンクがある。このよう

に大規模な機関が関与して構築された遺跡等に関

するデータベースであっても位置情報に対する認

識や扱いには差がみられるのが現状である。

このほか、地方自治体やその関連団体による GIS

を利用した遺跡や埋蔵文化財に関するデータベー

スも公開されているものも多くみられるようにな

ったが、その多くが所在地、時期、名称、種別に

よって検索し、位置を地図上に示すということを

主としたものである 5)。たとえば、比較的よくでき

ていると思われる岡山県の例では、 『おかやま全

県統合型GIS(地理情報システム）』を公開し、これ

によりさまざまな情報を提供している。文化財情

報についても、国・県指定文化財と埋蔵文化財（遺

跡）の位置や内容を検索して調べることができる

仕様となっている。 WebGISを活用 したデータベー

スでは、地図により位置情報を表示するに際して、

多くがGoogleMapsをはじめとする、プロバイダ提

供の地図 APIを用いている。しかし、上記の岡山

県の例でも、地図で表示するのは位置情報が主と

なっており、 staticな分布図の表示にとどまって

おり 、必ずしも GISの特色を十分に発揮している

ものとはなっていないといってよいであろう。

2)奈良盆地歴史地理データベースの概要とWebGIS

データベース

奈良盆地歴史地理データベースは、古代を中心

にしつつもそれ以前の古墳時代の開発状況をも視

野に入れた遺跡情報、さらに中世に下がる文献史

料もデータベースに加え、奈良盆地という比較的

広域を対象として歴史的景観とその変遷を明らか

にし、日本の古代都城の特質解明に資することを

目的としたものである。本データベースは、歴史

地理研究の基本資料となる小字地名の GISデータ

ベース「小字データベース」、それと密接に関連

する「条里・条坊関連史料データベース」や「藤

原京遺構データベース」、 「前方後円墳データベ

ース」、 「古墳時代集落遺構データベース」の考

古資料をデータの核とするデータベース及びこれ

らとは若干性質を異にするが奈良盆地の歴史地理

に関連して自然景観など有意義な情報を読み取る

ことができる 『万葉集』の歌碑が建立されている

場所と歌の解説等を付した「万葉歌碑」データベ
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ースの 6サブデータベースから構成され、部分的

にwebページで一般に公開している。

奈良盆地の歴史的景観とその変遷を究明するこ

とに資するために構築しているデータベースでは

あるが、飛鳥時代以前すなわち古墳時代に関して

は文献史料が存在しない。しかし、地域の開発状

況は古墳や集落遺跡などの遺跡分布等からある程

度知ることができる。たとえば古墳に関してみる

と、いつの時期に、どのような古墳が、どこに造

営されているかを知ることは、古墳造営の場所が

集団の存在する場所から大きく離れていないと考

えれば、その周辺に古墳造営の主体となった集団

の存在を推定する ことが可能であり、地域の開発

状況を概観する手がかりとなるだろう。特に前方

後円墳の築造は地域の有力な首長層に限られてい

たと考えられ叫奈良盆地は古墳時代にヘゲモニー

を握ったヤマト王権の所在地であり、その盟主や

関係者の墳墓とされる前方後円墳の地域的展開と

その実態を把握することにより、開発状況の検討

に資することが期待できる。したがって、前方後

円墳に関して多様な視点から分布のありようを探

ることが必要となるので、 GISの利用による空間分

析はそのための有力な方法となると考えられる。

このようなことを視野に入れながらデータベース

化を進めた。

3)前方後円墳に関するデータベースの現況

前方後円墳については、早くも 1995年に小沢一雅

氏により学術的な貢献を目指してホームページが開設

され、その後前方後円墳研究会（代表：小沢一雅氏）

の編集で改訂されてきた前方後円墳データベースが

全国を網羅して著名である（図—1) 。他にも一般の関

心も強く古墳ファンによって各地で様々なデータベー

スが構築されているが、個人で構築していることから労

力に限りがあり、範囲が一地方（県内）等に限られ、そ

図ー1前方後円墳研究会のホームページ

こで利用可能なt青報は規模や時期など限られた情報

であることが多い。これらのなかには、 Googleマップ等

を利用して詳細な位置表示がなされ、現地踏査に大き

な便宜を提供してくれるものもある叫しかし、検索機

能を有するものでも地名や時期等による検索結果を示

して、そこから知りたい古墳名をクリックすると個別の古

墳の位置が示されるというもので、ある地域における前

方後円墳の分布を示すという性格は有してはいない。

前方後円墳の Web公開データベースの嘴矢といえ

る前記の前方後円墳研究会によるデータベースは、

地域（府県別）を選択してから古墳名、所在地のほか

墳丘長、時期、さらには墳丘の部位の規模や内部主

体、外表施設の有無など多様な組合せで、しかも全国

規模で検索可能なデータベースであるが、検索の結

果は該当する古墳名の一覧が示され、見たい古墳名

をクリックすることで位置が表示される。情報工学の専

門家が中心になって構築されたものであるだけに、機

能面では他の Webデータベースとは格段の差がある。

GISが普及する前に構築されたデータベースであるの

で、古墳の分布状況を見るには適していない。

しかしながら、歴史地理学からみると、貴重な検索

結果の一覧を示すだけではなく、検索項目を満たす

古墳がどのような分布状況を示すのかは、地域的な視

点からは重要なf青報であり、検索結果全体を地図上

に表示するシステムが望まれるのである。そこで、 GIS

の特色をできるだけ活用した、検索結果を分布図で示

すWebGISデータベースの構築を目指すことにした。

2. WebGISデータベースとしての前方後円墳デ

ータベースの構想

1)GIS の特色を活かしたデータベースの考え方•構想

GISの最大の特色は空間分析が容易にできる点であ

るといっても過言ではなく、たとえばデータベースによ

り検索して得られたデータ（事象）を地図上に簡単に

表示できる。そこで、前方後円墳のデータベースを構

築するにあたり、この特色を活かしたWebGISデータベ

ースとすることを目標とし、空間分析の手始めに検索

結果を一覧表の形で表示する代わりに地図上に分布

図として表示するようにした。地図上に分布を示すこと

は、前方後円墳に限られたことではないが、地図に示

された事象の周囲との関連や立地について判読し得

るので、そこから得られる土地の情報の豊富さに注目

することになる。 判読できる情報・内容は利用可能な

地図の縮尺や情報内容にもよるが、通常であれば平

野・丘陵・台地、土地の傾斜といった地形条件（図—2

参照）に加えて道路や鉄道などに関する交通条件、あ
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図ー2都市圏活断層図（国土地理院）の一部
断層によるケルンバットを利用して後円部が築造されている
ことが読み取れる。

るいは集落の位置や規模さらに地名などからは社会

的・歴史的・文化的条件などが読み取れる。

したがって、次に問題となるのが前方後円墳のデー

タベースとしてどのような属性データを格納すれば、こ

の特性を活かしたデータベースとなるかが重要な問題

点となる。つまり、意味のある地理的分布を表示したり

や空間分析が可能となるようにしたりできるような属性

をデータとして格納しなければ、その特色を十分に活

かすことができない。しかし、データベースに入力する

属性の種類が多くなると、その組合せも格段に増加す

るので、予めどのような属性および属性の組合せが地

理的に有効であるかを決定することは、 一般には困難

である。

次に、データベースのプランニングに当たって考慮

した点は、研究レベルでも利用可能なものとすると同

時に、地域貢献に資するという点であった。現在大学

には地域貢献が求められていることから、成果を地域

社会に還元することを念頭に置き、一般にも関心の高

い前方後円墳のデータベースを構築し公開するから

には、一般の人々が特段 GISについて知識や使用経

験がなくても簡単に利用できるようにする必要がある。

つまり、使用するに際していかに気軽にアクセスできる

ユーザーフレンドリーな WebGISデータベースの環境

を用意するかということであった。

2)地理的分布・空間分析を考慮したWebGISデータベ

ースの要件

奈良女子大学古代学学術研究センターでは、研究

上の必要性から既に構築していた前方後円墳データ

ベースの経験を基礎として、上記のような構想の下に

新たなWebGISデータベースを構築し公開することとし

た。

最近はGISへの理解が深まりつつあるとはいえ、一

般に GJSソフトウェアは高価であり、ArcGJSをはじめと

するGJSソフトウェアは、操作にはある程度の習熟が必

要であり、いわゆる文系人間にとってはファイル構成も

複雑で、 mxdとshpファイルの区別も難しく思われるよう

である。したがって、歴史系 GIS研究の副産物あるい

はGJS環境整備の一環としてGJSデータが作成・公開

されても、一部の研究者の間でしか利用されず、歴史

系 GISの発展や研究者・理解者の増加には容易には

結びつかないという現実に直面することになる。

そこで前記のように GISの大きな特色である空間分

析の容易さを活かして、直接的には地理的分布のも

つ面白さに利用者の関心を誘導するデータの見せ方

をセットにして、 WebGISデータベースを公開すること

が望まれる。これには、アプリケーション操作やブラウ

ザの制約を利用者に感じさせないようにユーザビリティ

を高めるとともに、①前方後円墳データそのものを見る、

②分布図（主題図）を作る、③主題図から前方後円墳

を理解する、④空間分析的思考をする等が可能となる

ような工夫が必要となろう。ここで列挙した①～④の事

項は基本的には、この順序でより高度な分析へと進展

していくことを念頭に置いている。

また、研究レベルにおいても利用価値のあるデータ

ベースとするためにはある程度データベースに収める

データの属性項目や各項目のデータ量が大きくなる。

しかし、それが余り大きくなると利用するパーソナルコ

ンピュータのスペックにもよるが、Webページの画面が

スムーズに動かなくなったり、表示に時間がかかりすぎ

たりする。そうなると、移り気な利用者はすぐに別のペ

ージヘと移動することになる。

以上のような諸要件を満たすにはどのような

WebGISデータベースとすればよいか、具体化な画面

設計やプログラムについては Webページ制作の業者

に委託するとともに適宜打ち合わせをしながら開発す

ることとした。

3. 奈良盆地前方後円墳データベースの構築

l)Webページ制作一専門業者への委託

上記のような要件を満たし、デザインやレイアウトを

洗練されたものとして、ユーザーが利用するに当た

って抵抗感が少なく、アプローチしやすいものとする

ために専門業者に委託した。制作の過程での打ち

合わせを通じて種々助言を得られたことは有意義で

あった。

2) GoogleMapsAPIの使用

GoogleMapsAPIをAdobeのGoogleMaps用のFlash
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図ー3初期画面

「分布表示する項目を選ぶJというウィンドウを右上におき、
直感的に操作できるようにした

で使用することにより専用の地図表示ソフトウェアの購

入の必要がなくなる。さらに、大きな効果として日常的

に使用しているインターネットブラウザを使用するので、

利用者にとっては複雑な操作は不要で、利用上の心

理的バリアが小さいと考えられた。

3)画面設計と操作手順

画面設計や操作手順は、利用者がマニュアルなど

を一切読むことなく直感的に扱えるものにすることを目

指し、委託業者のニューロマジックの担当者の助言も

得ながら検討を進め、以下のようなものとすることとし

た。

①初期画面には古墳アイコンを表示し、利用者が

全体のデータ数やその範囲、密度などを把握できる

ようにする。

②メニューは分布図作成と検索、ベースマップの切

り替えなどに絞り込み、シンプルにする。

③操作パネルなどは初期画面で画面上に表示し、

直感的に「これをクリックしたらよいらしい」と利用者

に思わせる。具体的には初期画面に「分布表示する

項目を選ぶ」としたウィンドウを表示している（図—3) 。

④操作パネルは常に画面上に表示し、タブ表示な

どで常に所在が分かるようにしておく。つまり、操作

に関わるメニューなどが隠れてしまって、どこにある

のか見つけられないことがないようにする。

⑤メニュー名は「分布表示する項目を選ぶ」など具

体的にして、利用者が何のための操作をしているか

を分かりやすくする。

⑥分布図（主題図）作成時に選択解除、 あるいは初

期状態に戻すボタンを用意する。

⑦後述の副葬品や形象埴輪のパイチャートは、凡

例ウィンドウ上のパイチャート（の該当箇所）を直接ク

リックして表示項目を選択する。これはチェックボタン

．
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図ー4ポリゴン表示の画面

やラジオボタンを使わないことにより、マニュアルを

読まずに直感的に操作できるようにするためである。

4)利用者が空間分析にも興味を持つようにする表示

の工夫

①点表示から面表示ヘ

ただ単に点記号（ドット）によって分布を示すだけ

ではなく、利用者が興味を持つように表示するため

に、小縮尺では点記号による表示にならざるを得な

いが、大縮尺では前方後円墳の平面形や規模が見

ただけで分かるようにポリゴンの表示も取り入れた

（図—4) 。 前方後円墳のポリゴン作成には手間を要

したが、利用者に興味を持ってもらうためには視覚

的な効果が必要である。また、ベースの地図を

GoogleMapsの空中写真モードに簡単に切替えるこ

とができるので、墳丘の平面形・規模をみるとともに

周辺の地形環境などが理解しやすくなり、古墳の立

地等に関心が向けられることが期待できる。

② 30画像の表示

また、やはり視覚的にも関心を惹起するために、

一部の古墳について墳丘の 30画像（アニメーショ

ン）を加え、立体的にも前方後円墳を見ることができ

図ー53D画像の表示画面（宝来山古墳）
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るようにした。これは国土地理院が提供する基盤地

図情報（数値標高モデル）を用いて作成した 8)。ポッ

プアップで表示される詳細情報のウィンドウに組み

込み、再生ボタンをクリックするとアニメーションを閲

覧できるようにした（図ー5)。

③利用者による分布図（主題図）の作成

利用者が表示したい項目と表示方法を選択して、

主体的に分布図を作成することを可能とした。表示

する項目は2項目選択できるようにしたが、その理由

は3項目以上とすると組合せのパターンが多くなり

すぎてかえって主題図の読み取りに困難を来すと

考えられたためである。地図上に表示する際には記

号の大きさと形状にも配慮し、墳丘長や石室の大き

さのような数値データについては値を段階区分して

表示することで分かり易くした。また、副葬品および

形象埴輪については、有無のほかにそれぞれ種類

による組合せをパイチャートで表示できるようにして

興味を深める工夫をした（図—6) 。

④古墳の詳細検索

検索の結果分布が示された古墳の内、概要を知

りたい場合は当該古墳のアイコン・ポリゴンをクリック

すると情報を見ることができ、さらに詳細清報を知り

たい場合には「詳細情報」をクリックするとポップアッ

プ画面に詳細情報が表示されるようにした。また、

別の古墳の概要を見る場合は、その都度ポップアッ

プ画面を閉じなくても別の古墳をクリックすると、自

動的に閉じられて新しい古墳の概要がポップアップ

表示される。これにより利用者が多数の古墳につい

ての概要を見ようとする場合のストレスをかなりの程

度緩和できると思われる。

5)高度な利用のための工夫

画面の下部において「古墳検索」のスペースを設け、

古墳の詳細検索をテキスト入力により行えるようにした。

これは古墳名、古墳群名、形状、所在地、出土品、特

記事項という項目を選択して、検索したい内容をテキ

ストで入力して検索し、結果を地図に点滅表示するよ

うにしている。2項目の組合せでも検索できる。たとえ

ば、出土品で三角縁神獣鏡、 所在地で天理市と入力

して検索すると黒塚古墳が点滅する（図—7) 。 これは、

「分布表示する項目を選ぶ」という簡便さを第一にした

検索とは異なり、より高度な検索を可能としようとするも

ので、項目を増やして研究レベルでも使用可能となる

ことを目指している。

4. 今後の課題ー終わりにかえて

前方後円墳は全国的に分布し（ただし、北海道、青

森県、秋田県、沖縄県には知られていない）、その総

数は5200基に達するという 9)。今回報告したのは、そ

の分布の中心地のひとつである奈良盆地に所在する

ものを対象としており、僅か325基にしか過ぎない。全

国的に展開した前方後円墳に関して、現在の奈良盆

地を対象としたデータベースはきわめて局地的である

ので、特に研究レベルでの活用を考慮した場合に、利

用価値は非常に小さなものとならざるを得ない。したが

って、対象地域を拡大し全国規模にすることが、まず

第一の課題である。このことに関連しては、データの量

にも考慮する必要があろう。現在の奈良盆地に限定し

たデータの場合、エクセルデータのファイル容量はお

よそ 300kBに過ぎないが、これが全国規模になると単

純計算で4.5GB前後になると予想される。この場合、

図ー6出土品構成のパイチャートによる表示と分布
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図—7 「古墳検索」結果の画面

webの利用者が使用するパーソナルコンピュータ等の

スペックにもよるが、データが重くて動かなくなる可能

性が危惧される。その場合、全国規模で検索して動作

がスムーズにいくようにするための方法を検討すること

が必要となろう。

前方後円墳は、時期により石室の構造や規模、立

地などに変化が見られることが、これまでに ArcGISを

利用した空間分析により確かめられた 10)ので、古墳の

詳細検索に「時期」の項目を追加し、より有効な検索

が行なえるように修正するなど、検索項目や属性デー

タの整理についてさらに検討を進めることも必要であ

る。

本データベースは上述のように GoogleMaps AP! 

for Flashを利用しているが、これに対する正式サポー

トが 2011年 9月に終了した。奈良盆地歴史地理デー

タベースは、 Flashを使用して2008年度から部分公開

を開始しており、サポート終了後も使用してきたが、

2014年9月2日で機能停止することになっているので、

それまでにこれをGoogleMaps JavaScript AP! (V3)に

移行しなければならないことも課題となっている。

［付記］本研究には奈良女子大学21世紀COEプログ

ラム「古代日本形成の特質解明の研究教育拠点」、平

成 19年度～平成21年度科学研究費補助金（基盤研

究(C)、研究代表者：出田、課題番号：19520674)、お

よび平成25年度～平成27年度科学研究費補助金

（挑戦的萌芽研究、研究代表者：出田、 課題番号：

25580174)の成果の一部を使用した。
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広島県立美術館館蔵品データベース構築について（事例報告）

Constructing the Database of Collection of 

Hiroshima Prefectural Art Museum 

福田浩子

Hiroko Fukuda 

広島県立美術館学芸課，広島市中区上織町 2-22

Hiroshima Prefectural Art Museum, 2-22 Kaminobori-cho Naka-ku, Hiroshima 

あらまし：広島県立美術館は、 2011-12年に館蔵品データベースを構築した。これは館内の行政LAN上で

学芸員が使用する管理用データベース、 web公開用データベース、そして館内来館者閲覧用データベース

の3つを諸事情のために非同期連動させた画像を含むデータベースである。今回は、行政LANの制約のた

めにデータ更新内容を同期連動させない当館の新データベース構築事例を紹介したい。

Summary: Hiroshima Prefectural Art Museum constructed the database of Collection in 2011-12. It 

is constructed by three image databases as the management database, the database for website, the 

database for museum visitors, those are asynchroniesd and interlocked. Here I introduced our case 

of database construction. 

キーワード：人文科学，データベース，画像データベース，美術館，web公開

Keywords : humanities, database, image database, art museum, website 

1. データベース構築の契機

今回の作品データベース構築については、厚生労働省

による雇用創出基金事業の緊急雇用対策一般公募事業

のひとつに、有限会社アイ ・ティー ・エスによる「広島

県立美術館収蔵品検索サイトの構築事業」が選定された

ことから始まった。同事業の提案者は、前述の有限会社

アイ・ティー・エス（代表取締役：田川育伸氏）で、同

社は企業独自のシステム構築を主に行っている広島市

内のソフトウエア開発会社である。それまで当館との事

業実績はなく、当館側も予期していない事業案であった。

公募選考途中以降に設けられた当館側の担当が筆者で

あった。

緊急雇用対策の事業であるから、データベース構築の

各工程において雇用を生み出すことが目的のひとつで

もあり、システム開発を中心的に行った田川氏をはじめ、

美術館側との各種調整役の藤原氏はもちろん、多数の外

部の方の力をお借りして、今回のデータベースが作り上

げられた。

2. 今回のデータベース構築以前の状況

昭和 43(1968)年に開館した広島県立美術館は、平成

23 (2011)年度末現在で4,399点の美術作品および美術資

料を所蔵し、保管維持すると同時に展示の用に供してい

る。平成8年のリニューアル・ オープンを控え、広島県

ゆかりの美術作品、 1920-30年代の美術作品、日本を含

むアジアの工芸という 3本の重点収集方針に則ってコ

レクションの充実をみた。平成2(1990)年以前の館蔵品

に関する情報は冊子体の目録に掲載されていたが、それ

以降の収集品についての情報は作品台帳と作品カード

が主力であった。

(1)作品台帳

台帳記載の項目は、受入年月日、作者名、生没年、作

品名、制作年、納入者、購入価額、 備考である。場合に

よって各作品の担当学芸員が追記している場合がある。
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(2)作品カード ならなかった大きな理由のひとつは、広島県庁の職員が

作品カードの項目は、表面に大分野、中分野、備品記 使用するネットワーク（以下、県庁LANと呼ぶ）の制限

号、中分野の作品番号、員数、作品名、制作年、寸法、 によって、Musethequeを接続することができなかったこ

材質技法、制作者、制作者の生没年、所属、納入者（納 とである。そのため、 Musethequeは日常的に更新が必要

入者、寄贈者、その他）、備考、写真貼付欄、写真管理 な作品管理には充分活用できず、館内の図書室に設置さ

欄、裏面には参考文献、使用歴欄がある。 れた来館者用作品検索システムとして稼働している。

作品カードとポジフィルム、その他の関連資料（主な

素材は紙）はカットフォルダーに1作品分ずつ収め、カ

ードキャビネットに収納して管理している。また、 作家

＝制作者についての情報は、別に作家ごとのカットフォ

ルダーを使用して保管している。

(3)冊子体の館蔵品目録

冊子体として最後に印刷・発行された館蔵品目録は、

平成 2(1990)年発刊の館蔵品目録である。これにはそれ

以前に収集した計1,594点がモノクロ写真とともに収録

されている。現在とは分野ごとの作品内容や作品数がま

ったく異なっており、現状の主要コレクションの多くが

掲載されていないため、すでに役割を果たした目録とい

える。本目録発行に前後して、リニューアル・オープン

に向けて重点収集が開始されていたが、新たなコレクシ

ョンの情報を一覧できる目録は現在までついに発行さ

れていない。

(4)館蔵品データベースシステム

当館は平成 8(1996)年リニューアル・オープンにあた

り、館蔵品データベースをはじめとして各種の機器を導

入した（経緯と詳細については、角田新「広島県立美術

館の情報機器について」 『広島県立美術館研究紀要』第

5号、 2001年）。なお、当時の館蔵品データベースにつ

いてはp.3に記述がある。

その次段階として、平成18(2006)年度以来、今回のデ

3. データベースの枠組み

今回のデータベース構築に当たっては、当館で使用中

の来館者用データベース Musethequeを残すこととし、

管理用データベースは県庁LAN上の各学芸員のパソコン

で使用できること、かつ、インターネットを使用した当

館ホームページ上でも web版館蔵品検索システム (web

公開用作品データベース）を公開することを目標に、

「仕事に使える」データベースの構築を目指した。

そして、 3つのデータベース

管理用データベース

館内公開用Musetheque

web公開用データベース

を連携させる方針がアイ・ティー・エスより提案され

た。

美術館内

図書室内

端末

来館者

県庁LAN

（美術館内端末のみ）

図1 データベース相関図

インターネット

web版館蔵品検索システム

T 、
’‘ ＇ 検索， ‘、検索

＇ 
ヽ
，ヽ
一般利用者

一般利用者

ータベース構築まで使用してきたデータベースが富士 このような複数のデータベースは変更内容が随時同期

通のMusethequeV3Light/SSであり、現在も館内公開用 されるのが常識的だろう。しかし、学芸員が使用してい

館蔵品検索システムとして稼働中である。今回新たに構 るパソコンが県庁LANに接続している事清により、管理

築したデータベースとの関係については、後述する。 用データベースの更新内容は他の2つのデータベース

Musetheque自体は博物館・美術館資料の管理に特化した に同期するのではなく、ハード的に切り離した状態を維

データベースであるから、本来ならば館蔵品すべてをこ 持し、更新作業はUSBメモリを介して手作業で行うとい

のシステムで管理すべきところであった。しかし、そう ぅ、あまり例のない方法をとることとなった。 webデー
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タベース公開後の更新作業は、年間数回、必要に応じて

担当者が行っている。

4. web公開用作品データベース

インターネッ トを使用できる環境ならばどこからでも

アクセスして当館の館蔵品に関する基本的な清報を得

られるweb公開用作品データベースは、当館にとっては

初めての試みであった。

データベースヘのリンクは、当館ホームページのトッ

プページと、所蔵作品展タプのすべてのページに置いた。

トップページでは、右カラムの所蔵作品紹介枠の下に館

蔵品データベースヘのバナーを貼っている。

館蔵品データベースに入る前には、当データベースの

定義内容、著作権について了承したことを確認するボタ

ンを押すこととなる。このため、各作品清報の htmlペ

ージヘの外部からのリンクはできない仕様となってい

る。また、館蔵品検索ホーム画面の背景には、当館を代

表する作品である《伊万里柿右衛門様式色絵馬》 2体を

置き、 web版データベースヘの来館者へ親しみを感じて

いただけるようにデザインを工夫した。

このホーム画面からは6類類の検索方法を選べ、各検

索タブ選択時も他の検索タブが表示されており、いつで

も他の検索方法へ移行できる。

図2 館蔵品検索ホーム

(1)おすすめ作品を見る

まず、 「おすすめ作品を見る」では、当館を代表する

作品群を一覧して、ビギナーや特に検索目的を持たない

訪問者が気軽に楽しめるページとした。初期画面ではテ

キストで右上のボタンで「サムネイル表示Jへ切り替え

られる。また、同ページ「スライドショー」リンクから

は「おすすめ作品」に設定されている作品が次々にスラ

イドショー表示される。
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図4 おすすめ作品サムネイル一覧

(2)厳選30の作者を見る

このタブでは、 30人の作者リンクから、その制作者の

作品を一覧表示する。

(3)作者名で検索

作者名での検索は、作者名の漢字と読み（カタカナ）

による検索枠を上部に設けている。下部にあ行～わ行の

タブを作り、作家名一覧からも選択できる。
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当館は国内作家だけでなく、海外作家や海外の工芸作

品を所蔵しているが、これらも「ウズベキスタン」や「エ

ルサリ族、 トルクメン」のようにカタカナ読みでタブ内

リストに表示している。

(4)作品名で検索

作品名での検索結果は、作者名同様に漢字または読み

（ひらがな）の部分一致で30件ずつ表示される。

(5)連想ワード検索

連想ワード検索は、アイ・ティー・エスによる提案に

より疇した、他館のデータベースにない網敗を持つ検

索方法である。

作品名に含まれない、作品イメージによる単語が登録
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図5 作品詳細ページ

されていて、抽象的な言葉や文様、地名などでヒットす 左側の作品画像をクリックすると、 拡大画像が表示さ

る。ひらめきによる作品の印象が言葉として当てられて れる。 web公開用画像は、縦横の長辺を500ピクセル、

いるので、当然のことながら、時には検索者がイメージ 72dpiとし、電子透かしを入れた。

するものとは異なる結果となる可能性もある。

(6)分野で検索 5. 管理用作品データベース

最後は分野別の検索である。大カテゴリーから小カテ 前述のよ うに、 県庁LAN上にある管理用作品データベ

ゴリーを選ぶと、検索結果として作品が 30件ずつ表示 ースは学芸員が主に作品管理に使用する。 web公開用館

される。 蔵品データベースや館内来館者用データベースの基礎

例えば、絵画内のカテゴリーとして日本画、油彩画、 データを管理するものである。

版画、水彩画、素描、パステル画、平面造形、拓本がぁ (1)ユーザー管理

り、工芸内カテゴリーとしては陶磁、染織、金工、漆エ、 県庁LANにIDを持つ学芸員およびその他の美術館職員

木竹工、ガラス、七宝、人形、甲冑刀剣、その他の工芸 に、データベースヘのログインは個別の IDとパスワー

といった主に素材による分類がある。 ドを使用し、それぞれの使用状況が管理者モードからは

分野は、館蔵品管理のため使用している分類を採用し 見えるようになっている。また、ユーザフループ管理と

ている。なお、絵画カテゴリーの平面造形には、もしか して、カテゴリーごとにアクセス者を制限することもで

すると別分類にした方がよいかもしれない写真や工芸 きる。

的平面作品の一部も過去の収集経緯の中で含まれてい (2)作品情報管理

る。 このデータベースの根幹である作品情報の管理を行う

(7)個別作品ページ 部分である。各作品情報は作者名、作者名（カタカナ）、

虚の6種類の検索方法の結果、表示される個別作品 作品名、分類記号、分類記号と組み合わせた作品番号か

の詳細ページには、作品の基本情報として作品名、作者 ら検索して表示できる。

名、材質・技法、 寸法、制作年、作品解説の項目を置い 作品情報検索結果として表示されるリストの頭のチェ

ている。学芸員が分担執筆した作品解説はweb版データ ツクボックスにチェックすることで、サムネイル表示や

ベース公開時点で約150点掲載し、 順次追加している。 作品目録作成などに活用するためのcsv形式での出力が

できる。
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作品を選択するとその作品の詳細情報が表示される。

ページ1では、 分類番号、作品名、制作年、寸法、材 このシステムでは、館内用と web用にそれぞれデータ

質•技法など。ページ2 では、 web 版作品データベース をパッケージとしてエクスポートするため、画像データ

の「連想キーワード検索」のキーワード、 web版や館内 のファイル、そして作品情報 （テキスト）の1件ずつの

検索の公開フラグ、 「おすすめ作品」掲載フラグ、作品 データに対して、館内用と web用に公開するか非公開と

解説など。ページ3は、備考や貸出歴の記録となってい するか選択するようになっている。この選択は各作品清

る。貸出歴はさらに別ページでそれぞれのデータを記入 報詳細画面でも行うが、公開フラグ一括登録画面ではリ

する。 スト形式の状態で公開・非公開の区分を変更できる。一

多数の作品を扱う場合に便利な機能である。

図 吟看号 中ー '"'

I''"る I

(3)分類マスタ

分類マスタは作品の分類を整理して、作品情報に割り

当てる基本情報管理である。館蔵品は美術館所蔵作品と

して管理されると同時に、県の物品管理規則に基づいた

管理も行われるので、作品としての分類番号と県の物品

という意味の備品番号とが併存する。この分類マスタは、

作品情報を管理する際に、これらの分類や番号を扱う手

間をできるだけ簡便にするものである。

(4)作者情報管理

作者情報を管理するページである。検索後に表示され

る作者のリストから作者詳細清報を開く。作者という名

称ではあるが、作品によっては 「アフガニスタン北西部」

のように地名や民族名が作者名として便宜的に扱われ

ている。館によっては、地名や民族名は備考欄に入れら

れるが、 当館の場合は制作者情報としているため、この

ような処理となっている。

(5)データの構造

このデータベースの構造は次のようである。
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実際のリレーショナルデータベースの各テーブルの項

目はさらに複雑である。台帳と作品カードはデータベ—

ス内には存在しないが、登録データの作成にあたって基

本清報となったものである。

6. EUCビュー

管理システム内に登録されたデータは、 データベース

外からEUCによってデータ抽出ができる。 EUCとは、エ

ンドユーザーコンピューティング(EndUser Computing) 

の略で、一般ユーザーが生産性の向上をめざし、コンピ

ュータを使い簡単にデータベースを検索・抽出すること

を意味する。管理システムを使わずに、MicrosoftAccess 

等からデータを抽出し、 Excelにデータコピーして利用

することができる。今回のデータベース構築にあたり、

開発者側からは基本的な作品情報や作者情報など、12種

類のEUCデータが提供された。また、 Accessを通して登

録データのすべての項目を抽出することができ、当初は

予想していなかったきわめて重宝な機能である。

7. 管理システムのバックアップ

管理システムのデータのバックアップは毎月 1回、管

理サーバー内で定期的に行われている。管理サーバー内

のバックアップなので、別媒体への退避は手動で行う。

8. おわりに

今回のデータベース構築によって、現在までの作品［青

報がデジタル化された。このデータベースを将来も活用

していくためにはデータの追加更新を継続し、最新デー

タを維持することが大切である。また、機器の故障や災

害時にこれまで培ったかけがえのないデータを消失す

ることをできるだけ避けるため、データのバックアップ

を心がけたい。データの保護という観点からは、例えば

遠く離れた場所にサーバーが設置されている文化遺産

オンライン等の外部データベースに参加することによ

って、一部のデータだけでも確保しておく可能性を考え、

現在までのコレクション情報を文化遺産オンラインヘ

登録している。

本稿では、このデータベースの構築に関わる経緯や内

容について記録としてまとめようとした。

著作権の問題や作品写真の有無により、作品画像清報

は公開できないものもあるが、テキスト情報は可能な限

り登録し、 web公開を継続している。当館の館蔵品に関

心を持つ人がwebを通じで情報に接していただくことを

願う。作品情報の管理とその情報をweb版データベース

によって公開することで、当館館蔵品の活用を進めるこ

とができると信じたい。
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データベース活用におけるバザール型コミュニティ形成について

About the Bazaar Type Community on Database Utilization 

藤岡洋

Hirosi Huzioka 

東京大学東洋文化研究所，東京都文京区本郷7-3-1

The University of Tokyo, 3-7-1 Hongo Bunkyo, Tokyo 

あらまし：人文系研究機関でデータベースの乱立が始まってから早 15年近くたつ。今回はグローバル COE、21世

紀 COEの前身、 COE形成プログラムで構築したデータベースを振り返る。その上で、なぜデータベース継承が難

しかったのか、問題を整理したい。さらに、データベース活用は幅広い利用という観点とそれと関連する技術が主流

を占めているように見受けられるが、今回はバザール型コミュニティを仮定し、その視座から上記2点の可逆的に考

えてみたい。

Summary: This paper attempts to explain why database succession has been difficult. At the moment, almost 

15years after the initial increase and flooding of databases have passed. In many ways there is a strong case for 

slopping their activity, i.e. because of the lack of concept for a programmer or a manager in manual documents or 

technical reports. In this paper, I elaborate the meaning of a "player" in database utilization. In order to do so, I 

present an overview of" concept map for database" and "bazaar type community on database utilizations". 

キーワード：人文科学，データベース

Keywords: humanities, database 

1. 大規模科研でのデジタルアーカイブ構

築を振り返る

平成11年度から 15年度までの5年間、東京大学人

文社会系大学院には象形文化研究拠点（以下、拠

点）が設置され、その主要プロジェクトの一つとして国

内外の古代ローマ史考古学者、美術史家、情報学者

などが協力してデジタルアーカイブを作る試みがなさ

れた。このプロジェクトは文部科学省COE拠点形成プ

ログラムとして実行された。COE拠点形成プログラム

は、グローバルCOE、その前身である21世紀COEの

さらに前身となるプロジェクトであった。この拠点形成

プログラムの目的は次のようなものであった。

「高度情報化社会においては、情報科学の技術的

進展に応じで情報通信基盤の整備だけでなく、情報

内容（コンテンツ）が重視されるようになるのは必然で

あるが、近年喧伝されている「コンテンツ重視」の主張

は、ともすれば、情報の量的増大のみを招来するに留

まっている。他方、情報の出典の検討と情報の質の検

証という観点からみれば、人文学は対象とする原資料

ごとにその基本的操作法を方法論として確立している。

本研究は以上のような現状認識に立って、高度情報

化社会において最も重要なものとなる情報のコンテン

ツに対して、基礎研究である人文学の立場から寄与し

ようとするものである。研究の機軸とするのは、人文学

がその基盤として確立してきた原資料批判の方法論

（史料学・文献学を含む資料学）を再認識して統合し、

その総合の上に立ってコンテンツの学としての情報学

と融合させることにある。そのために、これまでの人文

学で確立されてきた原資料批判の方法論とその成果

の蓄積である学術情報を、人文学の基本的方法論の

観点から更なる体系化と統合を行い、象形文化アーカ

イブヘと集約する」 [l]

1.1アーカイブの概要

ポンペイデジタルアーカイプはこの拠点プロジェクト

の中心的なコンテンツであった。20000枚ほどのポジ

フィルから大型スキャナ(Heidelberg,lmaconなど）を

使ってのデジタル化と PPM(PompeiPitture e Mosaici) 

とそれを元とした最新の文献研究成果の統合を目指し

た。データベースの果たす役割は、いうまでもなく、こ

の「統合」部分であった。筆者は創設当初には拠点に

所属していなかったため詳しい経緯は知らないが、日
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立制作所の DIS開発と同時並行的になされており、

すでにプロトタイプが出来上がっていた。 [2]

図 1. 日立TSS

図1.のとおり、当初のアーカイプはスタンドアロンのタ

イプであった。おそらく博物館などでの展示公開を念

頭に置いていたと思われる。その仕様は、 2000年初

頭としては珍しくタッチパネルを採用しており、利用者

はローマ帝国全図から地図階層をたどっていき、イタリ

ア、ナポリ、ポンペイ、地区、建物、部屋、壁、最終的

にはこの領域では標準となっている 9分割区分の領

域画像一覧が画面下 2分の 1に表示される。そのサ

ムネイルをタッチすることで地図から拡大画像に切り替

わり、サムネイル表示部分に PPM情報やそれに基づ

く最新の学術情報などの各種学術情報がタブ形式で

表示される、というものであった（参照：図2)

ただこのスタンドアロンタイプは仕様上というよりも、

構築プロセスに大きな問題があった。画像の著作権に

ついて日立に全面的に譲渡することに躊躇した拠点

側が、それをコントロールするために、 1)候補を挙げ、

2)合議にかけ、 3)CD-Rに焼いて日立に送るという方

法が採られていた。日立側でデータベースに載せる作

業に数週間から数ヶ月を有した。

ここからアーカイブ構築を完全に拠点側で構築する

決定がなされたのは拠点形成後 3年以上たってから

のことであった。

1.2システム

拠点の選択肢は日立のデザインを再現してウェブプ

ラウザ上に載せるものであった。

日立との連携で生じた問題を解消する目的もあって、

すでにサーバの管理運用の補助を委託していた外部

業者に文字検索インターフェイスを委託し、データ（画

像とテキスト）入カインターフェイスを別の関連業者に

委託した。委託業者との関係は、日立と違い、サーバ

管理者の知己であり、問題だった構築に関する障害

はなくなった。アーカイブ本体は古代美術史の専門知

識を持つ拠点スタッフによって一人で構築された。そ

れぞれ PSS(Pompei text Searching System), DIS 

(pompei Data Input System), TopV (pompei 

TOPographical Viewer)として新たな船出となった。ア

ーカイプに載せられるデータ内容もこれに伴い急速に

充実していった。 年数回、イタリアから研究者を招聘し、

集中的にテキストデータ、画像データそのものについ

て深夜まで議論がなされ、その結果は以前とは比較に

ならないスピードで更新されていった。

だが、スピードがあがると同時に、次の問題が生じた。

すでにこの頃は最終年度に入ろうとしていて時限との

戦いがすでに始まっており、一言で言えば「もっとスピ

ードを」ということであった。

またウェブベースに載せたことで公開に際しての準

備も潜在的な問題として残されていた。以前日立との

間で生じ、その後保留したままになっていた著作権の

問題だった。ポンペイには江戸時代と同じほどの長さ

の発掘の歴史があり、かつ未だ発掘作業が行われて

いる。ゆえに、拠点のアーカイプには非公開状態の画

像も多く載せられており、これをそのまま公開してしま

っていいのかについては議論が深められる余裕がな

かった。

これらの諸事情を抱えたまま拠点形成プログラムは

最終年度を迎えた。ポンペイデジタルアーカイプはい

わゆる「落ち穂拾い」を必要とする状態で最後の国際

シンポジウムを主催した。幸いなことに、その後研究代

表者であった青柳正規先生（現：文化庁長官）が国立

西洋美術館館長として着任されるという契機と、東京

大学学環情報学府の坂村健先生のご好意もあり、東

京大学病院分院跡地の研究室でアーカイプ構築は継

続されることとなった。
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この時期には時限との戦いに加えコストの問題が生

じている。前任サーバ管理者の知己によって作られた

上記2つのシステム (PSS,DIS)の改良、メンテナンス・

機能追加要望に割くコストはこの時期の拠点にはすで

に難しい問題になってしまっていた。PSSについては、

php+postgresqlという当時のスタッフで十分メンテナン

ス・改良に耐えうる環境で書かれていたため、問題は

最小限に抑えられたが、 DISについては、 Microsoft

Visual Basic (以下、 VB)で書かれていた。当時、 VB

に明るいスタッフがいなかったため、データ入カ・編集

に関する要望に応えられなくなってきた。 このため、

DISを再度書き換えることにした。この部分は筆者が担

当し、 PSS,TopVと同じ php+postgresqlで新たに書き

なおした。 DISは DECS(pompei Data Edit 

Components)として生まれ変わった。 この間にすでに

2年が経過している。

DECSは単に研究者のためのデータ入カシステムを

目ざしてはいなかった。 TopVではコンテンツの内容・

配置について自由に変更ができなかったし、これまで

の経緯を踏まえると人材に頼るシステムはいずれ破綻

する恐れからだった。そこで、 DECSは TopVすなわ

ちコンテンツそのものにアクセスをして、すぐさま研究

者の研究成果をコンテンツに反映できるようにしていけ

るようにした。

だが、拠点はその後1年をもって終了する。 COE拠

点形成プロジェクト開始から数えれば計8年にも及ぶ

プロジェクトだったが、内実は試行錯誤の連続であっ

た。しかもすでに同時期、イタリアでは同様に画像を全

面に押し出したデータベースが幾つか公開されており、

その数年後には Googlemap / Google earthによって

ポンペイを利用してそれをパノラマ化して散策できるよ

うにさえなっていた。拠点のコンテンツはこれらの事例

と理念からしてもまったく異なるもののはずだったが、

それを差別化する方策を拠点スタッフでは当時見いだ

せなかったし、また見いだせても実行に移すことはもは

や不可能であった。

拠点消滅の直接の原因は時限とコストという外的なも

のだったが、拠点アーカイブ独特の事情として画像の

使用許諾の問題があった。この手の問題は現在のデ

ータベースにはあまり見られないので今後のデータベ

ース開発には参考にならないであろう。その一方で、

データベース継承については、いくつか反省すべき点

が残されたままだった。 一つは継承そのものに対する

考え方である。拠点アーカイブは学術的価値、データ

の規模からして当然学術世界から注目されるであろう

という廿い見込みがあったことは否めない。しかし、こ

れはデータベースを構築するすべてのプロジェクトに

当てはまるのではないだろうか。その先には継続利用

がイコール、コンテンツの存続につながるという甘い見

込みにつながっている。確かに、継続して利用される

ウェブサービスはその技術はもとより、利用され続ける

ことがその存続の大事な要素になってはいるだろう。し

かし、学術データベースにとってそのような形での存

続は必ずしも求められていないし、開発者も求めてい

ない場合が多い。もう一つはデータベースの完成度と

いったときの意味である。これは本稿の意図の中核部

分であるが、データベースの完成度は基本利用者本

位で図られる。だが、それがプログラム言語で書かれ

ているかぎり、データベースがその後置かれる状況如

何にかかわらず、再生可能なデータベースこそが継続

性を備えたものなのであり、そうでないものはデータベ

ース開発者が考える以上に深刻な問題をすでに抱え

てしまっていると言わざるを得ない。そして我々拠点ス

タッフにはそのような発想がそもそもなかったのであ

る。

2. 現在のデータベース活用に関する所見

とはいえ、いま述べてきた状況は 2013年現在でも

散見できる。相変わらず科研費データベースでも、デ

ータベースの構築、という文字が踊っている。これらの

データベースが数年後、十数年後停止に追い込まれ

るかもしれないという予測に対する対策に関するアイ

デアを目にすることは少なく、現況に対して楽観的す

ぎはしないかと心配になる。

ただデータベースの保存ないし継続的運用を視野

に入れたデータベースの活用についてのアイデアは、

少しずつ裾野を広げつつあるようにも見受けられる。

● 公開方法のバリエーション。モバイル環境の変化

に応じたデータベースの利用範囲の拡張。

● 出版。データベースとの紐付けに関して。

● ワークショップ。公開に留めない積極的な活用方

法の模索。

● データベース同士の連携など。

前者2つに関しては拠点アーカイブでも試みていた

ことであったので、紹介しよう。

2.1公開方法のバリエーション

拠点アーカイブでは、最終年度にある意図をもって、

二つの実験を行っていた。その意図とは、アーカイブ

を外に持ち出すことで、研究のフィールドにより近いと

ころでのデータベース活用の可能性を探ることであっ

た。
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そのために、まず 2009年に国立西洋美術館で開催

された「古代ローマ帝国の遺産」展 [3]でのギャラリー

トークを利用して予備的な実験を行った。

図3.国立西洋美術館でのコンテンツ配信実験

図3.には二つの PCが見られるが、実は演壇の講演

者が説明に使っている TopVは、手前で聴講している

女性の PCから発信されている。

この実験が成功して後、続いてポンペイに出向き同

様の実験を行った。この時は、学術データベースが外

に持ち出されることで得られる効果を考察するためだ

った。ポンペイでは研究者が指導のため学生を連れて

公開停止中の遺構を訪れるが、その際の補助ツール

として、 TopVを野外に持ちだしてもらったわけである。

実際にこの時点でデータにして検討すべき課題が幾

つか見つかり、その場で大学院生と教員とで議論がな

されるといった光景が見られた。これをメモする学生が

おり、編集に関して柔軟性を増していた DECSを利用

すれば、データ監修そのものに役立つであろうという

新たな展望も寄せられた。この実験は成功だったとい

ってよいが、残念なことにその後すぐ拠点アーカイブ

は停止してしまった。

一つ脱線するならば、拠点が閉鎖されてまもなく、

2010年に初代 iPadが発売されたが、その宣伝で、ポ

ンペイの遺構（とキャプションにあった）に入って土まみ

れの作業員が iPadを見て何かを確認するという画像

（参照：図4)が使われていた。

これを見た瞬間、まさに著者が想像していた図が目

の前に提示されたことに衝撃を受けるとともに、明らか

にこれは問題のある嘘の広告だと分かった。少なくとも

同時ポンペイに公衆無線LANは届いていなかったか

らである。しかし、いずれにせよ、同様の使い方は当時

の iPad開発者たちも考えていたという、何か背中を押

されたような感傷とも、拠点閉鎖の寂蓼感ともいえない

複雑な気持ちになったことを覚えている。

図4.初代 iPad発売時の広告

2.2データベースとの紐付けされた出版

学術データベースの活用法として、次に挙げられる

ケースが多いのはデータベースの資産を使っての論

文執筆、著作刊行であろう。

foto 0000-0000-0342-0004 

Triclinio estivo (31) 
Ninfeo a mosaico 

匡
図5.POMPEI INSULA OCCIDENTALIS P.167 

拠点でも最終的に両国の研究者が合同で取り組み

一つ大きな成果をあげている。 MasanoriAoyagi 

-Umberto Pappalardo "POMPEI (REGIONES VI-VII) 

INSULA OCCIDENTALIS -Voliume Primo-", 560 

pages, Valtrend Editore, 2006である。

この著作には一つ、特徴があった。使用された画像

（モノクロ・カラー）には、拠点アーカイブで監修・管理

していた 16桁の固有IDが振られている。 この刊行物

から他の研究者が、オリジナルの画像情報に接しよう

とすれば、拠点アーカイブにアクセスし、その他関連
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情報は誰でも調べることができた（参照：図5)。このこと

はアーカイブと出版物はセットとして扱うことができる可

能性を示そうとしていたわけである。データベースが継

続運用されていれば、さらに出版物そのものが学術成

果の記録（ログ）として位置づけられたであろう。

しかし、プロトタイプとしての著作物刊行は単発で終

わってしまった（そのタイトルどおり、予定では第2巻、

第 3巻が少なくとも予定されていた）こと、そして繰り返

すが上記著作物もデータベースが運用を停止してしま

ったことで狙った効果が半減してしまった。現在ではこ

の IDの意味は消失しているわけである。データベー

スが停止すると書物の意義までが落ちてしまう現代な

らではの現象の一つであろう。

2,3アウトリーチとしてのワークショップ

それでもデータベース活性化の手段としてそれをつ

かった論文•著作活動を後押しすることが有効であると

するならば、もっとドラスティックに考えることもできる。

すなわち、データベース使用を登録制にして、必ず論

文ないしレポートの形でフィードバックを要求する、と

いうものである。だが、まず利用者はタイトルだけでど

のようなデータが収められているかも分からないような

データベースに登録などしないだろうし、先に中身も

見せないうちからフィードバックを求めるようなハードル

に真っ向から付き合ってくれるとは到底思えない。

ところが、学術データベースを質で測るという観点に

立てば、次のような試みは魅力的である。著者が現在

所属している東京大学東洋文化研究所には 10年近

くの運用実績のある「アジアンバロメータ」というアジア

比較社会学のためのデータベースがある（参照：図6)。

このデータベースはアジア各国に住む 20歳以上 69

歳以下の全ての成人を母集団として対象とし、基本的

に調査員による面接聴取法によって有効回収数が必

要サンプル数程度になるように、各国ごとに期待される

回収率を勘案して標本規模を 800から 2,000サンプ

ル採り、層化多段無作為抽出法と割当抽出法を用い

て、1社 会基盤整備、 2経済状況、3.生活におけ

る価値観•満足度、 4.社会的行動の価値観・満足度、

5. アイデンティティ、 6政治意識、 7健康状態のデー

タを蓄積したものである。

このアジアンバロメータを使ったデータベース活用法

がユニークなのは、当該データの価値を十分理解して

いる教員たち（代表は東京大学情報学環 •東洋文化

研究所園田茂人教授）が日本はもちろん、中国や台

湾や韓国、それにアメリカ各地で講習会を開き、学生

にデータの使い方を指南した上で、ワークショップ開

催、コンソーシアム設立、コンテスト主催などを通じて、

研究者や学生を労力を惜しまず鼓舞して、優れた論

文を世に送り続ける試みを行っていることである。

実際その研究成果[4],[5]は、 日本の社会学会の

中でも一定のポジションを得るにいたっていると聞き及

んでいる。
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図6.東京大学東洋文化情報センター内

アジアンバロメータのフロントページ

しかしながら、すべてのデータベースにこのアジアン

バロメータのような活用法が適用できるかというと、まず

現実的に難しいことは容易に想像がつく。

第一に、このようなデータベースの活用には構築とは

別の、ある意味では構築以上の「労力」が必要になる

ことである。アジアンバロメータの例をみるに、主催す

る教員がこの所業を義務や負担といった後ろ向きの姿

勢で行った時点で、試みは失敗する可能性を卒み始

めることは明らかである。その問題がないとしても、年

に何度も海外に出向いて各種プランを練り直し、実施

し、修正をする必要があろう。

第二に、その時その時に労力を厭わない「人材Jの

有無に大きく左右されざるを得ない、ということである。

もしデータベース維持のために労力を厭わない人間

がいても、もし当該データベースの周囲にその活用に

意欲的な人物がいなければ、休止するか忘れ去られ

るか、いずれかの事態に陥ることになるからである。そ

のような事態に陥るデータベースはどのような方法で

休眠させて置くべきなのか、そしてまた時機が訪れたと

きにいかにして迅速それらを活用できるようにする体

制にするべきなのか、問題はさらに根の深い問題に行

き着くことになる。 これについては本稿の最後にもう一

度触れようと思う。
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3. 継続活用を目指すデータベース周辺の

技術変化

以上は、著者が実際に関わった、ないし関わってい

る機関におけるデータベースの具体的な活用事例で

ある。

数少ない事例ではあるものの、その底流には次のよ

うな事実があるように思われる。

データベースというものは、その形態はあまり変わら

ないにもかかわらず、いつでも進化していく技術との比

較によって古く感じられたり、新しく感じられたりするも

のである。例えば画像を使ったデータベースは、本来

であれば画質の向上への対応につねにさらされる。数

年前には高精細の最新カメラを使っていたものだった

り、撮影方法を工夫して単体のカメラでは実現不可能

だった画像を合成し格納していることを特長としたりし

ていたデータベースがあっという間に陳腐化してしまう

例を個人的にも何度か目にしてきた。

また管理運用に関してはデータベースを格納するサ

ーバ技術の変化も激しい。近年の象徴的な技術変化

としては VMが挙げられよう。 VMの急速な進化に

伴い、クラウドという言葉もすっかり定着した。コストと安

定性と情報保護とをトレードオフする選択肢が増えて

きたといえるだろう。

しかし、安定した管理運用が活用のための基盤作業

だということは現在も変わらない。サーバデーモン関連

のトレンド、セキュリティ保持、インシデント情報の収集

と迅速な対応体制を保持しておくことは、現在もこれか

らも必要なことであろう。

ただ、サーバ関連の技術が進化ないし変容しても、

やはりそこでも相変わらず時限とコストの問題は関わっ

てくる。この問題を解消するために現在は、活用に活

路を見出すか技術に活路を見出すかの傾向は今後も

続くはずである。

その手法としては、上記3つの個人的に内実を知りう

る事例とは別に、最後に挙げた複数のデータベースを

効率的に連携させる試み（データマインニングによる

データベース研究など）などが現在では代表的なもの

かもしれない。この手法は、連携した複数のデータベ

ースを利用することによって、かえって、データベース

の必要性を浮かび上がらせ、運用停止や管理保持ヘ

のカンフル剤の役割を果たす可能性をもつ。ただ、こ

の手法では一つ二つのデータベースが停止してしま

っても仕方がないという前提も含まれるかもしれない。

また、例えば「デジタルアーカイブのコンテンツが地域

の産品のブランド化と結びつく」といったより実践的な

試みによってデータベースの維持を促すといった事例

が、総務省が昨年にも出した「知のデジタルアーカイ

ブー社会の知識インフラの拡充に向けて一提言及びデ

ジタルアーカイブの構築•連携のためのガイドライン」

[6]に挙げられていたりする。が、しかしこれは学術デ

ータベースというデータベース領域には適切な例とは

いえないかもしれない。

とまれ、これらもまた、データベースの内容のみを担

保として維持管理していくだけではなく、活用方法の

工夫こそがデータベースの継続に寄与するというスタ

ンスかと思われる。

4. データベース活用の別の視点

本稿では、異なるスタンスでデータベースを活用する

方法を提案してみようと思う。

それは次のような前提から始まる。データベースとい

うものはいずれ開発・構築が終わり、運用も終わるもの

である。

本稿ではあえて活用しているから止められないという

スタンスをとらない。またはデータの内容によっては止

めてしまっても構わないというスタンスもとらない。デー

タベースは少なくとも構築当初は、構想者ないし開発

者が何かしらの価値を付与して半自動的に情報を関

連付けるデータの集合体である。したがって、本来で

あれば止めてよいデータベースは一つもないはずであ

る。それにも関わらず管理運用の維持はやはり難しい。

なぜだろうか。おそらくデジタルデータベースというも

のはそもそもコストや時限の問題で運用をいずれ止め

ざるを得ないものなのである。

これを前提とした上で、 「停止に追い込まれないよう

にするためには」ではなく、「停止に追い込まれてしま

っても」という視点からデジタルデータベースの管理運

用ならびに活用を考えることはできないだろうか。

データベースがもし

● 迅速かつ的確に、再生できる機構を備えている

ものであれば、データベースの構築、管理運用、継続

活用に関して新たな知見が生まれるのではなかろうか、

というのが本稿の趣旨である。

4.1再生の観点から見たプログラムソースと仕

様

仮に停止に追い込まれたデータベースを考えよう。

何が残されている可能性が高いだろうか。おそらく、報

告書や仕様書の類、データ本体、ソースコードであろう。

あるいは当時の開発者や利用者の記憶も「残されたも

の」といってよいかもしれない。
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データスキーマについては報告書や仕様書が残さ

れていれば、参照できる可能性が高い。停止していて

も保存媒体が壊れていなければ、形式に問わず、取り

出すこともできるだろう。ソースコードはどうであろうか。

これもデータスキーマと同様、保存媒体が読み込み可

能ならば取り出すことは容易だ。だが、 問題はソースコ

ードが読解できるかどうかだ。マイナーな言語あるいは

再生を夢見る者が読めない言語である可能性は大い

に考えられる。こうしてみるとソースコードに関しては、

取り出すことはそれほど難しいことではないにせよ、再

生の観点からみると、優れた報告書や仕様書には価

値の点で及ばないと本稿は考える。

ソースコードより報告書や仕様書の方が価値の点で

上である、という主張はプログラマからすると少し違和

感を感じるかも知れない。しかし、例えば E.レイモンド

『伽藍とバザール』 [7]中、ソフトウェア開発の教訓その

9. として全く同じことが言われている。

9賢いデータ構造と間抜けなコードのほうが、

その逆よりずっとまし。

またもやフレッド・ブルックス本の第 11章から。

「コードだけ見せてくれてデータ構造は見せ

てもらえなかったら、わたしはわけがわからぬ

ままだろう。データ構造さえ見せてもらえれば、

コードのほうはたぶんいらない。見るまでもな

く明らかだから」

実はその理由は簡単なものである。例えばボタンア

クション一つを考えみればよい。利用者はボタンを押

すことに一つのアクションを割り当てているわけだが、

プログラムではそうはいかない。単純なケースを考えて

も、変数に蓄えられたデータを引数として再度配列化

したり、エラーチェックをしたり、出カプログラムに引数

としてそれを渡したり、といった内容を書いていることが

多い。ひょっとすると、サブルーチン化した関数を使い

つつ、考えうる限り最適な結果を、自分なりにエレガン

トな方法で導き出そうとしているかもしれない。これらを

ソースコードから逐ー読み解くより、開発者が何をした

かったのか、それを適切に表現できる手段があれば、

その方が効率的で方法としてもスマートなのは明らか

である。

データベースの再生の場合でも、どうやら報告書や

仕様書に頼るのが良さそうである。

そうなるとデータベースを再生には迅速さという観点

に加え

● どんなプログラム言語にも対応できる、再生のため

の機構を備えている

ことが同時に重要なポイントとして挙げられるよう。

そして、可能な限り的確・迅速に、プログラム言語に

縛られずデータベースを再生できる仕組みの鍵は報

告書あるいは仕様書にあると考えられる。

5. 仕様にかえれコンセプトマップの提案

単なる成果報告ではなく、再生を予め考慮した報告

書ないし仕様書作りとはどのようなものを目指せばよい

だろうか。

本稿ではそのために 4つの構成要素からなるデー

タベースのコンセプトマップなるものを提案したい。

考えられる 4つの構成要素とは以下のものである。

1. 状態偏移図

2. 画面偏移図

3. プログラムフロー図履歴

4. データスキーマ

5. (データ本体）

重要度から並べていったが、これまでの記述経緯も

踏まえ、順序を逆に、4.,5.から触れていこう。

5.1データスキーマ

当然ながらこれはデータベースの命ともいうべきもの

である。ここにはデータベース構想者の思想がつめ込

まれているといってもよい。繰り返しになるが、最近で

はリレーショナル構造をもつソフトを使うことが多いので、

このスキーマの出力（例えば sql97仕様であれば、

desc)はいとも簡単に取り出すことができよう。データベ

ース開発者の中にはスキーマを報告書や仕様書に載

せることに違和感を感じるという者もいるかもしれない

が、データベーススキーマはそれだけでは意味をもた

ない単なる形式、枠組みである。もちろん、全データが

報告書や仕様書、できれば別途電子媒体の中に残さ

れていれば、 当初の目的である的確・迅速なデータベ

ース再生に役立つだろうが、データスキーマは報告書

や仕様書には必須である。プログラムとの関係からこ

れは外せない。

5.2プログラムフロー図とその履歴

次に 3.プログラムフロー図の履歴を取り上げよう。

プログラムフロー図というのは、非難されることも多い

が、それにもいくつかの記述方法があると思う（例えば
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古典的なダイヤグラムによるフロー図など）が、次のよう

なものである。

プログラムソースはたいていブロックごとに記述され

ている。ここでは、ソースに直接あるいは別レイヤで視

覚的にブロックを書き入れて、ブロック同士の相関を描

画したものをプログラムフロー図として想定している（実

際に市販されている解説書でこの手の方法をとるケー

スも多い）。

さきほどプログラムソースコードよりも報告書・仕様書

を、と述べたが、次に述べる状態偏移図、画面偏移図

の補助手段として、歴代開発者、メンテナの思想を追

尾するために、プログラムフロー図をその歴史とともに

残していくのはデータベース再生にとって強力な補助

手段となりうる。

プログラムフロー図とデータベーススキーマは、開発

者、代々の管理運用者ごとにログとして残しておいた

方がよい。プログラムであればこれが changelogとして

記録されるところだが、あえて冗長性を増やしてより視

覚的に保存される方がよいだろう。これらが重層的に

記録されていることは、 停止から再生までの期間が長

ければ長いほど、役立つ可能性も生まれてくると考え

られる。とりわけプログラムフロー図の履歴は種類の異

なる言語で書かれた場合にはデータベース自体の資

産になりうる。

5.3画面偏移図と状態偏移図

最後にこのコンセプトマップ、報告書や仕様書にとっ

て欠いてはならない 1.状態偏移図と 2.画面偏移図を

取り上げる。先にボタンの例を述べたが、状態偏移図

も画面偏移図もユーザアクションとプログラムアクション

の相関図である。状態偏移図は開発者目線の、画面

偏移図は利用者目線のそれといってもよいかもしれな

い。とまれ、 両者はいずれもいわばデータベースの機

能を凝縮し、簡略化したものともいえる。

まずは画面偏移図である。

これは高い確率でデータベースのマニュアルに付さ

れることが多い。それゆえ、おそらく構築後に残される

可能性も高い。ただ、画面偏移図を作成するとき、利

用者目線と同時にメンテナ目線も考慮することが必要

かもしれない。簡易化することは効果があるが、メンテ

ナにとって必要な情報が落とされていては何の役に立

たないものになりかねないからである。報告書などを書

く場合に、この部分に積極的に開発プログラマは関わ

るべきである。

次に状態偏移図である。

これも簡単なものだけに大規模な報告書には開発者

が付す場合も多い。例えば図7.は拠点アーカイプ

PSSのための状態偏移図であるが、この図だけでは例

えばPompei/Romeが何を指しているのかがわからな

いが、もしこれが効果的に画面偏移図と連動していれ

ばその意味は自ずとわかるであろう。

さらに、これらに加えてデータスキーマがあれば、も

っと具体的に多くのプログラマにコンテンツ再生を可

能にするものと思われる。

図7.状態偏移図の例

重要なのは、ここに特定の言語の記法に関する知識

は可能な限り排除されている点である。

図7.にも "select"といった一部 sql文を想起させる

部分があるが、それでもここで使われている機能は

"move to"、"sort"、"search"、"goto"、"goback"、

"done"、"click"などごく単純な用語で示されている。

これらの機能の実装はそのつどのプログラマに委ねら

れている。

どのように実装してもよい、というスタンスでプログラム

の記録が残されていることは、データベースを再生さ

せようとする者にとって、時として自身のプログラム技

術以上の効果をもたらす。すなわち、迅速なプロトタイ

プの実現である。そして、この者は実装が固まった時

点でもういちど自分が手本とした状態偏移因を眺め、

追加・変更した機能について修正を施す。

こうすることでデータベースは単に機能するもの以上

に、「発掘可能な所産」となるのではないだろうか。

5.4コンセプトマップ

以上 1.から 4.の要素を効果的に関連付けたものを

本稿では仮にコンセプトマップ（参照：図8)と呼ぶこと

にする。

仮に、といったのはこれがまだ構想段階であるからで、

実際に運用中ならびに停止してしまったデータベース

に果たして本稿のアイデアを実際に検分する必要が

あるからである。
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ただ構造がシンプル極まりないだけに検分手順も大

方見通しがついている。

£_  
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1. 「運用中の」小規模なデータベースを素材にコンセ

プトマップを開発者に依頼。マップ作成にはどれ

ほどの手間がかかるかを実測。改善点を検討。

2. 1. を別言語で再開発。構築時間の実測。改善点の

検討。

3. 1. を今度は「停止している」が当時の開発者と連絡

がとれる小規模なデータベースで実施。

4. 3を 2を踏襲して実施。元開発者に検証を依頼。

5. 1. から 4.の成果を整理し、「開発者とのコンタクトも

なく、運用も停止している」データベースにて再生

を実施、検証。

データベースの構造は今後も進化していくべきであ

る。コンセプトマップは、データベースを再生しようと目

論む者のアイデアを、できるだけ迅速に、そして実行

に移す際の心的負担を少なくして、反映させるという

目論見を元に構想されたものである。

6. コンセプトマップから、データベースのバザ

ール型形成の可能性を探る

実はこのコンセプトマップ構想にはもうひとつの可能

性を込めている。それはデータベースの活用形態の

新たなオプションとしてのバザール型コミュニティ形成

である。

コンセプトマップ構想の実現には、運用を停止した

データベースを対象にしているにも関わらず、多くの

手間と時間がかかるだろう。

だが、このこと自体がデータベースを「活用」している

ことにはならないだろうか。

コンセプトマップはデータの内容を含むものではない。

よって、著作権等には抵触する確率が低い。これを特

定のデータベース固有の資料として保存することには

ほとんど意味がない。それでは、もしこれをデータベー

スの構造に関心をもつ研究者が共有したらどうだろう

か。共有化の結果、構造の類型化がなされ、それを参

考に管理運用中のデータベースの改善点や機能追加

のヒントにはならないだろうか。あるいは停止してしまっ

たデータベースの「発掘」の重要な緒にはならないだ

ろうか。

従来のデータベースの活用のプレーヤといえば、無

自覚にその利用者を指してきた。換言すれば、データ

ベースの活用方法というのは、データベースの利用法

と同義であった。だが、このコンセプトマップ構想は、

開発者、管理運用者、将来のデータベース開発者を

巻き込む。しかも、将来のデータベース開発者に、複

数のコンセプトマップを提示できれば、より効率的もし

くはより斬新なアイデアの種を提供できる可能性すら

あると考えられる。

繰り返しになるが、コンセプトマップ構想ないしコンセ

プトマップ仕様の策定に見込んでおいてよいことは

● データベース活用のフィールドに新たなプレーヤ

が自然と加わる

ことである。

というのも、この手法にある程度の見通しが立てられ

た暁には、先に挙げた E.レイモンドが掲げた「バザー

ル型」開発と同じ環境をデータベース開発者・再生者

が得るからである。

この開発形態の優位性はすでに広く認められている。

その特長として頻繁な更新回数と対象（ソフトウェア）

の譲渡のスムーズさが挙げられる。

運用停止の危機に陥っている、ないしはすでに停止

してしまったデータベースにとって、さらには今後の停

止の危機に備えるためにも、データベースのコンセプ

トマップ公開、収集はマイルストーンになりうる。

なるほどデータベースを最初に構築する際は、確か

にデータに関する監修者が必要で、そのニーズに応

えることが必須条件であるが、その後はプログラマがプ

ログラムを共同で開発する形態にそれを持ち込むこと

ができるのである。

データベースを活用することと、必要に応じて再生さ

せることは、今後のデータベース開発、管理運用に多

少なりとも貢献できるアイデアではないかと本稿は期

待するものである。
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